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はしがき

日本統計研究所では，統計作成者と統計利用者の相互交流の場をlXi当供し，あわせてわが国

の統計の改善に寄与するという主旨から，~昨年度より一連の継続事業として，わが国にお

ける部門統計の吟味を行ってきた。

昭和57度は労働省が所管する調査統計と業務統計をとりあげ，昭和58年度は，総務庁統計

局が所管する=仁要な調査統計をとりあげた。さらに昭和59年度は，これにひきつづき，農林

水産省統計情報組織所管の調査統計をとりあげることにした。本報告書はその検討結果を

とりまとめたものである。

しかし，農林水産省統計情報組織所管の調査統計はその種類も多くまた内容も多岐にわた

るものが多い。

したがって，本報告書は〔その１〕として農林業センサス，経済統計Ⅲ農林統計にかんす

る検討結果のみを収録している。残りの作物統計，園芸統計，水産統計については〔その２〕

として次号に収録する予定である。

さいとに，研究所の企画の主旨をご理解いただき報告者の役をお引受けいただいた農林水

産省統計情報部の鎌倉一郎，町田正男，二石清春の諸氏に心より謝意を申し述べたい。また，

討論にご参加いただき統計の改善に向けて各種の刺激を与えられた諸先生方にもその場を借

りて厚く御礼申上げたい。

当研究所では，この種の企画を今後も継続してゆきたいと考えている。ご意見をお寄よせ

いただければ幸いである。

昭和60年1月

法政大学日本統計研究所
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Ｉ総論

農林水産省統計情報組織の概要，農林水産統計調査の概要，流通情報サービス

私は農林水産省統計情報部企画情報課の鎌倉と申します。私に与えられたテーマは，組織

の概要と流通Ｉ情報サービスを含めた農林水産統計調査の体系の２つです。今日は私どもの宣

伝用のパンフルットである「農林水産統計情報のしおり」と「生鮮食料品の流通情報サービ

ス」をお渡ししました。そして体系的な資料は持って来ませんでしたが，一応農林水産統計

`情報の組織の変遷，調査の種類について簡単にEUlillllしたものを持ってまいりましたので、そ

れに順じてご説明申し上げたいと思います。

私どもの組織としまして農林統計がそもそも始まったのは，昭和22年ですが，その前史と

しましては明治初年の地租改正に伴って行われた土地調査というのがありました。その頃は，

凋査は担税能力をとらえるということで面積調査がありました。明治３年には消費税の課税

をおさえるための生産高調査である物産調査がありました。これが農林統計調査の始まりだ

といわれています。その後明治16年に農商務省通信規則ができました。ここでは生産高統計

の他に農家数や人口も含めた体系的な調査を行ない，いわば農林統計調査の基礎が固まった

といわれています。その後資本主義の確立期，戦争経済期などその時々の要請に応じた調査

体系が組まれてきました。そして私どもの組織ができたのが和22年４月１日でした。当時の

状況は戦後の混乱期で深刻な食糧危機でした。米は供出，配給制度でしたので、農家あるい

は町村が過少申告しました。そのため統計の数字全般に信llimがおけませんでした。ですから

正確で信頼度の高い生産高統計を作成することが要請されました。実はＧＨＱから作物調査

に関する４原則というものが出されまして，それを契機に中央政府が責任をもって統計調査

を作る，しかも行政から独立した機関で作るということになりました。これはアメリカの作

物報告事務所がモデルになっています。そういうことで，国の直轄の統計組織ができ，中央

段階には統計調査局，各府県段階には作物報告事務所が設置されました。その事務所の下に

は，実査機関としてほぼ５市町村に１つの出張所ができました。これが戦前から戦中にかけ

て中断された農林統計を再建し，近代化する契機となりました。ここではなによりも行政か

ら独し，直轄組織によって調査そのものに責任をもつという体系が確立されたことが重要で

あります。これは統計の独立'性と中立性という現在の理念が確立されたことを意味します。

次に，統計調査の客観性を維持するために近代統計学理論に立脚した科学的調査方法を導入

したことです。そして農業知識，統計知識を有した専問スタッフが調査を担当したことです。
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この時に近藤康男先生の指導の下に組織が確立されました。昭和23年には，大正の初めある

いは大正10年に農林省が帝111農会に委託して始めた農家経済調査，食糧庁が行なっていた米

の生産費調査，帝llil農会の農産物の生産徴調査，繭の生産費調荷などを一本化して生産費調

査を開始しました。当時，帝国農会が解散しましたので，そこの専門の方をそのまま引き継

いで農家経済調査を昭和24年に開始しました。

お渡しした資料には，農林水産統計の体系の変遷がありますが，ここでは７つぐらいの契

機で統計調査が発展してきたと私は思います。１つは前述しました発足時の状態ということ

です。

２つめは昭和25年に作物報告事務所が統計調査事務所に改組されたことです。この時期に

は食糧需給も緩和されてきましたので，米麦生産量を中心とした作物報告事務所の調杳体系

をさらに農林水産調査全体の体系へ発展させるということになりました。1950年には，ＦＡ

Ｏが提唱した世界農業センサスを初めて私どもの組織として実施することになりました。そ

こで現在の農家の定義もはっきり決まりました。念のために申しますと，農業センサスは統

計情報部が行なうのですが，私どもの統計組織を利用するのではなく都道府県あるいは市町

村の統計機構を駆使して行ないます。これについては私どもの調査組織ができた時に，全数

調査は都道府県単位で行なうと決められています。この頃になりますと，農村から労働力の

流出がそろそろ始まりましたので，昭和26年には農業動態調査が開始されました。さらに同

年には海面漁業漁獲量調査も開始されました。このように昭和25年～30年代前半に統計組織

が米麦中心から農林水産業全般へと転換しました。

３つめは昭和36年の農業基本法の制定に伴ない統計調査が質的に転換しました。その中の

１つは農業も食糧問題からいわゆる農業問題へと展開しまして，何よりも日本の農業構造が

問題になったということです。そして経済が高度成長に移行して構造的な様々な問題が出て

きということです。ちなみに農業基本法は,１つはみかん，畜産等々の需要が伸びる物を中

心に生産するという農業生産の選択的拡大，次に農業改善により経営を近代化する，それか

ら何よりも社会正義に反するという立場で，農家と勤労者世帯の所得の不均衡を是正すると

いうことで，それで生産者米価の算定方式についても生産費・所得補償方式ということにな

ります。そうすると統計調査がどういうことになるかといえば，1つは今まで生産量中心だっ

た量的統計から例えば，需要の伸びる品目に政策が展開され，畜産統計とか果樹統計が整備

されざるをえなくなります。また農家と勤労者世帯の所得の不均衡を明らかにするためには

農家経済調査を拡大しなければならないので，この時期に標本数が何倍にも拡大されました。

それから生産費所得補償方式になりますと生産費を中心に農産物価格が決定されることに

なりますので，生産費調査が拡充されなければなりません。したがってこの時期に米や畜産
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物の生産費調査が拡充されました。これらのことを私どもは量的統計から質的統計への転換

と考えています。

４また高度成長期の歪みが昭和38年～39年頃に出まして，WPIは安定しているがＣＰＩ

は上昇するということで，相対的に生産性の低い農業部門’流通部門がしわよせを受けて物

価騰貴がおこりました。当時は生鮮食料.品の流通が暗黒の大陸とかいわれて，要するに農産

物の流通の実体が全然わからない状態でした。それで昭和38年７月に「生鮮食料品流通改善

対策要綱』が閣議決定されまして，私どもの農産物の流通統計調査が開始されました。これ

は生産から消費，そして流通経費，流通減耗量を含めて体系化したものです。その一環とし

て昭和40年から各市場，各産地で集めた流通情報を還元していく事業が開始されますが，日

本全国を対象とした体系的な生鮮食料品流通'情報サービスが行なわれるのは昭和43年からで

す。それについては後でご説明いたします。

５つめは米の過剰問題が起こったために，農政が総合農政に転換したことと，画一的な農

政ではなく地域に密着した農政を展開するという必要性から統計調査事務所が地方農政局へ

統合されていくことです。各地域の実態に即した地域農政を推進する必要上地域統計の充実

を図った訳です。はっきりいいますと，統計組織は昭和23年～24年には１９’000名程度いまし

たが，戦後処理機関だということで絶えず行政改革の波にあらわれました．ある意味で統計

の歴史は行政改革の歴史でもありました。そういうことで，独立した統計調査事務所が地方

では地方農政局の傘下に入り，行政と統計が１つの組織の中に入るということになりました。

組織的には，本省の統計情報部，地方農政局の統計情報部，都道府県の統計情報事務所とい

う１つの流れで行ない，行政の機構に入っていますが，統計の独立性と中立性は保持してい

ると考えています。もちろん行政と全く無関係だとはいいませんが，統計の独立機関として

の機能は失なついないと思います。

６つめは昭和46年に統計調査部が統計情報部へと改組されたことです。これは各省が統一

して統計情報部になったということです。それの位置づけとしては，’情報化社会への展望と

それに対する先行的な対応を指向したということです。この段階では，現在の統計調査だけ

ではなく言語`情報を集めだしたということです。言語`情報とは，数字にあらわれない地域に

おこる様々な事例，例えばマイコンを使った農業経営など新しい農業の芽生えを体系的に集

め，皆さんにお知らせしています。それは現地情報と呼ばれています。あるい特定テーマ，

例えば水田利用再編対策にどのように対応し，それに対して農地の流動化はどうなっている

かを数量的にではなく言語的に集めるということです。組織については後ほど説明いたしま

すが，この段階で横割の組織が縦割にある程度変化しました。園芸統計課が新設されたとあ

りますが，以前は流通統計課が流通については青果物から畜産まで全て扱っていました。縦
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割とは，それを畜産は畜産，１余|芸は園芸と分割したことです。これは私どもの組織の内部の

事情ですが，統計調査の体系そのものには別に関係はありません。昭和51年になりますと，

生鮮食料品流通情報サービスが新しい通信技術を駆使してオンライン化され，必要な方には

オンラインサービスで直接利111できるような体制になりました。

７つめは，現在昭和57～58年は統計情報のｉｆ7編整備の時期だということです。この頃にな

りますと，ご存知のように第２次臨調で統計組織機構がかなり議論の対象となりまして，私

どもも地域の農政の効率的推進に役立つように地域の事務所における地域農業の情報センター

の機能を発揮させるような方向を推進しました。この方向は80年代農政の基本方向として農

政審議会から出されたものに沿ったものでありまた高度情報化社会の発展に対応したもの

です。それで皆さんに使っていただけるような地域の情報センターへの脱却を目指して，現

在はシステムの構築を行なっている段階です。これは第２次臨調を１つのインパクトとして

行なわれています。

４０頁を見ていただきますと，私がこれまで言葉で説明したことを若干数量的に示した表が

あります。昭和23年一昭和22年４月にできましたが－の調査の内容は主として米麦生産量に

集中した農産物統計調査が99％で，1％が前述しました帝国農会から引き受けましすた農業

経済調査でした。この頃の定員は19,626人でした。昭和35年は高度経済成長が始まる段階で，

農業基本法成立前後です。この頃になりますと農産物統計調査のウェイトが半分に低下して

54％になり，農業経済統計調査が16％，林業・木材・畜産等の農林統計調査が20％，水産統

計調査が１０％となり，この頃の定員は12,171人となりました。昭和45年は農産物統計調査が

26％，農業経済統計調査が24形になり農産物統計調査と拮抗する程になっています。農林統

計調査は22％，そして昭和39年に始まった園芸統計調査が18％を占めるようになりました。

昭和55年になりますと農産物統計調査は20％を割り18％となり，流通情報サービス等が15％

を占めるようになります。そして定員は8,885人となり，その後昭和58年にはこの比率は５５

年とほぼ同じです。したがって私どもの統計組織は組織人員が創立当時に比して半減してい

ます。因みに昭和58年の定数を見てみますと，本省が428人で，地方が8,464人です。

私どもの組織に与えられた第２次臨調の課題は３つあります。第１は定数を７年間で2,000

人減らせというものです。したがって昭和65年には6,500人体制になるということです。臨

調の大綱が閣議決定されていますので，これは至上命令です。ですから6,500人体制で，い

かに統計調査を合理化し’かつ必要な統計を供給していくかを検討しています。

第２は都道府県単位の統計情報事務所についてはオンライン化を図りその在り方を検討せ

よというものです。これは地方機関の整理ということで，地方ブロック機関の下に都道府県

機関は必要ないのではないかということでした。こういうことで第２次臨調で焦点になった
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問題ですが，農林水産行政は都道府県を単位に行なわれていますので，それを単位とする統

計を作成する必要があるということ。そして実際の標本選定のための集団整備，標本配分，

審査，集計，公表についても都道府県単位で行なわれていますので都道府県単位機関につい

てはどうしても必要な訳であります。第３は出張所の整理統合です。これは創立当時は５町

村一当時の市町村はかなり小さかったのですが－に１出張所ということで昭和25年には2,11

3ありました。昭和39年にもかなり残っておりましたが，その後統合しまして昭和58年には

379になりました。この出張所を５年間で更に55ケ所減らせということでした。以上が臨調

の至上命令のあらましです。その他ご存知だと思いますが，臨調で決定されましのは統計調

査の整備，再編ということで，統計調査のスクラップ．アンド・ピルトとして国全体で３年

間に２割を目標に行なえということです。これは農林統計に限ってではなく全省が対象とな

りました。したがって，農林水産省の統計調査についてもその２割については何らかの形で

廃止・簡素・合理化を図ることとしています。

次に40頁下図に進みます。私どもの組織についてご説明する前に第２次臨調の話をしてし

まいましたが，これからその組織についてご説明いたします。農林水産省は当初は統計調査

局で出発しましたが，すぐに１局削減で部になり，正式には農林水産省経済局統計情報部で

す。経済局に入っていますが，内規として統計情報部は局の扱いを受けています。例えば統

計`情報部長は農林水産省の行なう全体の統計調査についての調整権限を大臣から受けていま

す。したがって統計調査に関しては，私どもの課が農林水産省全体の窓口であります。以上

のように部ではあるが局の扱いを受けています。地方農政局は７ケ所あります。例えば東北

ならば宮城県仙台市にありますが，宮城県の所在地の統計情報組織については地方農政局の

統計情報部に入っています。但しそれ以外は府県構関として地方農政局の統計情報事務所が

あり，その下が出張所ということになります。ご承知のように北海道は農政局がございませ

んで，北海道開発局がございます。それで北海道は本省の直轄組織となっています。北海道

は管轄が広いので札幌，函館，北見，帯広に４分割され，札幌が若干調整機能を持つ事務所

となっおります。沖縄につきましても農政局がございませんので，沖縄開発庁となっていま

す。現地に沖縄総合事務局があり，そこに農林水産部があります。その中に統計'情報課があ

り，那覇，宮古，名護，石垣の出張所があります。実査機能は出張所で，審査，集計機能は

府県段階の事務所，全体の企画設計は本省，管内のとりまとめは地方農政局という役割分担

になっておりして，組織としては農政局が入っても相対的に独立し，責任を持った統計調査

の実施体制を確立していると言えると思います。統計情報部の中の組織は書いてありません

が，少しご説しますと，人事,庶務，そして全体を総括する管理課，その管理課の中に農林

水産省全体の電算機を管理している電子計算室，そして国立国会図書館の支部である図書館
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が１つの室の役割としてあります。全体の統計の凋整や他に入らない調査が企画`情報課に入

ります。そして流通情報サービスを所篭する流通情報室，農林水産省全体のシステムー初め

はPPBSから始まりましたが－をはかるためのシステム分析室があります。また，農家経

済調査や生産費調査を行なう経済統計課，センサス，畜産統計，林業統計を行なっている農

林統計課，農産物の生産hlの調査を行なっている作物統計課，野菜・果実の生産から流通ま

でを扱う園芸統計課，水産統計課などに分かれて，各々の分野を担当しております。

次にどのような調査を行なっているかをご説明したいと思います。統計情報部の行なって

いる統計調査については大きく分けて，およそ４つのカテゴリーに分かれます。第１は農林

水産業の基本的な構造をとらえる構造統計です。第２は農林漁業者の経済活動の実態を表わ

す統計です。第３は資源利用と生産の実態を明らかにする統計です。第４は生産から消費に

いたる流通の実態を把握する統計です。この順に30頁からどのような調査を行っているかを

ご説明いたします。

まず，最初は農林業センサスです。これは農業事業体調査ということで農家460万とそれ

以外の農業の事業体を調査します。ＦＡＯの提唱では１０年おきにセンサスを行なうというこ

とですが，その中間年次にもセンサスを行なうということで５年おきに行なっています。１９

８５年センサスは現在準備中で，昭和60年２月１日に実施する予定で準備が進められています。

そこでの統計項目は，農家数，農家人口，耕地面積，品目別収櫻面積，家畜頭羽数，農業雇

用労働，農業生産組織，請負い，農業機械所有台数，農産物販売金額等であります。これは

統計表章としては全国統計から集落地域表章としての集落単位のデータまでおさえるという

ことです。これは私どもの組織が行ないますが，前述しました県庁，市町村，調査員を使っ

た悉皆調査であります。この農林業センサスに日本の農業の構造がまさに集約されて出てく

ると言えると思います。次は農業集落調査です。これは農林業センサスの一環で，１０年おき

に行なわれます。農林業センサスが１つの農家を単位としているのに対し，これは農業集落

を単位としています。現在農業集落は14万程度ありますが，それについての社会的・経済的

立地条件，農業集落の慣行，運営，意志決定の方法等が把握されています。センサスとセン

サスの間は４年ありますが，その間は農業調査でつなぐとこいうことになります。調査項目

はほぼセンサスに準じていますが，これは悉皆調査ではなくサンプリング調査で，これで農

業の構造の動向をおさえていきます。農家就業動向調査は農業労働力の異動，例えば農業か

ら他産業へ，他産業から農業へということで，人口異動，職業異動，出稼ぎ異動や現在，１

万を割りましたが農業に就業する新規学卒者の動向等について毎年面接調査を実施していま

す。林業事業体調査はセンサスで，１０年おきに林野面積，林業従事-世帯員数，労働や販売を

おさえています。農林地域調査はその一環で，土地面積，林野利用，国有林，民有林，民有
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林樹種別樹齢別面積をおさえています。次は漁業センサスですがこれも農林業センサスと|司

じで５年おきに実施しています。これは漁業経営体（漁家，企業体と漁業従事者世帯を対象

にして都道府県を通じた悉皆調査で，項目としては，漁業従事者，漁業従事日数，販売金額，

養殖の規模，世帯の状況などをおさえています。漁業地区調査は農業集落調査に準ずるもの

で，漁業地区の漁場環境，生活環境，関連施設等を調査しています。内水面漁業調査は内水

面の従事者，漁業従事者等をおさえるものです。以下が構造調査です。

次は第２の農業の経済活動を明らかにする調査ですが，その主なものが農家経済調査です。

これは全国の農家に日々の経済活動，消費活動を記入してもらうという大変な調査です。近

藤先生が言われているように，多目的ダム調査であり，ここには農家の経済活動が全て集約

されているということです。項目は農業所得，農外所得，農外収支，経営費，家計費ロ預貯

金，農家経済余剰，投資状況等です。その他大規模農家については経営調査を行ない，経営

実態を把握しています。農畜産物生産費調査は米，麦，野菜等ほとんどの品目に及んでいま

す。毎年生産要素の投入量，労働力の投入等を記帳していただき，１０a当たりの第１次生産

費，第２次生産費，労働時間，収益性，家族労働報酬を出しています。農村物価賃金統計調

査は農産物の販売価格，生産資材の購入価格，生活資材の購入価格を調査して，これを指数

にまとめて農村物価指数として出しています。麦価などを決めるパリティ指数もこの原数字

を基に編成したものです。農産物については現在調査品目としておよそ103品目を採用して

いますが，これは農産物の販売のほぼ95％を占める品目を対象としています。そして農業生

産資材，農家生活資材については農家経済調査の１／10000の支出があった品目について調

査しています。それで農業生産資材は150数品目，生活資材は270品目ぐらい調査している

と思います。これを基に農村物価指数等を作成しています。林家経済調査は林業の経営部門

等を調査しています。農家林家については農家経済調査の組み替えで出しています。漁家経

済調査も漁家を対象として農家経済調査に準じて行なっています。企業体の調査は経営成績

を基に行ないます。

第３の資源利用と生産の実態を明らかにする調査には面積調査があります。それは耕地面

積調査で〆実測，巡回調査です。項目としては種類別耕地面積，拡張面積，かい廃面積等が

あります。作付面積調査としては水稲，麦について毎年実測調査を実施しています。作況調

査としては水稲ですが，これは作柄の概況の段階，予想の段階ということで○月×曰調査と

いう形で何度か実施し，生育状況，予想収獲量等を出すという，予想から実収までの調査を

しています。以下麦，豆，いも，飼料作物，工芸作物も米程細かく調査していませんが，

ほぼそれに準じた形で予想調査，実収高調査を実施しています。畜産基本調査は毎年，畜種

別飼養戸数，頭羽数を農家面接によって調べるサンプリング調査です。養蚕収繭量統計調査
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は実測,面接,郵送による標本調査です｡これは蚕期別に春蚕/初秋蚕，晩秋蚕ごとに予定

掃立卵量，予想収繭量，収繭騒という形で調査しています。被害応危調査とありますが，こ

れは被害の発生のつ実施しています。特に最近は冷害続きでして，今年もかなり心配されて

います。そのような中では，この調査の位置づけが非常に重要になるわけです。林業属地調

査は毎年表式調査として,経営形態の造林面積，伐採面積を調査しています。海面漁業生産

量調査は漁労体数，漁獲量，養殖の収獲量を調査しています。内水面漁業生産量調査は湖，

川について漁獲量,養殖の収穫量ということで，この２つの調査が水産物の生産量調査にな

ります。

第４は生産から消費にいたる実態の調査ということですが，その１つが青果物生産出荷統

計調査です。これは野菜，果樹等の青果物についてⅢ生産から流通まで体系立てて調査して

います。野菜，果樹の調査はサンプリング調査ではなく，主産地主義の調査で出荷園のほぼ

８割をカバーする都道府県について調査します。何故かと言いますと，８割をカバーします

と，その産地はプライス・リーダーの役割を担うようになり，そのあたりで価格が決定され

るということもありますし，また，他の非主産県の調査は労力が非常にかかるということも

あるからです。したがって野菜，果樹については主産県の調査ということになります。因み

に野菜の調査を体系立てて申しますと，まず何年かに１回は野菜農家の意識調査がありまし

て，これで将来長期的に野菜経営がどうなるかを調査します。品目別には毎年作付前に作付

面積を増やすかどうか－産地動向調査と私どもは呼んでいますが－という作付予定面積

調査を実施します。野菜は品目別のほか季節毎に分かれていますから，春，夏，秋，冬毎に

この調査を行ないます。それが終わり，農家で作付が終わりましたら,収穫時期の２～４ケ

月前に予想収獲量，出荷予想量，出荷先を調査します。それから出荷が始まりますと，出荷

の翌月にどれだけ出荷するかを調査します。以上のように産地の産向の調査と予illlIの調査と

出荷の開始された段階での予想の調査という３つのステージで調査しています。果樹は永年

性作物ですから，作付意向を毎年調査してもあまり意味がないので行ないませんが，とにか

く青果物についてはかなりきめ細かな調査をしているということです。それから，出荷され

た青果物が市場に出されますが，そこの段階では毎日市場において入荷量と価格をつかんで

います。それを旬別，月，年別にまとめています。これが青果物卸売市場調査です。これは

市場の大きさ一人口100万以上をＩ類都市，人口20万以上を２類都市，人口５万以上を３類

都市一により若干精粗はありますが，小さいところでも年１回は悉皆調査を行ないますので，

青果物の流通量はほぼおさえていると思います。青果物価格調査は卸売，仲卸，小売価格が

各々どのようにリンケージして動くかを調査するものです。したがって同じ産地，同じ銘柄

を決めまして，各ステージとの価格を調査しています。畜産物も青果物の市場体系にほぼな
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らっています。食肉流通統計調査は，出荷調査の前に，前述しました畜産基本調査の後に飼

育動向の調査があり，ある程度生産量が予測できるようになっていまして，その後の調査で

す。それは主要な卸売市場における価格数量をおさえています。そして畜産の場合はと畜場

を全て経由しますからそこで全体の頭数をおさえています，鶏卵流通統計調査の場合は主要

な市場で調査しています。食鳥流通統計調査は食鳥処理場がありますのでその段階と，卸売

事業所でほぼおさえていることになります。次は木材関係ですが，木材製品動態調査と木材

価格調査がありますが，木材の製材工場や流通業者を対象に，製材用の素材入荷量や，消費

量，在荷量，合板製造量，また素材･価格や木材製品価格などを調査しています。次に水産物

になると，ご承知のように，まず産地市場がありまして，そこで水揚げされ，それから消費

地市場に出るということです。したがって，まず産地の水揚げ市場を調査し,更に消費地市

場の卸売市場を毎日調査することになります。魚の場合は，冷凍品になるものは冷蔵庫調査，

加工品になるものは加工場調査という形であらゆる分野を包括した調査になっています。

次に生鮮食料品流通情報サービスについて説明いたします。これは流通統計調査でとらえ

た情報を速やかに伝達し，需給の均衡’価格の安定に寄与するという目的で行なっています。

41頁を参照して下さい。これは産地，市場における情報を収集し，これを生産者，流通関係

者，消費者に伝え，価格の均衡をはかろうという調査です。現在の対象市場としては青果物

77市場}畜産物23市場を対象にしまして、そこに農林水産省直属の職員を配置してそこで`情

報を収集しています。産地では出張所が全国に配置してありますから，そこで'情報を収集，

伝達しています。`情報の種類は後で述べますが，市場の情報として１つは青果物市場別市況

情報一要するにこれは神田市場の市況など－で，これは市場の入荷量Ⅲ気配価格のI情報です。

これを収集して即お返しするということです。青果物品目別市況は例えば，みかんの対象市

場は77ありますが，北海道から鹿児島までのみかんの市場の市況がどうなっているかを組み

替えたものです。畜産物は豚と牛については，市況の概報の第１報を出し，翌日に確定報を

出すということになっています。最近食肉は生体輸送から屠体輸送さらに部分肉と流通形態

が変化しています。川崎に部分肉市場が出来ましたので部分肉市場の｣情報も得られます。屠

畜情報は各屠畜場の屠殺頭数をおさえた情報です。これはほぼ10o彩屠畜場でおさえられま

す。食鳥，鶏卵についても主要な都市でそのような市況を行なっています。産地J情報として

は，青果物では前述しました野菜の生産出荷予想`情報一出荷する２～４ケ月前の生産・出荷

予想情報，出荷が始まりましたら，その翌月どれだけ出荷されるかという`情報です。果樹に

ついては，収獲が始まる２～４ケ月前に予想収獲量と出荷予想量，そしてその仕向先までお

さえています。畜産情報としては，将来の豚の生産高を決める子豚取引'情報，子牛取引情報，

豚の飼養動向情報，これは月齢別でおさえてゆけば，豚が何ケ月ぐらいで出荷されるかが大
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体わかります。にわとりひなふ化羽数情報，これから食鳥は３ケ月ぐらいで出荷されます。

そして食鳥出荷情報があります。そして鶏卵の出荷予想が出てきます。したがって前述しま

した調査の一環としてこの'情報を伝達するということです。更に'111:情報としては，どの県

からどの県に青果物が流れているかを見た青果物交流情報，畜産物ではl]々の情報を旬間に

まとめた旬間情報があります。その他の'情報としては〆青果物の市〃,l予想情報，１０日ごとに

まとめた旬別の取扱ｌｉ二tの情報である青果物卸売総括情報，枝肉取引情報，伝染病が発生した

場合の情報である家畜衛生情報，天気｣情報（各市場），大蔵省の関税統計をill工したもので

ある輸入情報，生産，流通に変化があった場合の情報である流通応急情報があります。昭和

57.58年の伝達対象数はほぼ同じで63,000所となっています。報道機関もこれを掲載してい

ます。最も利用していますのが日本農業新聞で，以前は週３回程度の発行だったのですが，

私どものこの情報を取り入れることによって日刊に切り換えて，かなりのスペースをさいて

います。それは農協関係の機関紙ではありますが……… Ｏ

広報・普及活動について，私どもの刊行物がどのように出されているかを述べます。全て

の調査について．調査結果がまとまり次第情報や速報としてlllします。それを報告書にま

とめて，その後刊行するということになります。その他に私どもの統計をまとめた総合的な

統計書一例えばポケット農林水産統計，農林水産省統計表，農林水産統計月報，海外に提供

するために作成しているＡＢＳＴＲＡＣＴ－があります。それから現地情報でありますが，

これは前述しましたような言語で集めた情報を月２回農林漁業現地情報として出しています。

ＮＨＫの「明るい農村」もこれを取材源にしているようです。朝日新聞も現在定期的にこれ

を使って，掲載しているようです。オンラインによる`情報サービスというのは先程説明した

流通情報です。それから，今までは活字主体の情報提供だったのですが，磁気テープ等新媒

体による統計情報の提供を最近始めました。これを直接皆さんの電算機に入力するという道

も開けてきたということです。

さいごに，農林業センサスのところで言い落としましたので1つ付け加えさせていただき

ます。農業センサスは10年毎には集落調査を行ないますが，その間の５年ごとには例えば

1975年には農村環境総合調査を行ないます。それで1985年農業センサスは農業生産の組織化

調査一生産組織に関する悉皆調査一を行ないます。それは兼業が深化し農業自体が農家で完

結しなくなってきたということです。したがってそういう生産糾織と農業との依存関係，要

するに地域における生産組織の役割を明らかにしていこうということです。農林水産省とし

ては，中核農家に農地を集積するというのも１つの政策です，生産組織というのは各地域に

様々な形態がありますので難かしい調査ですが，その為にまず母集団整備_要するに市町村

ごとにどんなところがあるかを把握する－を行ない，県の組織では無理ですので私どもの組
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綴で来年地域農業の組織化調査を行なおうとセンサス研究会等を開いて議論しています。構

造調査の所で述べなければいけなかったのですが，付け加えさせていただきました。
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＜討論＞

喜多：センサス研究会はどのようなメンバーで行なっているのですか。

鎌倉：私も出席したこともありましたが，児島さんが座長で，東大の今村先生，東大。荏開

津さん，中央大学の豊田さん，総研にいて千葉大学にいかれた磯辺さん，総研の田端さん，

農研センターにいて日本大学にいかれた高橋正郎さん，実施機関としては東京都の統計課

長というメンバーだと思います。

喜多：それは終ったのですか。

鎌倉：センサスについては終わりました。前に述べました地域農業組織化調査について今年

行なうということです。

喜多：お金についての話はあまりなされなかったのですが……… Ｃ

鎌倉：森先生とも今お話したのですが，統計情報の予算ですが，人件費の扱いは出ていませ

ん。純粋な調査だけ述べますと，昭和59年度は昭和60年２月のセンサスを含んでいますの

で平年ベースではありませんが，センサスは今年の実査分で59億円です。さらに集計分が

残りますから，喜多先生もご存知だと思いますがかなりの額になりますね。今回は実査に

ついても，調査員の稼動率を上げるとか様々な合理化を強いられています。センスを除外

しますと,その他の調査費が60億円ありまして，農林漁業関係の予算としては124億円ぐ

らいです。主なものを述べますと，農業センサス59億円，漁業センサス５億5,000万円

（これはほぼ終わり若干集計が残っている程度です），流通情報サービス16億円（大体通

信費です），あとは作物調査関係６億円，農家経済調査関係８億円，農林統計調査５億

5,000万円，園芸統計調査７億5,000万円，水産統計調査４億円’その他統計審議会関係

や統計の管理，運営費，人件費が残っています。先程機構のところで述べましたように，

北海道は統計情報部の直轄ですか，その分の人件費は私どもに含まれていますが，他の人

件費は地方農政局，本省に入っているのでちょっと分かりません。ですから調査費だけで

見ますと，平常ベースとしては60億円ぐらい，センサス開係では漁業センサスを含むと６５

億ぐらいということです。

森：定員の8,000人分を入れると，それが400億円ぐらいですか。

鎌倉：１人500万円ぐらいはいくでしょうかね。

森：それでは，今日お話ししていただいた１１頂に質問を出していただきたいと思います。最初

は予算まで含めた組織について，次に調査体系，そして流通情報サービスについてという

順で進めたいと思います。それでは組織についてご質問ありましたらお願い致します。

山田：行政から独立したといわれましたが，農林水産省の組織であることには間違いありま
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せんから，その意味は具体的にはどういうことなのでしょうか。

鎌倉：行政から数字について干渉されることなく，私どもが責任を持って調査を設計し発表

していくということです。ですから行政に阿いて都合の良い数字を出すということは無い

ということです。但し調査を設計する場合にも,全体の要望がありますから，それはヒア

リングしていますが，主体Wtはこちらにあります。

山田：昔は必ずしもそうではなかったということですか。

鎌倉：私どもの統計組織ができる前史というのは，例えば戦争中の供出，配給を考えれば，

農家は当然過少申告します。そして市町村も過少申告します。そういう行政と一体になっ

ていたということで収集自体としても歪められた数字しか出てこないということです。そ

れから利害関係がからむものでは，例えば最近では被害の調査があります。これは県，市

町村など様々な関係から数字が出ます。最終的には私どもの調査が使われますが，という

ことで利害からも独立しているということです。

森：40頁に統計情報業務割合の推移の一覧表がありますが、これは何をベースに％が出して

あるのですか。

鎌倉：これは職員の調査従事者比率から算定しています。

森：時間をベースにしているのですか。

鎌倉：調査の役人人数の比率と考えて下さい。組織の説明でわすれていましたが，私どもの

組織は本省で422人（今年１人減って421人です）で，その中に図書館，電算室，庶務な

どがありますが，あと8,400人程度が地方の事務所と出張所におります。出張所では調査

の実査を担当し，事務所は農家に対する謝金の支払いなど庶務部門もあり，事務所にいて，

庶務を行なったり，凋査の指導，とりまとめ，審査を行なっています。

森：出張所の職員が高齢化していることを，あちこちで聞くのですが，大体の平均年齢は何

才ですか。

鎌倉：－時は殆ど採用しなかったのでかっては非常に高齢化していたのですが，最近新しい

人が入ってきているので年齢構成がいびつになりました。高齢化も悩みですが，裏を返せ

ばベテランです。ですからその方たちは，農家の圃場を回れば生育状況などがわかります。

ところが今の若い人たちは,農業高校卒業者はなかなか公務員試験がパスできないので，

普通高校卒業者，しかも非農家で農業の経験があまりない者が入ってきます。ですから年

齢構成が若くなるのも問題があるのです。昭和58年の年齢構成を見ますと，５０才代以上が

多く，次いで30才以下のllIiiで，３０～39才が少ないということで30代が少なくいびつになっ

ています。

森：細かな調査票が読みにくいとか……（笑）。出張所の職員は専業なのでしょうか。
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鎌倉：専業です。国の職員です。

森：役場などにいるのでしょうか。

鎌倉：私どもの出張所がありまして，そこに大体15人程いまして，全て国家公務員です。立

派な建物ですよ。

田路：9,000人弱の人員で随分膨大だ.と思うのですが，アメリカなぼではどの程度の人員で，

どの程度の統計を出しているか，おわかりでしょうか。

鎌倉：アメリカは喜多先生が行ってこられたのでおわかりだ．と思うのですが汁正確にはどれ

位の員数がいるかわかりません。アメリカの場合は，作物統計事務所，流通'情報サービ

スなどアメリカをモデルにしていますが，外国は郵送調査が多いみたいですから，意外

と人員は少ないようです。

田路：アメリカの方が流通制度が簡易化されているという面もあるのではないでしょうか。

鎌倉：もう一つは，喜多先生の本を読ませていただきましたが，調査自体は日本の方が徴密

なのではないでしょうか｡

喜多：アメリカの作物報告組織は機構的には出張所がありません。ですから州どまりで，そ

の下の機構はありません。州の事務所には正規の職員が平均して30人ぐらいいますが，日

本の県はとれどころではないですよね。

鎌倉：全体で8,000人いますから，それを50で割れば良いのですが，大体100数十人は最低

いまいますね。ですから１出張所15人，事務所に50～60人はいると思います。それからア

メリカでは，調査自体，例えば農家経済調査でも日本ほど細かい記帳を農家に頼むことは

ないのではないかと思います。アメリカに行ってきた人が持ってきた生産費調査について

のものを読んでみましたら，毎年調査はしないで，原単位をある程度おさえてあとは物価

スライドで出すということだったと思います。いろいろな人の話を聞きますと，日本は農

家から過少申告が出るが，むこうはクリスチャンですから嘘の申告はできないし，正確に

申告した者が発言する権利があるということで郵送調査でも正確に出てくるとのことでし

た。どうなのでしょうか。

喜多：調査農家にたいする謝金は出していませんね。

鎌倉：むこうの調査票には，これを出さなければ罰せられるとか，罰金がどれだけか等が書

てあります。日本ですと，この資料は課税に使いません等と平身低頭でやっていますから

ね。

田路：農家を調査対象にすると，アメリカは規模が大きいですから，対象数は少ないかもし

れませんね。

鎌倉：この間ネパールの人と話をしていたら統計に従事している入が1,000何人とかで，農
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業だけでなのかはわかりませんでしたが，更にネパールは県の機構はなくてゾーンになっ

ていて，そこの人を入れれば1,600人ぐらいいるとのことでした。日本の1／１０の規模で

すからかなり統計従事職員が多いのだ・なと感じたのですが。

山田：職員以外の方を調査員に頼むということはあまりないのですか。

鎌倉：それはあります。農業センサスの場合ははっきり県の段階で調査員を頼みます。これ

は別として，各凋査補助員，調査員がいます。例えば，流通調査は調査対象に補助員を置

き，資料整理をおねがいしています。農業就業動向調査や木材調査等の調査では調査員を

使って行なっています。しかし私どもの調査は職員が主体の調査です。予算の中身を見ま

しても，対象に対する謝金と調査員に対する調査員手当というのが多いのです。

森：出張所の職員の方には給料が出ているので，調査ができたら特別な手当が出るというこ

とはないのですか。

鎌倉：それは全くありません。

森：非常勤職員のようなものとは全く異なるのですね。

鎌倉：そうです。完全に職員です。但し兼業農家の職員もいるようです。

森：第２種兼業ですね。

鎌倉：多分そうでしょう。

田路：各省の統計関係の人員は農業関係に比べて少ないですね。

鎌倉：少ないですね。１番大きいのが総務庁統計局ですね｡但しあそこも集計部門が，今度

統計センターとして切り離されます。本省に400人いるというのは通産省でも労働省でも

あまり変わりませんが，地方組織をもっているのは私どもだけです。

田路：他の各省では民間の調査員に依存しているところを，かなり出張所の職員でカバーし

るということですか。

鎌倉：他の各省は，民間もありますが，殆ど県，市町村の統計課と調査員を使っていると思

います。私どもは全て事務所，出張所という直轄組織を使います。

北川：農業センサスの調査員の数はどのくらいでしょうか。

鎌倉：ちょっとわかりませんので，農業センサスの報告の時にお答えするよう伝えておきま

す。

北川：農業センサスの調査員の数は多いのですが。

鎌倉：多いですね、５９億円のほとんどが調査員手当ですね。

森：それでは調査体系の話に移りたいと思います。

北川：細かいことですが，３３頁の農家経済調査の主な統計項目に，農家１戸当り平均農業収

入等とあります。このように全てをひっくるめて１戸当り平均を出して，どれ程役に立つ
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のだろうかと思うのですが。

鎌倉：ご指摘のとおりです。

北川：そう言われると困るのですが，直される予定はないのですか。

鎌倉：それはあくまで平均は平均として時系列をおさえるということです。他には農家の経

営形態別に見た農家経済調査がありますが，これは専兼別，経営タイプ別，労働力就業状

態別にそれを組み替えた統計です。

北川：ということは，何本かを出して並べて見ないといけないということですね。１つ見れ

れば農家とはどういうものかｶｺﾞわかると有難いのですが。

鎌倉：先生がご指摘のように，農外所得が８割，農業所得が２割弱ですから，そういう意味

では平均の意味はありませんが，専業農家になりますと農業依存度は高いですからね。

北川：第２種兼業を除いた平均，例えば耕地面積が何町歩以上で区切るなどして出すという

ことはないでしょうか。

鎌倉：私どもはデータを使い易いように組み替えて提供するのが役割です。ですから例えば

専兼別，経営耕地面積規模別，経営組織別（組織別というのは米ならば米の単作経営か複

合経営かということです），労働力の就業状態別（例えば男子の農業専従者のいる農家の

状態はどういうものです）の統計は出しています。

北川：私が農林統計を見るときは，ポケット農林水産統計で見ていますが,それには少しし

か入っていません。

喜多：北川さんがおっしゃっているのは，本当の農家らしいところだけを平均した統計はな

いのかということですね。

北川：そうです｡全国平均すればどれだけで，しかし農家らしい農家を平均するとどれだけ

というのが出ていると便利だということです。

鎌倉：それはうちの組織としてはしておりません。全ての利用に対応できるように組替え集

計してデータを提供している訳です。

喜多：統計の組織でそれをやった方が良いという話もあったのですが，それをやると農林水

産省が下を切り捨てることになってしまうので，専業，兼業，経営耕地面積等で分けて出

しておいて，後は利用者にまかせるということになったのです。

田路：北川さんの言われるのはどちらかと言えば農業だ､と思います、ところが農家と言った

場合に，その中の専業農家は10数万戸ですが生産高のかなりの部分を占めてしまいます。

難かしいと思いますが，農業を示すものが要求されるのではないでしょうか。

鎌倉：専業農家にも様々ありまして，例えばリタイアして農家になっているお爺さん，おば

あさんの農家もあります。これは逆に弱くて，第１穂兼業農家の方が強いかもしれません。
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というのは娘さんが農協に勤めていて第１種兼業であるとか，もっとひどくなれば兼業所

得が良いので第２種兼業になってしまうことがあるからです｡それだけ農業の所得は低い

のですね。要するに農産物価格が低迷していますからｄ農家経済調査では昭和55年の冷害

から北111先生がおっしゃったように，農家１戸当たりの所得が100万円を切ってしまって

上がっていませんね。

北川：また細かいことですが，生産費調査の統計項目「10a及び単位当たり稲苗費………

１０a当たり労働時間………」とありますが，単位当たりとは1ｋｇ当たり等という意味です

か。

鎌倉：例えば米の場合は，lOa当たりと１俵＝60kg当たり，牛乳の場合は１頭当たりと何ｋｇ

当たり（乳脂肪3.2％に換算）を出しています。

北川：今の文章の２行目に「10a当たり」だけで「単位当たり」が入っていないのはどうい

うわけですか。

鎌倉：これはいずれにしてもあります。表示していなくても計算できますしね。

北川：生産費調査ではあまり聞いたとのがありませんが，一番考えられるのは，単位数量当

たりでいくらの生産費かということですが,これが10a当たりの生産費として出てきます

から………。

鎌倉：それは面械単位と霞要単位の両者が全てあります．

北川：私は知らないのですが，生産費所得補償方式の一番肝心なことは何でしょうか。

鎌倉：労働賃金の評価を都市勤労者と均等にするということです。

北川：それは生産費方式と所得補償方式が２つ別なものなのか，それとも合わせて１本なの

か，そして合わせて１本ならば，どこで組み合っているのかよくわかわないのですが。

喜多：生産費所得補償方式で1つの言葉なのです。物財費は生産費からとり，労賃のところ

は都市の製造業の勤労者の賃金で評価がえするわけです。

北川：労賃部分は生産費に入っていないのですか。

喜多：それを入れて生産費になるのです。

鎌倉：この労働評価の問題は統計審議会で問題になりました。昔は農業の臨時雇い労賃をと

ていましたが，就業機会がほとんどなくなってしまったことから，現在は農村雇用労賃と

いうことで農家の万が建設業，サービス業等に兼業に働きに行きます事業所の賃金単価で

評価しています。

現在，労働市場圏を設定し，そこで６業種ぐらいを選んで賃金を調査します。その賃金

を生産費の労働時間に掛けて出します。但し米価が決まる場合はこれではありません。米

価は私どもの統計の３年平均を使いますが，それをもっていって，更に食糧庁が工業の労
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賃（例えば人数は忘れましたが，何人以上の産業の平均労賃）を使います。

田路：その場合の労働生産性は全農家の労働生産性ですか。要するに何か作るに当たり時

間がどれだ､け投入されているかは，規模その他によってかなり違いがあると思いますが，

それは全農家の平均なのですか。

鎌倉：一応そうです｡私どもが出しているのは平均生産費です。しかしいずれにしましても

組み替えれば限界生産費も出ます。

北川：以前バルクラインと言っていましたが，あれはどうなのでしょうか。

鎌倉：バルクラインは食糧庁がどの規模まで米価を保証するかということで，例えば収穫量

であれば８割までとすれば，低い方から８割とるということになります。

北川：そうしますと，生産費所得補償方式の場合の生産費はそのような考えではなく，全国

の平均だ．ということですか。

鎌倉：生産費調査は全国の平均です。

北川：今までパリティ指数は計算し，発表しているのですか。

鎌倉：そうです。パリティ指数は，この中の農業生産資材と生活資材の価格と労賃（私ども

は別に労賃調査を行なっています）という品目です。というのはパリティ指数は農産物と

農家の購入資材を均衡させるという農家の支払能力指数のようなものです。

北川：それは出していますか｡

鎌倉：出しています。実はそれで麦，大豆，菜種等の価格が決まります。

北川：そうすると交易条件と同じような形で出しているのですか。

鎌倉：そうではありません．あれは昭和25年，２６年を100とした指数でⅢ現在504です。対

前年比で毎月出ています。

田路：ウェイトは５年毎に変わるのですか。

鎌倉：そうです。農村物価指数も５年毎に変わります。但しパリティ指数は，例えば昭和２５

年，２６年が１００であることには変わりがなく，ウェイトだけが５年毎に変わっています。

田路：品目別の指数を直接総合したものではないということですね。

鎌倉：そうですが，物価指数は５年ごとに基準年次は変えるが，パリティ指数の基準年次

は25-26年です。

山田：調査の集計等が随分機械化されていると思いますが，それによってどの程度作業が早

くなったかなどわかりますか。

鎌倉：私の感じとしては，農林水産省は集計の機械化がそれほど進んでいるとは考えていま

せん。たしかに中央段階で殆んど機械化されていますが，実は地方農政局にようやくＰＴ

Ｉという超小型電算機が入った段階です。それを事務所，出張所までもっていこうという
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構想はありますが，しかし本来，実査部分は機械化になじまないので，どういうものが使

えるかを今後検討していきます。流通情報サービス以外はオンラインはありませんので，

末端までは機械化が進んでいません。それで実査段階はほとんど手で集計しまして，その

個票が本省にあがってきて，そこでパンチして入力しています。ただ１つ地方分査方式と

言いまして，現在行なっているものに農家経済調査があります。これはかなりの調査で，

毎日「日計簿」に農家の収支を記入してもらっています。これを地方出張所が集め，更に

それを事務所が集めて，地方の計算センターにパンチをお願いして，その磁気テープを本

省に郵送してもらっています。ですから事務所段階の電算化は，マイコン程度は若干あり

ますが，あまり進んでいないと思います。ただ私が電算機でやってみて非常に便利だと思

うのは，農家経済調査などはデータが全て入っていますので，少しプログラムを組めだ必

要な情報が全て出てくる点です。ｌ～２時間あれば結果が出てきます。ですから多重分類

などは非常に便利です。

森：調査票の審査にはまだ使っていないのですか。

鎌倉：例えば農家経済調査では個票の審査には使っていますが，その農家と゛との個票を作る

までは手集計なので，それをパンチして入力しなければなりません。ですから非常に非効

率になります。それで今後は個票段階から入力して生かしていかなければならないという

ことで，そのシステム化が検討課題だと思います。

森：統計局は家計凋査のものをそのままディスケットに入れていますがそれから審査する

のでしょうか。

鎌倉：家計調査の場合は中央集査で，全て調査票をあげてきてそれで審査します。私どもは

出張所段階で全部チェックし，事務所でチェックしてあがってきます。それでも種々あっ

て本省でも審査します。むこうは中央にあがってきたものを中央から県庁を通し，指導員

を通し，市町村から調査員を通して照会するので大変だろうと思います。

森：もう一度照会を行なっているかはわからないのですね。

鎌倉：私どもは細かくやっています。

森：先程，物価指数の話がありましたが，あれは農家経済調査から出るものでしたね。それ

対して消費者物価指数は勤労者ということで農家ではありませんね。この両者の線引きの

基準はどうなっているのでしょうか。

鎌倉：農家経済調査と家計調査は農林漁家が農林水産省でそれ以外は総務庁ですが，その基

準は経営耕地面積が10a以上，面積がそれ以下の場合でも農産物の年間販売収入が10万以

上のところです。農林業センサスは，その他に西日本の場合は５ａ以上とありまして，少

し違います。
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山田：北海道も違いますね。

鎌倉：北海道は規模は30a以上です。昭和37年の統計審議会の86号答申で線引きがはっきり

しています。これは農家経済調査ですからそれの家計面と総務庁の家計調査で見ていけま

す。森先生が指摘されました物価指数の作成ですが，ウェイトは農家経済調査で，月々の

物価指数は32頁にある農村物価賃金統計調査で作ります。ウェイトは５年毎に変えますが，

私どもはウェイトは農家経済調査です。総理府のCPIは家計調査で作ります。

北｣１１：パリティ指数の家計とCPIの家計とは同じようなものと考えて良いのでしょうか。

鎌倉：私どもの農村物価指数には農産物の販売価格の系列，生産資材の購入価格の系列，生

活資材の購入価格の系列の指数という３つの範％があります。それでCPIと対応するの

は生活資材の指数だと思います。更に正確に述べますと，農村消費者物価指数というもの

作っていますが，その理由は農家の場合は自給部分があるからです。それを含めたものが

農村消費者物価指数ですから，それが対応すると思います。森先生が指摘された調査対象

については，CPIの場合は物価統計調査があります，これは総務庁が実施します。私ど

もは原則として人口５万以下の町村で調査しています｡ところが総務庁が５万以下も行な

う調査もやっていますから若干入り組んでいます。

田路：総務庁のCPIはかつて都市居住者だったのですが，現在は農村部における非農家を

含める様に改められています。問題があると思いますのは，今言われたように価格調査は

どのような差があるのか，そして兼業農家が全て農家に入っていますので，それを除いた

農村部の非農家にどれだけのウェイトがあるのかということです。

鎌倉：はっきり違うのは，1つにはウェイトは消費構造ですので，農村物価調査の場合は兼

業農家を含んだ農家の構造パターンを反映した物価指数ができりむこうは農家を除いた消

費構造のウェイトを持った物価指数ができるということです。価格調査は原則として５万

でなっているが入り組んでいるという理解でお願いしたいと思います。

北川：平年作はどのように計算していますか。

鎌倉：作物統計課の者が来た時に詳しく答えるように伝えておきます。私はよくわかりませ

んが，いろいろな方法があるようで，今の手法は回帰式を使って出していると思います。

北川：いろいろあるというのは，同じ米でもいろいろな方法があるということなのですか，

米と麦で違う方法があるということなのですか。

鎌倉：米は米で統一しています。ただ，それが開びゃ〈以来同じ方法かどうかということを

言っているのです。私が間違った情報を流すといけないので，作物統計課の者が来た時に111］

て下さい。どれが一番フィットするかで決めているようです。

北川：回帰式といいますと，１０年ぐらいとってそれで出しているのですか。
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鎌倉：そんな短い期間ではないと思います。ルートの回帰式で出しているのはわかる気がし

ますね。伸びが鈍化してくるので，それをとっていくのかなという感じがします．

北川：平年作，平年面積当り単位収量は合理的な計算方法であると信用していて良いのです

か。

鎌倉：そうです。例えば，今は冷害だから高くしようとか，低くしようという意識は統計と

しては全くありません。それを信用してもらいたいですね。

喜多：４０頁の業務割合の推移表を見ますと，農作物統計は昭和23年の99微から昭55年は18綴

になっています。そうするとそれだけ労働時間をかけなくなったということですね。しか

も人員が19,626人から8,885人に減っていますから，作物統計は大変な省力化を行なって

いるのだと思いますが，そのために精度はおおめに見ているということですか。

鎌倉：米の場合は昔から精度が高いはずですが。

喜多：今も昔と同じとみていいということですか。

鎌倉：ただ実測標本の数がかなり少なくなったということですね。

喜多：ですからそのことによって精度がおちるということはないのですか。

鎌倉：４年連続の冷害がありまして，米の問題は今非常にシビアです。そういうことで全国

会議を開きまして，そういうことがないようにということで行なっています。電算機の機

能が発達したことは確かですが！そして野菜，果実が園芸統計に移ったこともありますね。

標本数が少なくなったのも事実ですが過去の蓄積もあります。

北川：耕地面積，林野の面積その他をたせば地理学的に調べた全国の面積と一致するはずで

すね。

鎌倉：国土庁が航空写真でとったものとはどうなっていますかね。

北川：最近は一致するようにしているのかどうかがお聞きしたいのですが。どの鳴度修正し

た数字が一般的に発表されているかが知りたいのですが。

鎌倉：例えばセンサスの場合は過小申告等が出てきますが，私どもの場合は実測値ですから，

そのような修正はなくそのまま出ると思います。ですからセンサスと面積調査との数字は

一致しませんね。それは縄伸び率などで説明するわけです。

北川：面積といいますと林野が大きいわけですが，林野統計は修正されたものなのかどうな

のでしょうか。

鎌倉：それも面積の担当の方にお聞きしていただきたいのですが，喜多先生も言われたよう

に，面積も昔は全て測量していましたが，今は昔ほど荏密な調査をしなくなったことも確

かです。

北川：全部ひとわたり終ったからということですか。
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鎌倉：人間が少なくなったことが一番大きいですね。そして今の職員ならばある程度経験で

標本の減少を補うことができるかもしれませんが，将来は問題になるかもしれませんね。

田路：縄伸びの問題が今出ましたが，登記は問題外ということですね。

鎌倉：そうです。

喜多：作物統計で､i積の実測を現在も行なっているのですか。

鎌倉：やっています。昔は全面的でしたが，今は情報収集，見回りとかで－部省力化はして

いますね。

喜多：それで用が足りるようにはなっているのですか。

鎌倉：ですから，例えば母集団整lMiをするには土地台帳を全て調べたり，農協からのIllIきと

りなど実測から面接調査に移行してきています。

喜多：傍証的な資料が増えてきていますね。

鎌倉：我々としてもその危機感はありまして，例えば坪刈りで実測値を出しておりますし，

もっと広範には生育段階のもみを数えたりしたらどうかという実験を行なっています。

田路：坪刈りは今も行なっていますね。

鎌倉：そうです。坪刈りをやって，出張所には乾燥器がありまして，それで粒も数えられま

すのでその乾燥器にかけます。ただ調査はなかなか機械化できませんね。これから考えな

ければならないのは郵送調査でしょうね。郵送調査は本当に信頼できるものができるだろ

うかという感じがあります。

喜多：前述の話からしますと，､供出などは昔ほど神経質にならなくなっていますから，昔と

同じように全てやらなくても良い部分があるということでしょうね。

鎌倉：現在はベテランの職員がいますから，見ただけでわかるというのはあります。しかし

今難しくなったのは，田が構造改善でより広くなったそうで，田の中に入らないと中の状

態が専門家でもわからない場合があるそうです。

森：統計作成に際して，ＦＡＯから統一基準や作成すべき統計などについての勧告等がある

かどうか。そしてもう一つは対東南アジアで，日本は農業統計が進んでいるので助言を求

めてくるとか，あるいは積極的にアドバイスを与えることがあるのでしょうか。

鎌倉：ＦＡＯの場合は，統計を求めることはありますが，勧告はないと思います。ただ､産業

分類などの場合はきてます。しかしも勧告があっても，我が方は網羅していると思います。

東南アジアの場合は毎年３ケ月ぐらい定期的にこちらに呼んでセミナーを行なっています。

これには18名ぐらい参加しますが，最近は交流が多くなり，先日もネパールから来ていま

して私もレクチュア_しました。

森：どういうことに関心を持っていますか。
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鎌倉：やはり収穫量の調査ですね。ですから農家経済調査などに相当関心はあるのですが，

実際には行なえないそうです。私どもですとプライバシー問題，第２種兼業が多くなり昼

間居ないという１１１１題があり苦労していますが，彼らの場合は教育水準が低いためだと思い

ますが調査票を提出できないという問題があります。先日ネパールの人と話をしていまし

たら，前に行なったセンサスの結果がまだまとまっていないとのことでした。それで，日

本の高校進学率が95％ぐらいだと聞いて驚いていました。むこうはハイスクールで19％ぐ

らいだと言っていました。

森：一方的に郵送して，相手が正確に理解し記入し送り返すという郵送調査ができていると

いうのが不思議だ．という話をよく聞きますが，その点はどうでしょうか。

鎌倉：ですから我々も３ケ月あれば数理統計からひととおりレクチュアーはしますが，それ

は使えないだろうと思います。それで一番使えるのは万国共通でもある収穫量調査という

ことになります。農家経済調査などは，母集団の整備，標本抽出が各々の国の農業構造に

かかわっていますので，国によって異なると思います。ですから例えば日本ではこうして

いるという話になりますが，その日本でも困っていますからね。例えば土地の経営規模で

農家を分類するのが良いのかどうかなど大問題になりますので，国によって立場が違うの

だと言っています。どういう調査に関心があるかといえば，それは生産費調査などですが，

畜産統計，園芸統計には全く興味がありません。それは畜産統計が日本でいえば厚生省の

管轄だからです。

北川：３４頁の海面漁業生産統計調査の周期は毎年となっていますが，以前聞いた話では毎日

調査しているとのことだったと記憶していますがどうでしょうか。

鎌倉：そういうことでしょうね。これは今様々な業務統計を活用しています。漁業にも例え

ば大臣許可漁業，知事許可漁業等いろいろありまして，その業務統計を聴取して行なって

います。基礎になるのは毎日の日誌のようなものからできるといことです。

北川：毎月結果は出ませんか。

鎌倉：毎月結果についての要望が強いですね。

北川：今のところは出していないのですね。

鎌倉：そうです。現在毎日出しているのが産地段階の水揚量調査です。これは生産量にほぼ

匹敵するかと思います。漁業は私もよくわからないのですが，属人統計，属地統計とあり

まして，要するに水揚げされる場所と所属する場所が違います。それで両方の統計を出し

ています。こういうものは毎日の成績，結果によって行なわざるをえませんね。

北川：４４頁に市町村統計台帳とありますが，これは何年に一度作るのでしょうか。

鎌倉：これは出張所にその管轄する調査の統計を網羅しておいて，利＃]者が利用したい時に
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すぐ教えられるような体制です。

北川：市町村にあるのではないのですね。

鎌倉：出張所です。

北川：市町村別基礎統計表と市町村統計台張は異なるのですか。

鎌倉：前者は私どもが電境入力した市町村別統計を打ち出して，’１１張所に返したものです。

後者は私どもの統計だけでなく，センサス結果を用いた人口等の全てを整理したものです。

北川：４２頁の産地情報に，例えば畜産物がありますが，これはどこから数字が出てくるので

しょうか。

鎌倉：これは家畜市場がありますので，その管轄出張所がそれを対象としています。ですか

ら産地の出張所が産地のものは全てとらえます。

北川：市場はどの程度の密度であるのですか。

鎌倉：１０日毎，1ケ月毎等，地域によって異なると思いますロ

北川：例えば豚の家畜市場は，どの程度の地域的なまとまりがあるのですか。

鎌倉：どのくらいありますかね。

北川：例えば豚を飼っている農家が１つの村に３軒ぐらいしかなければ，その農家が家畜市

場にもっていくというのは，どこにもっていくことになるのですか。

鎌倉：ですから実際に家畜市場にもっていくのは，農家，農協Ⅲ馬喰などが考えられると思

います。

北川：その場合は豚を飼っている農家は農協へ売るということですか。

鎌倉：農協に出荷を依頼するでしょうね。私は家畜市場を見たことはありませんが，定期的

に市が開かれているはずです。

北川：豚の家畜市場とは屠殺場ですか。

鎌倉：子豚ですから，そうではありません。ちょっとお待ち下さい。今問題にしているのは

子豚取引情報ですね。

北川：豚の飼養動向情報です。

鎌倉：これは農家をサンプリングで’８月１日，11月１日,２月１日の年３回調査を行ない。

そうしますと，ここで生後何ケ月の豚が何頭いるかがわかります。それがわかれば何ケ月

後にどれだけの生産量が出るかがわかります。

北川：そうしますと豚の飼養農家がわかっていて，その中からサンプリングするのですね。

鎌倉：そうです。飼養農家はまずセンサスでわかりますし，畜産基本調査でもわかります。

北川：毎年調べているのですね。

鎌倉：そうです。センサスは５年おきですが，畜産基本調査は毎年２月１日に行なっていま
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す。母集団はセンサスですね。

田路：３２頁に耕地面積調査がありますが，今後は小作が増加すると思いますが，どれだけが

自分の土地で，どればけを借りているかについての調査はどこに入りますか。

鎌倉：耕地面積調査は地面が対象ですから所有はわかりません。わかるのは農業センサスで

す。そこで貸しているか，借りているかを聞いていますが，それも過小に出るのではない

かと指摘もあります。但し今述べましたように統計調査としては確かに貸借はそうですが，

業務統計としては農地法の何条に基づく移動は出てきます。

田路：それでは毎年はないのですね。

鎌倉：農業センサスは５年ごとです。

田路：流面漁業生産統計調査には日水，大洋等の大企業は含まれていますか。

鎌倉：全て入っています。

森：最後に生鮮食料品の流通'情報サービスについてお伺いしたいと思います。まず今契約が

63,000と言われましたが,契約を結ぶ費用はどのくらいでしょうか。

鎌倉：伝達対象が63,000ということです。原則として公表までは国家の責任であるというこ

とです。私どもとしては伝達までは国の経費というこので出先の出張所までは我々の予算，

要するに我々の通信網で行ないます。というのは本省ホストコンピュータがありまして，

各地方はテレタイプを持っていて，テレックスでテープがつながっています、今度システ

ムの更改を行ないますが，出張所のテルファックスまでは国の費用で行ない，その後は民

間の費用でお願いするということになっています。先程，直接利用者と言いましたのは，

私どもの電々の施設に直接つないでひっぱってくる場合です。この場合はひっぱってくる

民間にお願いしています。ただ国は金額の徴収ができませんので，流通`情報センターかで

きて，仲介にあたっています。

森：農林統計協会のようなものですね。

鎌倉：そうです。ですから伝達するまでは無料だ､ということです。郵送で欲しい人は，協会

に切手代を支払い郵送してもらうこともできます。

森：直接の利用者が必要なものをその場でオンラインで取り出すことはできるのですか。

鎌倉：取り出すことはできますが，電信経費は受益者負担です。この場合には国が料金を徴

収できませんので，社団法人流通情報センターが介在します。

森：農林省の統計で現在テープで出ているものにはどのような種類のものがありますか。

鎌倉：４４頁に出ているだけです。一番使われるのはマイクロフィシュに入っているセンサス

の集落別調査だと思います。ただ例えば肉豚生産費調査１巻も公表イメージでしか入って

いません。個票はプライバシー問題がありますので，然るべき手続をとって，総務庁長官

－２５－



の承認を得てからでないと利用できません。

森：実際にこのデータサービスはかなり活用されているのでしょうか。

鎌倉：始まったばかりであまり活１１]されていないという話ですね。

田路：流通情報サービスはいつから始められたのですか。

鎌倉：昭和43年からです。そしてⅡ榊Ⅱ51年に拡充して，昭和59年11月から漢字，図表が出て

くるようになります。

森軒使っているところはかなり使っているでしょうね。

鎌倉：そうですね。但し全国情勢をこれでおさえ，クローズドな`情報は独自にとるというこ

とをしていますね。

森：．価格の安定には貢献しているのでしょうか。

鎌倉計価格の平準化には貢献するでしょうね。価格がコスト等で決まるとすればそれは別の鎌倉計価格の平準化には貢献するでしょうね。価格がコスト等で決まるとすれば身

ものですが，価格の平準化と地域による過不足の解消には貢献すると思います。

－２６－



１農林水産統計情報の現状

（１）統計情報組織・調査体系の変遷

社会経済的背景年次 組織・調査体系 調査体系変革の背景

作物報告組織の発足

統計調査局、作物報告事務所
の設置

昭和22年 農林統計、再建・近代化 ｏ食糊危機の深刻化

一信頼度の高い農産物生産高
統計の要請

一ＧＨＱ「作物調査に関する
IlI1原則」

①統計の客観性の確保

一標本実測調査の導入

②行政からの独立

一iEhL立した直幡調査組織

o米麦等収極量調査の開始

農地委員会書記（11,314人）
の受入れ

ｏ農地改革業務の終了（２３３）

23年’ｏ生産費調査の開始 帝国農会から農家経済調査、｜・全国屈業会の解散（２３
生産費調査の移管

ＩＣ吉田内閣の成立（２３．

８）

Ｏ）

行政整理と機構改革
（２４２閣議決定）

24年’ｏ農家経済調査の開始

２農林水産業全般にわたる統計調査組織への発展

作物報告事務所を統計調査事
務所に改組

農林水産統計調査の体系的展
開

25年 ｏ食糊需給の緩和

一作報時代からの脱却 ｏ朝鮮戦争のぼっ発、日本経済
の復興

◎１９５０年世界農業センサ
ス実施

農林統計調査の組織と法制
の整備

一農業統計調査規則公布

騨鱒|｢…￣
26年 o農業動態調査の開始

o海面漁業漁獲量調査開
始

30年 ｏ水稲、麦類被害減収調査
開始

－２７－



社会経済的背景年次 組織・調査体系 調査体系変革の背景

３農業基本法制定等に伴う転換

農林統計の行政への積極的な
対応

33年 ｏ緊急畜産センサスの実施

ｏ農林漁蝿就業動向調査の
開始

ｏ経済の高度成長と農林水産業
の櫛造変化

一食柵問題から農業問題への
新たな対応

－統計活動と利川の効率化の
ための再編・躯IilW

年次報告の義務づけ

－農林統計の利用と計量的計
測の新分野の開発

農業基本法の制定（３６６）。

麗家と勤労者世帯の所得
の均衡

1灘;ﾙ篭溌！’

38年 ｏ農家、漁家経済調査の拡
充

ｏ米、畜産物生産費調査の
拡充

Ｏ果樹蕊本統計調査の実施

ｏ林家経済調査の開始

ｏ水産物流通調査の開始
－「生鮮食料品流通改善対策
要綱」（３８７閣議決定）

４物価対策に対応する統計調査の整備

ｏ農産物流通統計調査の開
始

統計調査の農産物流通・価格
調整分野への指向

第１回臨時行政調査会答申39年 ○

ｏ「第１次生鮮食料品価格安定
対策要旨」（４１．５臨時物価
対策閣僚会議決定）

40年 o生鮮食料品流通情報サー
ビスの開始

５総合農政及び地域農政の展開

統計調査事務所の地方農政局
への統合

行政改革（第２次）の閣議
決定

45年 ｏ地域農政の推進に必要な統計
の整備充実

_地方農政局に統計調査機能
を付与

○

ｏ地域統計の充実

－２８－



年次｜組織・調査体系 社会経済的背景調査体系変革の背景

６統計情報組織への発展

dMj報化社会への展望と先行的
な対応指向

一情報の収集・終理・分析・
提供の迅速化

47年

企lll11i1i報諜と'111芸統計制1の
新設

ｏ野菜関連i;１Ｍ査の充実

ｏ農林水産業の現地燗報
の収災提供

51年 ｏ生鮮食料品流迦愉報サ
ービスのオンライン化

７統計'lii報の再編・liHiWへ

ｏ８０年代腱政の基本方向の推
進（腱政審議会報告）ｏ地域腿政推進指針の作

成
ｏ地域農政の効率的な推進への
支援

一地域統計情報センター機能
の向上

57年

ｏ蘭皮悩報化社会への発展

第二次臨時行政調査会答申○
58年

行革大綱（閣議決定）

－２９－



２統計情報の概要とその利用

ＫＦ死乗勤lpj調室

勾水囚I擁

－３０－

統計調査の種類 調査対象 調査方法 調査周期 公表形式

１基本的な構造をとらえる
統計

農林業センサス

農業事業体調査

農業集落調査

林業事業体調査

林業地域調査

農業調査

農家就業動向調査

漁業センサス

海面漁業基本調査

農業地区調査

内水面漁業調査

農家及び農家以

外の農業事業体

農業集落

林家及び林家以外

の林業事業体

農家

農家

漁業経営体、

漁業従事者世帯

市町村、漁協、

水産関連施設

漁業経営体

漁協

面接調査

(悉皆調査）

′〃

"

′’

面接調査

(標本調査）

'〃

面接調査

(悉皆調査）

ﾉソ

'’

５年

１０年

〃

"

毎年
センサス

実施年は
体止

毎年

５年

"

"

報
書上□

〃
ノ

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

速
報



．、耕地面積、品目別Ⅱ① 廠東｡

町｜収15Mi面

Ｈｉｌｌ②農業振興地域の整備言

百台数Ｌ農産物販売令

h域の環境整備に僕'百

童組織数及び参加｜｜④地方交付税算定の質会Ｂヨー僧塁舌度甘ロ飼

墓の慣行及びその運営Ⅲ⑥農業‘町｜農家数 割するｑ二t火報君

,‐)径

会LIiL都

EFI＿ＬｋＨヨル1ｋ＿円

の樹種別・齢級別[EＥ

。‐労働力建耕１１１１の柊

謹械の普段

；呈動Ｉ職業異動一出稜誉異動一粥

今田一都直作 璽業従事Ｕ数一種*⑩物｡

Ｘ町村一漁業地｜販売金額一海面蕃殖業の経営螺.模一fｈ

就業状況、世帯の兼業等。

国業地区の概況､漁場環墳一律活環津

5連施設、水産物流通機関、冷凍｜｜①舵 の構造改喜ﾆロ

③漁業許可の更新のための贄

驍欝謹鱗蕊臘臘離:||③,螂騨蝋…

－３１－

統計表章地域 主な統計項目 主な利用例

全国、農業地域、

都道府県、市区町

村、農業集落

全国、農業地域、

都道府県、市区町

村、農業集落

全[jil、都道府県、

市区町村

"

全Llil、農業地域、

都道府県

全国、農業地域、

都道府県

全国、都道府県、

市区町村、漁業地

区

八'

"

農家数、農家人口、耕地面積、品目別

収穫面積、家畜飼養頭羽数、農業雇用

労働、農業生産組織、蒲負い、農用機

械所有台数、農産物販売金額等。

農業集落数、農業生産組織数及び参加

農家数、農業集落の慣行及びその運営

と意思決定等。

山林面積、林業従事世帯員数、林業労

働と育林作業、林産物販売等。

土地面積と林野利用、国有林、民有林

の樹種別・齢級別面積等。

農家数、農家人口、労働力、耕地の移

動、農業機械の普及と利用等。

人口異動、職業異動、出稼ぎ異動、新

規学卒者の動向等。

漁業従事者、漁業従事日数、漁獲物の

販売金額、海面養殖業の経営規模、世

帯員の就業状況、世帯の兼業等。

漁業地区の概況、漁場環境、生活環境、

漁業関連施設、水産物流通機関、冷凍

･冷蔵工場、水産加工場等。

漁業従事者、漁業従事日数、漁獲物の

販売金額、養殖業の経営規模、内水面

漁業協同組合の概況等

①農林業施策の企画・立案の資

科

②農業振興地域の整備計画作成

の資料

③農'11村地域の環境整備に関す

る資料

④地方交付税算定の資料

⑤農業の動向に関する年次報告

の資料

①沿岸漁業などの構造改善のた

めの資料

②漁業許可の更新のための資料

③漁業共済、漁船保険などの計

画策定のための資料



－３２－

統計調査の種類 調査対象 調査方法 調査周期 公表形式

２経済活動の実態を明ら

かにする統計

農家経済調査

農・畜産物生産費調査

農村物価賃金統計調査

林家経済調査

漁家経済調査

３資源利用と生産の実態

を明らかにする統計

面接調査

耕地面積調査

作付面積調査

水稲

麦

農家

農家

小売店及び集出

荷団体

林家

漁家

圃場

圃場

圃場

記帳調査

(標本調査）

"

面接・電話調査

（有意選定）

記帳調査

(標本調査）

'〃

実測・巡回調査

(標本調査）

実測・巡回調査

(標本調査）

(’

年
年

月
年

年
年

”
ノ

毎
毎

毎
毎

毎
毎

報
書

報
書

報
書

報
警

報
書

〃
生ロ

生口
上ロ

坐口
生ロ

ノ

月
報

速
報

月
報

速
報

速
報

〃



村仔

①農←I=贋１律軋鑿fHtl缶 （入一蔦

③国民経済計算の基礎賃

④農林金融制思

､ａ股 Hj1塔算定の志E礎

匿寶＿農機具賢一労働寶等の寶距

動時間、収益性、家族｜②経営改善・普及に

①農村経腰令圧Ｌ都道府厚 方資材り

の価｜②農産物価格算

苛零r算出のための官

③農産物行政価

沐業粗収益、｜①経営改善・普及

勵投下量、林木資直

②造林補助、融資のための農

①経営改善対策の基礎賢雷出一漁業所褐会園一大癌l×

③漁業共済掛金率、共済紀
額などの箪序寶料

③漁業融資対策曽

更び基礎寝侃、域、｜耕地血積、耕地種類別血

佳のための省

②農作物の需給と価格蚤

③畑作振興対策貴

邪道府喋

－３３－

統計表章地域 主な統計項目 主な利用例

全国、農業地域、

都道府県

全国、農業地域、

都道府県

全国、都道府県

全国、大海区

全国、農業地域、

都道府県

全国、農業地域、

都道府県

全国、農業地域、
都道府県

農家の1戸当り平均農業収入、農業.

農外所得、農家所得、農外収支、経営

贄、家計費等。

10ａ及び単位当たり種苗費、肥料費、

農薬費、農機具費、労働費等の費用、

10ａ当たり労働時間、収益'性、家族

労働報酬等。

農産物、農業生産資材、生活資材の

価格及び農村賃金並びにそれらの価

格指数等。

林業経営費、林業所得、林業粗収益、

林業労働投下量、林木資産等。

漁業収入、漁業支出、漁業所得、家

計費、漁家所得等。

耕地面積、耕地種類別面積、拡張.

かい廃面積等。

作付面積

作付面積

①農家経済の動向把握・景気
指標

②農業パリティ指数の基礎資料

③国民経済計算の基礎資料

④農林金融制度改訂等の瞥料

①農産物行政価格算定の基礎

資料

②経営改善・普及指導対策の

資料

①農村経済の景気指標

②農産物価格算定に必要なパ

リティ指数算出のための資料

③農産物行政価格を算定する

場合に必要な評価替えの資料

①経営改善・普及指導対策の

資料

②造林補助、融資のための資

料

①経営改善対策の基礎資料

②漁業共済掛金率、共済給付
額などの算定資料

③漁業融資対策資料

①農業構造改善及び基礎整備

推進のための資料

②農作物の需給と価格安定対

策資料

③畑作振興対策資料



駕本洲歪

Ｈ Ｈ

Ftr芒

実測．'釘接・型
調査（標本調贄

』調査（今遡

全数

ﾖ害一面１審一一緑

ヨワル可ｑＸｒＺ両

全員等刀〕lつり

－３４－

統計調査の種類 調査対象 調査方法 調査周期 公表形式

作況調査

水稲

麦、豆類、いも類、飼料

作物等

工芸農作物

畜産基本調査

養蚕収繭盆統計調査

被害応危調査

(被害発生腱作物）

林業属地基本調査

海面漁業生産統計調査

内水面漁業生産統計調査

圃場、農家

闘場、農家

圃場、農家、
集出荷団体

家畜飼養者

農家

lilil場

事業所

市町村

漁労休

漁協等

養殖場



－３５－

統計表章地域 主な統計項目 主な利用例

全国、農業地域、

都道府県
全国、農業地域、
都道府県

全国、農業地域、
都道府県

全国、農業地域、

都道府県（但、予
想時は主産県）

全国、都道府県
(但し、予想時は
主産県）

全国、農業地域、

都道府県

全国、都道府県
(但し、予想時は
主産県）

全国、主要被害農
政局別

全国、都道府県

全国、大海区都府
県支庁

全国、都道府県

(但し、養殖業の
収穫量以外は主産

県）

作柄概況（作況指数）

10ａ当たり収量、予想収穫量

lOa当たり収量、収穫量

10ａ当たり収量、（予想)収穫量

品目別作付面積、１０ａ当たり収量、
(予想)収穫量

畜種別飼養戸数、頭羽数
経営構造（周期年＝畜種別）

蚕期別（予定）掃立卵量、（予想)収

繭量、箱当たり収繭量

災害種類別被害面積、被害量

更新方法別・経営形態別造林面積、
経営形態別森林伐採面積

漁労体数、出漁日数、漁獲量、養殖経
営体数、施設面積、収獲量

漁獲量、養殖経営体数、施設数、経営

面積、収穫量

①農産物の需給計画の策定資料

②生産振興対策の資料

③供給量の推計資料

④輸送計画樹立のための資料

⑤行政価格算定の資料

⑥病虫害防除対策資料

①酪農近代化計画策定の資料

②加工原料乳保証価格算定及び
限度数量算出の資料

③生産予測の基礎資料

①繭生産対策立案のための資料

②蚕業改良普及機関の適正配置
資料

③繭取引の適正化に関する指導
のための資料

天災融資法、激甚災害法発動の資
料

生産対策、需給対策の資料

①漁業振興計画樹立のための資
料

②漁業経営の合理化のための資
料

内水面漁業の指導資料



－３６－

統計調査の種類 調査対象 調査方法 調査周期 公表形式

４生産から消費にいたる実

態を把握する統計

青果物生産出荷統計調査

野菜

果樹

青果物卸売市場調査

青果物価格調査

食肉流通統計調査

鶏卵流通統計調査

食鳥流通統計調査

'１k１場、農家
集出荷団体

、

圃場、農家、

集出荷団体

卸売会社

卸売会社、仲卸

小売店

家畜市場、と畜

場、食肉市場

集出荷団体、

卸売市場

食鳥処理場、

卸売事業所

、

／

〈

実測、巡回、面接、
郵送調査（８０％
カバレージ方式）

実測、巡回、面接

調査（８０％カパレ

－ジ方式）

面接調査

関係帳簿の閲覧（
１～３類都市：悉皆

その他都市：８０％

／カバレージ

面接調査

(有意選定）

面接調査

資料閲覧

(有意選定）

′’

i1ij接．電話調査

(有意選定）

毎年

毎年

毎年

"

毎句又は毎

月

毎月又は四

半月

毎月

報
報
書

報
報
書

報
報
報

報
報
報

報
報

上ロ
隼□

〃

情
速
報

情
速
報

旬
月
年

旬
月
年

月
年



令国一祁滴府県（ｲＥ

ヨ時け聿産底

会国一利く酒H烏f県（化

乳1房ｆＩｌ卍＋雁

全国一都市別←市場辰

全国一部道床

全国一都漬府県一宇雲都

令国～都道府県一手要都

－３７－

統計表章地域 主な統計項目 主な利用例

全国、都道府県（但し、予
想時は主産県）

全国、都道府県（但し、予

想時は主産県）

全国、都市別、市場別、消

實地域別

１１大都市

全国、都道府県、市場別

全国、都道府県、主要都市

全国、都道府県、主要都市

目
、
く
荷

目
り
、

品
積
荷
出

品
た
量
量

･季節区分別作付（予定）面
lOa当たり収量、収穫量、出

(予想）量、仕向先別・時期別

、

(予想）量

品種別結果樹面積、１０ａ当

り収量、収穫量、出荷（予想）
仕向先別・時期別出荷（予想）

卸売数量、卸売価格、卸売価額

卸売価格、仲卸価格、小売価格

と畜頭数、出荷頭数、枝肉取引

頭数、枝肉生産量、食肉卸売市

場の取引実積等

牛産二、出荷量、入荷量、卸売

価格等

出荷量、処理量、仕向量、卸売価

価格等

■

①生産計画策定の資料

②需給対策の資料

③価格安定対策の資料

④流通合理化対策の資

①
②
③
④

料

料

生産計画策定の資料

需給対策の資料

価格安定対策の資料

流通合理化対策の資



流計調1野の樟鑿

－３８－

統計調査の種類 調査対象 調査方法 調査周期 公表形式

木材製品生産動態調査

木材価格調査

産地水産物流通調査

冷蔵水産物流通調査

消費地水産物流通調査

生鮮食料品流通情報サ

－ビス

製材工場

合単板工場

床板工場

工場

流通業者

市場等

冷蔵工場

市場等

自計申告

郵送調査

製材＝標本

合単板

床板

″

＞全数

(有意選定）

面接調査

（有意選定）

面接・郵送調査

都市別８０％

カバレージ方式

自計申告

面接調査

（有意選定）

毎月

"

"

”

〃

毎日、随時

報
報

等
〃

〃
〃

〃
報

月
年

曰



－３９－

統計表章地域 主な統計項目 主な利用編Ｉ

全国、都道府県

"

主要産地

主要産地、消費地

主要都市

全国、都道府県、市

場別

製材)|]素材入荷量、消費量、在

荷｣it、単板製造用素材入荷量、

仕向ｉｆ上、普通合板、特殊合板製

造ｉｉｉ等

品目別、規格別素材価格、木材

製品Iil1i格、木材チップ価格

魚種別、水揚量、価格、出荷量

等

入庫量、出庫量、在庫量等

卸売数量、卸売価額、卸売価

緒、流通段階別価格等

青果物、畜産物の市況情報、産

地情報等

①木材流通の合理化、木材工

業近代化、木材消費対策の資

科

②木材二[:業の近代化計画策定

の資料

①流通対策の資料

②漁港及び漁港施設の整備対

策の資料

流通調整対策の資料

流通対策の資料

需給調整及び,価格対策の資料



)統計情報業務割合イブＴ推移
農業経済
統計調萱
（1＄）

灘Ｉ乍；物嬬計麩

濠｜展林続計調査｜鯖：

清廉)lgT麹宜Ｉ識

Ｚ色ＩＤ巴

農林水産,統計情報組織亜
匝
亟
唖

Ｆ￣

冤計折報邸務巴

「 注：地方艇政局

所在地を除

く府県38箇

所

注：地方農政局

の所在する

都府県７箇

所

ト
し

注：北海道４箇所

－４０－

u品｢~Zニラ
－－￣－－－－

－－－－￣－－－
－－－－－－－－－

ゲタグー
ヴジ

グググ
グヴジタ
ゲクｸﾞジ

グ

グジグニ

－

－－－－－

_－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－￣￣

~ﾆーデーー
ーー

グ
ン

グ
ン

ジ
ァ

ヂジテー矛グーーシ

シ

グ
プ

グ

グ

ーグダダ

ジヂ

グデー
ジ

ー

＝里

＝＝ニラマゲ
グ

ジ

ヂ／つ

祠
；’10譜’

三ア

＝

デ

ーー

ーーグ

－戸￣--

地方農政局

読計情報邪務所

昭和２３年

（19,626人）

農作物統計調査

９９＄

腿糞鰹済
銃身|･HMI査

１６影

展林続計調査

２０影

45年

(11,054人）
２６＄ ２４＄ ２２＄ １０＄

園芸統計凋査

１８＄

55年

(8,885人）

農作物

統計調査

１８＄

農業経済

羨計鋼玉

２２％

腰休統計調査

(構造．林業，畜産）

２１％

水奎読

叶調査

９影

園芸統計

調五

１５＄

流通掎謡

サービス等

１５＄

北海道統計

椚報事務所

沖凱総合事務局

展林水産部

統計精報課）



生鮮食料品流通情報サービスシステム

ａ事業の概要

青果物、畜産物などの生鮮食料品について、産地の生産・出荷情報や市場におけ

る市況情報を収災し、これをオンライン・リアルタイム方式により迅速、的確に全国

各地に伝達し、生産者、出荷団体、流通関係者及び消費者の利用に供する。（情報

の収集分配）

これらの情報については、産地の生産出荷情報は農林水産省の統計情報組織の出

張所職員が産地を巡回し、面接、実査等により調査を行って収集し、市況情報は全

国主要市場１００市場に駐在している職員が荷受会社等から収集している。

ｂ 対象市場

青果物：７７市場 畜産物；２３市場

－４１－



。流通情報の利用状況ｃ情報の種類

①流通情報の伝達対象の構成比

（57年11月）

報道機僕 ロ

勿１－田ル

集
業食肉（豚・牛）市況j盾報概蕪

＝卜食肉（豚・牛）市況’情報確輔

邪ケトＢ

鴇卵市況/清隷

②報道機関による掲載

lfln

リ

③年間約1,000万件の情報を提供

－４２－

毎日報道

するもの

定期的に

報道する

もの

新聞

ラジオ

テレビ

７１紙

２局

３局

３７紙

４局

３局

市

況

情

報

青
果
物

畜

産

物

青果物市場別市況情報

青果物品目別市況情報

食肉（豚・牛）市況情報概報

食肉（豚・牛）市況情報確報

部分肉市況情報

と畜’肩報

食鳥市況情報

鶏卵市況'情報

産

地

`情

報

青

果

物

畜

産

物

野菜季節生産出荷予想'情報

野菜月別生産出荷予想'情報

果樹季節生産出荷予想１情報

子豚取引)情報

子牛取引情報

豚の飼養動向'情報

にわとりひなふ化羽数情報

食鳥出荷情報

加

工

』情

報

青加
青果物交流情報（品目別）

青果物交流情報（市場別）

食肉（豚）旬間`情報

食肉（牛）旬間情報

鶏卵旬間』情報

地方における加工情報

そ
の
他
の
流
通
情
報

青果物市況予想情報

青果物卸売総括'情報

枝肉取引`情報

家畜衛生`情報

天気‘情報

輸入情報

流通応急'情報

その他（速報の'情報）



広報・普及の現状

く事業内容＞

ア統計調査結果の提供

（ｱ）刊行物による統計調査結果の公

対象＞＜パガ・ヅギ務所・出張所＞ ＜広蒋＜本 省＞

行政機関

報道機関
農林水産愉報（情報）

現地情報
農林水産業
団体

流通業者

農林漁家

農林水産統計報告書（年報）
･農林
・ボケ

･農林
・ＡＢ

・作物

＝股利用者

地ﾌ1J農林統31-協会

（著作物出版）

ｌ
』
四
１

(社）全国農林統計協会連合
・季報腱林統計

(鞭売）
(社）金田生鮮食料品流通情報センター

（著作物出版）
・青果物流通統計旬報、月報
・畜産物流通統計月報

一Ｉ１ｌ－ＩＩ－ｌＩＩＩＩｌ
Ｉ
０

ｲ）オンラインによる情報サービス
生鮮食料品（青果物。畜産物）
流通情報サービス
産地（生産・出荷）情報（随時）
市況情報（毎日）
流通関連情報

１

地力生酎食料品
通怖報センタ



＜本省＞ ＜局・小務所・出張所＞＜事業内容＞ ＜広報対象＞

農林水瀧業団体

大学等研究機関
一般利用者

け）礎気テープ等新媒体に

よる統計情駕の提供

報道機関

農林水産業団体
市場関係

）

』
』

EII室。イ地域統計の発表・提供

~~-----------十-－－－－色
Ｉ

自治体

農林水産業団体

一般利川者

ｊ償有く

:ＴＬ哨依

￣

（販売）

(財）農林統計協会（マイクロ
フイルム 磁気テープ）

･肉豚生産費調査結果
･腱林業センサス調査結果
･水田利用動|可調査結果
．i§j果物集出荷機構調議結果
･第６次漁業センサス調蓑結果
･その他１５調査結果

(社）全国生鮮食料品流通lI1j報センター

･生鮮食料品市場流通分析↑１W報

･市町村別基礎統計表
．市町村統計台帳

地域統計分析

地方艇休統計協会
(著作物出版）

地域統計分析書
｢我がＩＩＪ付0)農
林水産業」



Ⅱ経済統計

農家経済調査，農畜産物繭生産費調査，農村物価賃金調査

＜報告＞

町田：今日は経済統計課で実施しております主な業務ということで，農家経済調査，農畜産

物繭生産費調査，物価賃金統計調査の３本についてお話をしてくれという要請がございま

したので私がご説明することになりました。いろいろな資料を持ってくれば良かったので

すが，時間的な余裕がなかったことと，調査内容の全てではないということですので，農

家経済調査関係では，これは指定統計ですので農家経済調査規則と実際に農家で記入して

もらっている日計簿（これが調査票になります)と，農家経済調査は最終的には個別農家

の記帳を積み上げて年計を作るということになりますので，農家経済調査の年間の個別結

果表と，それに速報関係として毎月公表しております「農家家済収支」の最新版である２

月分をもってまいりました。これらの月別結果を年度に積み上げますと年度計が出てきま

すが昭和58年度分については，６月末に概算を公表する予定です。（毎年６月末に概算を

公表しその最終確定は10月末に公表しています）。月次では２月が最新ということで，６

月末に概算を公表するときに３月分も公表します。概算と確定報の違いは，月別の調査の

中で若干訂正しなければならない点や，固定資産関係について修正しなければならない点

があり，数字が若干変るためです。したがって，まず概算を出し，１０月末に最終確定を出

すことにしています。

次は農畜産物繭生産費調査についてですが，生産費の場合は農産物，繭，畜産物の３つ

に分類しています。農産物については米，麦，野菜，果実，価格安定作物（農水省が政策

価格として決定している原料用かんしょ，ばれいしょ，てん菜，さとうきび，大豆等）で

すが，生産費の基本的な考え方は米に準じますし，また指定統計でもありますので米生産

費統計調査規則と農家に記帳してもらう農家用の調査簿をもってきました。その他に職員

用調査簿がありますが，これは農家用で記帳してもらったものを出張所の職員がとりまと

めて個別農家の数字を作成するというものです。これは持ってきておりません，というの

はお渡しした資料の中に，最終結果の個別結果表も米についてお渡ししているからです。

その他の野菜などもほぼ同じものです。畜産の場合は若干農産物と異なります。ただ農家

で調査する調査票は米と大差がないので持ってきておりませんが，結果表は牛乳を見本に

－４５－



持ってきました。これが畜産でいう最終的な個別結果表です。繭も農家に記帳していただ

くものは米も同じようなものでので持ってきておりません。結果表も持ってきておりませ

んが，これも若干の違いはありますが農産物と同じようなものです。したがって調査票は

米と牛乳（75頁～82頁）を中心に持ってきております。

次は速報についてです．ご承知のように59年産の米価は７月に決定されます。それに使

われる生産費（58年産になります）を現在鋭意取りまとめていますが，大体米審前に公表

したいと私どもでは考えています。現在ございますのは57年産のものですので，５７年産の

速報をお持ちしました。畜産関係は牛乳，肥育牛（乳用おす牛も含まれている）肥育豚の

３部を持参しています。これら生産物の対象である牛乳，豚肉，牛肉は行政価格として国

が決定しています。このため生産費が直接に使われますので持ってまいりました。繭につ

いては省略させていただきます。以上がお持ちした生産費関係の資料です。

次は物価賃金統計調査です。これは総理府が行なっている小売物価統計に対応するよう

なものです。当方のが総務庁と異なる点は，農産物の販売価格，農家が実際に経営を営む

ために購入する生産資材，小売物価統計と同機に農家が家計用に購入する生活資材の価格

を農村地帯で調べるということです。これらをあわせて物価統計調査と呼んでいます。本

日はこの調査の要領の抜すいを持ってまいりました。特に今回は賃金調査については省か

せて頂きました。賃金調査については，昔は農家が'忙しい時に人を雁うととがありました

が，機械化が進み農家が人を雇うことが非常に少なくなりましたので，調査は行なってい

ますがウエイトが小さくなりました。他の調査と違い物価賃金統計調査は，調査をお願い

している農協，小売店などに電話や面接で聞き取り調査を行なうので，特に指定店舗に調

査票を渡すということはあまりしていません。ですから今日持ってまいりましたものは，

前述した農産物の販売価格，生産資材，生活資材価格の品目を全てリストアップした結果

表でございます。最後に物価賃金統計調査の速報ですが，これは毎月公表しています。後

で説明いたしますが，農村物価統計調査結果はパリティ指数に使っています。その基礎に

なっているのが物価賃金統計調査です。今日は最新の４月分を持参しています。以上が今

日お持ちした資料の概要です。これから農家経済調査の説明に入りたいと思います。資料

は読んでいただければ結構です。それから個人的なことで恐縮ですが，私はもともと経済

専門ではございませんし，昨年４月に中四国農政局から現ポストにまいりまして１年余り

それ以前は本省に居りましたが，むしろ畜産局に長く居ました。それならば畜産が専門か

といえばそうでもなく，大学時は作物を専攻していました。そういうこともございまして，

まだ不勉強ですが，今日は概要について述べたいと思います。

まず農家経済調査からご説明いたします。この調査は戦前から行なわれていて，昭和2３
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年に農水省に統計情報部ができ，この調査を引き継いで実施してきたいという経緯がござ

います。現在我々が行なっている農家経済調査は，５年おきに実施されるセンサスを母集

団として一定の標本を抽出します。統計の標本調査の場合は一定の精度を維持するという

ことでこの調査の，目標精度としては農業所得で大体２％を維持できるよう抽出していま

す。この間，５年おきの選定替えによって標本農家数は変わってきていますが，現行は全

国で11,100戸の農家を抽出しています。５７年以降実施している農家経済調査は55年のセン

サスを母集団にしています。したがって約460万戸の農家をベースにして，11,100戸の標

本を選んで調査しています。実際に新しい農家が選定されるのは，５５，５６年の２年間で標

本抽出作業等を行ない，新しい農家で調査するのは57年度以降ということになります。で

すから来年２月１日に60年のセンサスがありますと，６０，６１年度に選定替えの作業を行な

い，新しい農家での調査は62年以降ということになります。このように農家経済調査は，

５年ごとに選定替えを行ない母集団の代表性にあうような農家を抽出しています。ただ゛標

本調査でございますし，統計の場合は連続性が重要な要素となります。このため同じよう

な規模の階層の中で，たまたま従来やっておられるところでやってもらえる場合は，そこ

も含めて抽出をしています。最近は兼業化が進行していまして，第２種兼業農家は全体の

約７割だといわれています。特に近畿周辺になりますと，そのウエイトが高まっています。

それで我々も調査農家の選定に苦労しています。よく言われるように，農家の選定ができ

れば仕事は８割終わったというような気持になる程最近は農家がなかなか引き受けてくれ

ません。私が言うのは何ですが，農家からすれば水田利用再編対策がらみで米が作れない，

米以外のものを多く作れば安くなる，今は韓国米の問題等がありますし，兼業農家が多い

ということで記帳はなかなかできないようです。それで我々が一番苦労しているのは農家

を選定することです。したがって現在は前述した標本数で実施しています。結果表を見て

いただければおわかりになると思いますが，農家経済調査結果は農業白書そのものに使わ

れますし，行政価格決定の場合であるとか，特に最近は財政当局等でも米価など行政価格

を算定する際に農家経済がどうなっているかが問題になります。卑近な例を挙げますと，

57年度の農家経済を見ると農家は貯金が1200万円あり，自動車も数多く持っているではな

いか，むしろ勤労者･世帯より良いではないかと云う意見もあります。このようにその数字

だけを見て理解されがちです。それで統計を使われる場合にはきめ細かく説明しているつ

もりですが，それでもそういう見方をされがちです。昔のことは私はわかりませんが石油

ショック以後は農家経済，生産費などの利用性が高くなっています。それは有難いことな

のですが，前述したような使われ方をしたり，とりわけ畜産関係については北海道を含め

て負債問題が大きいのですが，それも農家経済調査結果しか出てきません。したがって非
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常にシビアに使われています。標本の選定は母集団になるべく合わせるということで規則

にも書いてありますように，部分母集lillを作り，集団の抽出階層を作るためにかなりきめ

細かく階層分けをし，最終的には抽出階層＝調査集落集団から選定します。抽出されます

と，農家に対して調査をお願いします。前述したような事情もありまして，なかなか難し

い場面もありますが，我々の出張所の職員は地元の人が多いので，お願いして引き受けて

もらっている状況です。他の作物統計，農林統計などとは異なり，全て農家に記帳しても

らうことが大前提ですので，調査票を難しくしますと記帳してもらえないこともあります。

それでできる限り調査票については簡素にし，後は出張所の職員が聞き取りで調査できる

ものにしています。調査票自体は以前と比べて変わっているわけではありません。農家の

生活，経営活動に基づいて出ていくものと入ってくるものを全てその日に記帳してもらい

ます。金額に換算できるものは全て記入してもらいます。そして今日お持ちした調査票

(86~95頁)に毎日記入してもらい，出張所の職員が毎月農家に行きこれを回収します。調査

票の端にコード番号があります。以前は出張所の職員が手で集計をしていましたが電算

機が入り，効率化合理化ということで，農家に毎日つけていただきますと出張所の職員が持

ち帰り，そしてそこの摘要欄を見ながら私どもで決めたコードをつけます。そして局又は，

事務所段階で業者に委託して磁気テープに入れ，本省で全て集計します。昔はいちいち手

集計して，事務所の段階で農家の個別結果表を作成していましたが46,47年頃から，電算

化をいたしました。但し，〔４〕に労働時間とありますが，これは現在のところ手集計し

ています。しかしこれも近い将来には電算化し，日計簿から直接集計する体制を考えてい

ます。聞き取り調査もありますが，農家の方にしっかりと毎日書いていただければ，お配

りしたような月別の農業所得，農外所得などが出てきます。これは毎日の物の流れという

ことで動態統計といいますが,その他に耕地，固定資産などの静態的なものもあります。

これは各々の出張所の職員が毎月聞き取り調査をし，まとめています。それがお配りした

月報の中に耕地面積，農業就業者数等となり，農業のところは粗収益一経営費＝農業所得，

農外のところは農外収入一農外支出＝農外所得という項目で集計され，毎月公表されてい

ます。よく言われますように，農産物の収入は季節によって異なります。例えば稲作です

と早場米は８～９月，一般のところでは10～11月に収入が入ってきます。ですから毎月の

結果を見てどうこうは言えないということはあります。それで使う場合には年度計で見た

り，経営組織別で稲作単一経営はどうか，酪農経営はどうかなど部門別に組み替えて見な

いと本来の農家がどうなのかわからないと思います。ご承知のように農家経済調査は全国

平均です。地域別，耕地規模別等ありますが，その他に月別には出していませんが，年間

で11,100戸を分類集計して，例えば単一経営（現金販売の経営の中で80％以上を占める部
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門別）とか，専兼別，最近言われている中核農家などに就業区分で分類して，別に年報で

公表しています。利１１１される場合は平均より部Ｉ１ｉ別の方が利用されます。前述しました北

海道の酪農負債がどうかという場合は，酪農単一経営農家の頭数規模別の負債状況を見る

ということになります。ですから利用される方々がその目的に応じて利用される必要があ

ります。伽|別結果表の中にその他細かい項目が書いてありますが，それは農家段階で出張

所職員が聞き取りをして作成しているものです。これが最終的な個別農家の財産を含めて

結果表になります。

次は農畜産物生産費に進みたいと思います。現在，統計情報部の経済統計課で行なって

いる生産費は前述しましたように米，麦，野菜，野菜については主として13品目というこ

とで例えばきゅうり，なす，トマト，玉ねぎ，ねぎ，大根などです。そして果実ですが，

果実については主要な８品ということでみかん，りんご，ぶどう，なしなどを行なってい

ます。価格安定作物については，直接行政価格を決めている原料用かんしょ，ばれいしょ，

大豆，なたね，てんさい，さとうきびなどがあります。そのほか繭及び畜産物があります。

畜産の中には牛乳，豚，牛，卵などかなりの品目があります。農産物の場合は大体種をま

いて収穫しますので調査期間が決まりますが，野菜などは最近周年化されましたので季節

区分を行い調査をしています。例えばきゅうりなどは，促成，半促成，普通，抑制で.栽培

されています。ただ果実，野菜については全国的な調査がなかなかできませんので，主産

地にしぼり調査をきています。米については米価決定がありますので，全国で約3000戸の

農家を袖出し調査をしています。麦については前述しましたようにパリティで決定され

ていますが，生産費も参酌資料となっていますので全国で350戸ほど調査しています。

その中心は小麦で，350戸のうち225戸を調査しています。繭の関係では生糸の価格を

毎年決定していますが，これも米と似た方法で生産費を使っています。それで繭の場合は

約700戸というかなりの数を調査しています。畜産については，まず牛乳ですが，農水省

で決めるのは加工原料乳の保証価格です。現行は不足払い制度をとっています。これは例

えば，国の決めた価格が90円とし，メーカーが酪農家から買う価格を70円としますと，そ

の不足分の20円を不足払いという形で国が支払っています。これも生産費が直接使われま

すので，全国的にはかなりの数を調べなければなりません。現在約900戸ほど調査してい

ます。豚，牛についても生産費が直接に使われるのではありませんが，生産費を使ってい

ますので，かなりきめ細かく行なっています。次に調査方法ですが各々の品目ごとに調査

農家にお願いをして調査していますが，生産費の場合，決められた作物にどれだけ資材

を投下したかが中心になりますので，それを毎[1記帳してもらうのが原則となっています。

その他最終的にどれくらい生産物がとれ，それをいくらで販売したか，あるいは自家消費
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したかなどを記帳していただきます。持ってまいりました４枚綴りの調査票（86頁～89頁）

の最初の経営概況は農家の実状を調べるものです。次は投下する材料を毎日つけてもらい

ます。特に生産費で重要なのは，ご承知のように日本の農業は家族労働が中心ですので，

労働時間を-1-分に把握することです。そうしないと生産費に大きな影響を及ぼすからです。

それで労働時IＭ１を作業別に毎日記帳してもらいます。特に動力Ⅲ機械の使用時間は’昔は

田植えｊ稲刈りなども手で行なっていましたが，最近は機械化され，機械の償却費が増え

るかわりに労働時間は減ります。このため機械の使用時間が特に必要になってきました。

ただ機械の能力が違いますから非常に問題がありますが。３の資料の購入支払料金という

のは，実際に使用したときにそれが（量ｘ単価）コストになる訳ですが，買ったその日に

使用するということはあまりありませんので，価格を評価する場合に資材の購入等の単価

を算出するために必要となります。先程申し上げました３枚目のは，生産費のほかに収益

性も必要ですので，そういうものも全て記帳してもらうという構成になっています。そう

いうことで生産費の場合は農家経済調査にくらべれば単品ですので，農家にやっていただ

き易いのですが先程申し上げませんでしたが，実は我々が農)家に調査をお願いする場合

は一定の謝金をお支払いしています。しかし謝金単価は安く，農家経済調査であれだけ毎

日記帳していただいているのに年間12,000円ぐらいしか支払えません。最近ならば１～２

日出れば10,000円ぐらいになるのに，１年間毎日記帳してもらってその程度ですからⅢ我々

は謝金面でも困っているというのが現状です。生産費の場合は，例えば米ですと調査期間

は１～12月となっていますが，実質は７～８カ月間ということですので謝金は5,000円

程度です。その他野菜等は3,000～４，０００円程度です。－万調査員手当は毎年ベース・アッ

プに比例して上がりますが，謝金は全く上がりません。記帳調査をお願いしている我々の

課としては難しい現状にあります。簡単な説明で恐縮ですが，生産費の関係は今申し上げ

ましたように，農家の段階で購入した物と最終的に出来あがった物を記帳していただくと

同時に農家経済調査と同様に，固定資産である農機具や建物，その他地代の関係等につい

ては全て聞き取りをして，今日持ってまいりました米と牛乳の個別結果表の全ての項目の

結果を出します。ただ農産物と畜産物の違いは，畜産の場合は１年中やっているので調査

期間を季節的に区分することができない点です。それで我々は現在，牛乳の生産費につい

ては調査期間を７月１日から翌年の６月末までの１年間としています。豚も同じ期間です。

牛は１カ月遅らせて８月１日から翌年の７月末までにしています。このように調査期間を

決めていますのは行政価格が大体３月末に決定され，それに直接使われる関係上，上述の

ように設定しないと最新の結果が利用出来ないということも参酌して設定しています。た

だ農家に記帳をお願いする場合の違いは，畜産の場合は頭数を把握しなければなりません
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ので，毎月月初めに頭数を記帳する表がつけている点です。

次に公表資料ですが，まず米についてです。米の生産費は昨年は７月８日に公表しまし

た。これは前述した約３，０００戸の農家の全国平均ということで公表しているものですが，

表示は農産物の場合は１００当りとその品目の単位当りということで米だと60kg当りで表

示しています。５７年産で見ますと，６０kg当り20,584円になっていますが，ご承知のように

昨年の米価は1.76％上がって18,226円ですので，単純に比較すれば今の米価は償わないと

いうことになります。この平均生産費で見ればそういう結果になりますが，償える規模の

大きな農家もかなりあります。これは１本で出ていますが，年報では作付け規模別に表示

しますのでその点もある程度まではわかります。特に農産物の場合は，一般的にそうなの

ですが，表に費用合計と費目の構成比が出ていますが，労働費が約４割です。特に米の場

合は農機具が46～47年以降増加し，そのウエイトがが高まってきています。その反面労働

費のウエイトが，また、４割近くありますが低下してきています。また賃借料料金という欄

がありますが，ここにライス・センターなどの利用が一括計上されていますので，以前は

ほとんどなかったものが現在ではコンスタントに５％台になっています。野菜・果樹にな

りますと労働費が６～７割になり，家族労働費を中心に生産費が構成されます。次は畜

産の牛乳の場合ですが，これは今年の３月26日に公表したものです。表示は搾乳牛通年換

算１頭当り生産賀で56万円，3.2％換算乳量100kg当たりで9,049円です。現在国が決定

している加工原料乳の保証乳価は１ｋ9当たり90円少しだと思います。全国平均ではありま

すが，５８年はほぼ似通った数字になっています。乳価を保証しているのは北海道を中心に

して，内地は若干しかありません。今のところ北海道が加工原料乳の仕向けが高いですか

ら毎年３月の価格決定を前に開く審議会には沢山の酪農家の方々がこられます。例えば５９

年の乳価を決める場合は58年の生産費をベースに畜産局で，米価を算定する際と同様に，

物価スライドし，家族労賃については北海道の製造業の労賃で評価します。米の場合は若

干異なりますが，基本的には５～999人の製造業で評価しています。ですから米と牛乳の

算出方法は非常に似ています。米は過去３年間を使うという限定がありますが，牛乳は北

海道の生産費をベースにして，家族労働の評価替え，資本利子を実態にあわせるなどしま

す。我が方の資本利子は一括で４％で計算していますが，行政価格で使う場合は自己資本

と他人資本に分けて（当方では補完調査を３年にl1Ijl行なっています）補完調査の借り入

れ利率を使って評価替えし，自己資本については例えば農協の１年定期の利率を使うなど

して評価替えして最終的な決定をしています。そういうことで米価，乳価，繭は直接生産

費をベースに試算されますので国会などからの質問も多いです。最近はそうでもありませ

んが，４８年石油ショック以降は配合飼料が上がったために畜産は苦しい経営が続きました。
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その時に国会等で特に言われたのは，牛乳は3.2％で換算して生産費を表示していますが

これは誤っていると云う意見でございました。例えば本日の資料で見ていただきますと５８

年の乳脂率は現実に357%あります｡それを32%で換算るということは,器ですから
１倍少しになります。それで実乳量＝5,543kgを3.2％で換算してしまいますので3.2％

換算の乳量は6,203kgになってしまいます。そうすると実際には5,543k９しか出ていない

のに計算上は700kg水増しすることになります。この点を国会筋からやかましく言われま

した。結局乳価も最近は上がりませんし，原料用かんしょ，ばれいしょ（でん粉），てん

さい，さとうきび等の生産費は一定の基準で生産費を算出していないのに何故牛乳だけ

3.2％換算を行なうのかと言われたこともございました。次は豚と牛ですが，どちらも同

じような考え方です。特に豚の場合は36年に畜安法ができた時に，豚肉は肉の中でも消費

が多かったということで，指定食肉に指定され，毎年安定上位価格と安定基準価格を決定

しています。昔は豚のサイクルは３年ぐらいだったのですが，最近は大規模化され５年サ

イクルになりました。それで５年の平均生産費に対して価格決定年度の生産費がどのくら

いになるかを推定し，その比率を実勢価格に掛けて計算しています（需給実勢方式）。牛

乳に比べれば生産費の使われ方は間接的かもしれませんが，生産費を直接使うことには間

違いありません。そして食肉部会，酪農部会が３月に開催され，そこで審議されます。牛

乳とちがい，豚と牛については，米の説明の際に述べたものと同じように構成比か出て

いますが，最初に子豚代に当たる素畜費が58年で51.8％で生産費の中の半分が子豚代にな

り，流通飼料費（主として配合飼料）が35.5％で，両者をあわせると87％以上になるとい

う点です。他の費用がいくらあっても，コストそのものは素畜と飼料費でほぼ決定される

ので，家族労働費（7.6％）はさほど重要ではないということです。もちろん細かい費目

を調査しないで良いということではありません。牛も同様です。

最後は物価賃金統計調査です。これについての要領の抜すいがお手元にあると思います。

冒頭で大雑把に述べましたが，現在実施している物価統計調査は，農家が販売する農産物

価格と農家が経営を運営していくための生産資料と生活していくための生活資材の３つに

大きく分けて調査を行なっています。特に農産物の関係を野菜とそれ以外のものに分けて

います。というのも野菜は価格変動が大きいので毎月５，１５，２５日の価格を調査しますが，

それ以外は原則として毎月'５日を調査日としています。この調査の指定先ですが，農家販

売価格は大きな農家であれば直接自分で出荷しますので，その価格を調査しますが，主と

して農協，出荷団体等で調査を実施しています。野菜も似たような所で調査していますが，

野菜果実等は１年中農家が販売しているわけではありませんので，価格の調査を行なう月

を決定しています。これは園芸統計課等で調査している月別の出荷量が出ていますので，
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その出荷量の多い月を順に並べて大体80％をカバーする月までを出回り期間（調査期間）

として設定し調査しています。畜産や他のものは１年中販売されますので，４～３月で毎

月調査をしています。調査の方法は面接を原則としますが，価格の変動があまりないもの

については電話等で行ないます。ですから野菜は価格変動が大きいので面接ですが，生産

資材，のうち飼料，肥料は値上げや値下げ以外はほとんど変動しませんので電話等で聞き

ます。生活資材である家計用品については主として小売店で面接を中心に調査をしていま

す。以上のような形で各々指定先で調査をお願いして，面接，電話等で聞いた毎月１５日な

いし野菜の場合は３回の単純平均を月平均として事務所から上がってきた数字を全て本省

で電算処理します。お手元に結果表（農産物・生産資材・生活資材）がございますが初め

の４～５枚は今述べた農産物価格（生産者価格）ということで農家が販売した価格（農産

物価格）です。これを事務所から県平均として報告することになります。県平均を出すま

では算術平均です。ここに書いてある品目を全て調査し，コード番号がうってありますの

で電算処蝿をします。農産物の場合は各々府県別の基準時（現在は55年度）のウエイトを

掛けて全国平均値を出します。生活資材，生産資材･の場合は府県別のウエイトは掛けてい

ません。農産物の年度平均を出す場合は月別の出荷量ウエイトを乗じて算出しますが，購

入品の生活資材，生産資材は単純平均で算出します。最終的には価格と同時に55年度を

100とした物価指数を出します。２０日に公表した４月分の結果をお持ちしておりますがこ

の数字をご覧になればおわかりになるように，農産物の場合は総合で前年に比べ5％の上

昇になっています。結果表ではこれを大きく類でくくっています。米，麦，豆……と加工品

の稲わらまで含めて４月の総合の対前年比が5.0ですが，この野菜のところを見ていただ

きますと，ご承知のように今年に入って大根，キャベツ，白菜と野菜が高いので，昨年に

比して23.3％も上昇しています。野菜も３つに分類されていますが，その中でも葉茎菜類，

根菜類が非常に高く，そういうことから全体として23.3％になっています。ウエイトが一

番上に書いてありますが,野菜はT{fiii;あります｡それで今回の5%の上昇は,隣のいもも
高いのですがウエイトは小さいので全体としては野菜が農産物の物価上昇に寄与している

と言えます。今年に入りまして２月は7.4％，３月は5.0ですが，ご覧になればわかるよ

うに野菜価格の上昇が農産物の総合指数を押し上げています。そういう意味では，農家側

から見れば良いのでしょうが，しかし一般的には最近の農産物の販売価格，行政価格はお

しなべて上昇率が低くなっています。そこに52～57年度までの対前年度比が出ていますが，

大体３～４％程度の上昇です。５８年度の数字が出ていませんのではっきりしませんが，恐

らく５７年度は２％ほどダウンしていると思われます。５８年４月から今年の３月までの_上昇

率を単純に見ていっても，ウエイトがかかるので異なりますが，上昇していないと見）れると
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思います６次に結果表の４～５頁を開けていただきますと，購入品総合とありますが，これ

は農業生産資材と生活資材を含めた合計です。農業生産資材総合で見ると1.4％上昇して

います。これも最近は上昇率が非常に小さく，逆に下がっている月もかなりあります。で

すからこれはどちらかというと安定していると言えます。ただ配合飼料はずっと上昇して

いますが，これは配合飼料が値上げされたためです。肥料が下がっているのは昨年値下げ

されたためです。以上のように農業生産資材は安定してきています。次の表が生活資材で

すがⅢこれは総務庁の小売物価統計の農村版として見ていただければ結構です。小売物価

も安定していますが，農村の生活資材価格も非常に安定していています。５８年４月以降を

見ても大体１％以下で安定しています。単純に58年度を見ましても±０か1％以下で非常

に安定しています。以上で説明を終わらせていただきます。
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＜討論＞

堀口：農家経済調査は総務庁の家計調査と調査対象はダブっていませんね。

町田：そうです，それは調整しています。

堀口：むこうは農家の調査は行なわないということですが，調査の方法としては家計調査と

同じと見ても良いのですか。

町田：そうです。総務庁は一昨年頃に費目分類を５分類から１０分類に変えましたが，我々の

方も57年の選定替えからすべて合わせています。ですから一応比較はできます。

堀口：ときどき農家経済調査と生産費調査を比較しようとするのですが，実際は難かし〈て

できません。例えば農家経済調査の項目と生産費調査の項目は概念的には同じと考えてよ

いですか、

町田：ほぼ同です。

堀口：地代の項目をとっても同じですか。

町田：そうなのですが，ただ異なるのは農家経済調査の場合は収益部門は個々にとっていま

すが経営費部門は１本化されている点です。先生方や構造改善局等から農家経済調査の中

で部門別に所得率が出ないかと言われていました１番良いのは１戸の経済調査農家から生産

費も農家経済もできるような標本を共用することです。我々も以前に検討をしたらしいの

ですが，そうすると農家の負担が非常に大きくなってしまいます。前述のように今でさえ

頼みにくいのにこれ以上はということで生産費を使って農家経済の農家を計算上部門配分

したらどうかということになりました。というのは，農家経済調査は作物別には規模が出

ています（作付面積，粗収益など），だから問題は経営費を配分すれば良いだろうという

ことで，生産費の農家を全部リスト・アップし，作付面積，規模別に重[１帰式を作り，費

目別にそれと相関の高い従属変数を選び出し重回帰式を作ります。そして経済調査農家の

作付規模にそれを全てあてはめて，費目別に配分します。例えば，ある農家が米ときゅう

りを作っているとすれば，品目別に全て重回帰式を作り，農家経済調査の該当の作付ｍｉ積

なりであてはめて計算し，例えば肥料費を出します。そしてそれのトータルを出します。

そうすると計算した数字と調査結果（農経調）の数字に差が出るので，それを比例配分で

ある程度補正します。あとは粗収益か出てますので，部門別に農業所得を出します。私もこ

ういう計算をしたことがありますが，米はわりにうまくいきますが，農家経済の野菜にな

ると例えばきゅうりを２０作っているなど規模が小さくなります。ところが生産費の場合

少なくとも１００以上という規定をしています。それで平均的なところはあてはまりが良い

のですが，下になると悪くなり，無理になります。ですから非常に難しいですね。本来は
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１つの農家を配分しないで実際に調査すべきですね。ただ経営部分の考え方はほぼ同じで

す。

田路：サンプル選定に神経をお使いになっていることは良くわかります。業種別，地域別，

形態別でないと平均を出した意味がないと言われましたが，それもその通りだと思います。

そうすると業種別，専業，兼業別，地域別という分類の代表性をサンプルが持つようにと

られているのでしょうか。

町田：それは前述しましたようにⅢ全国の農家平均といっても実際にはそのような農家はあ

りません。ですから１番使い易いのは’組織別に農家を分類して行なうことです。そうい

う要請が非常に強くなりまして，５２年かその前の標本選定から主部門規模別にグループ分

けしています。即ち稲作部門，果樹部門，施設園芸部門など大体10部門に分けています。

そういう似たような集落を階層分けして，その中から抽出しています。ですから，そうい

う意味では経営組織別の単一経営などの部門別集計結果はわりに使えます。しかし専兼別

というのは結果論でそうなるのですし，前年と比較しても，例えば昨年は第１種兼業だっ

たのが今年は第２種兼業になったりと，その年の金額ベースで変わってしまいます。です

から実際問題として，専兼別などはグループ分けできません。

田路：農業の性格からいって，細かいことは別として，分類を代表するようになっていると

いうことですね。

町田：昔だと耕地規模だけで配分していましたが，畜産や施設園芸は耕地規模はあまり関係あ

りませんので，それで配分するのはおかしいということで主部門のグループ分けに変わり

ました。

北川：標本の抽出は毎年やり直すのでしょうか。

町田：これはセンサスを.母集団にしていますので，今公表しているのは55年センサスをベー

スにしています。農家経済の場合は２年がかりで選定替えします。１年目は今述べたよう

な階層分けを行ない，抽出階層まで作ります。２年目に実質的な農家選定を行ないます。

ですから実質的には57年から新しい農家になっています。

北川：それが５年間続くのですか。

町田：そうです。次は60～61年で選定替えをし62年から新しい農家となります。

北川：引き受けた農家が１年目はよかったが，２年目は断わるというケースも出てくるわけ

ですか。

町田：断わられた時は，同じ形態の農家を同じ集落から拾い出すことにしています。

森：1年間記帳しなければならないのですか。

町田：そうです。総務庁は６ケ月ローテーションで行なっていますが，私どもの方は一応５
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年ということになっています。２～３年前に総務庁の担当者と私達とで話し合いをし，そ

こでもよく５年もやってもらえますねと言われましたが，農家と一般の家庭とは性格も違

いますし，我々は直轄機構を持っていますが，むこうは調査員で行なっているということ

もあります。また我々の地方の出張所の職員はほとんどその地方の方々ですからお願いし

易いこともあります。こんな話をしてはいけないのでしよいが，そのかわり付き合いもな

かなか大変のようです。役所は交際費を全く認めていませんから，困っています。

堀口：５年ごとの選定替えで何割ぐらい残りますか。それとも完全に替わってしまうのです

か。

町田：本来は全て替えたいのですが，全部替えると，いくら同じような農家を選定しても違

いはありますので，連続性が無くなってしまいます。それで抽出作業を行ない，その結果，

同じような階層で替えなくてすむとところはできるだけお願いしてやってもらいます。

堀ロ：半分以上は残りますか。

町田：そのようなことはありません。

森：それは意識的にローテーションという意味でやっているのではないのですね。

町田：結果的にそうなるということです。例えば，同じ集落の中で任意抽出し，今までやっ

た人でない人に当ったとします。その場合には，同じグループの中ですから，今までやっ

てもらっていた人にお願いすることはございます。連続性と代表性の両者を兼備すること

ははっきり言ってなかなか難しい問題です。例えば，他の調査でマクロ的に出てきますが，

それと整合してみて大きな差が出ることは問題です。また最近は兼業農家が多いいですか

ら，昼間に出かけてもいません。それで夜電話したり，出かけたりすることになります。

兼業農家の人も好きで引き受けたのでもありませんので新たに頼むというのは非常に難し

いですね。

田路：１回継続すれば１０年ですね。それ以上継続していればかなりの年月になりますね。

町田：そうです。それでかなりの年月の人がおられます。そういう農家の人は熱心で，自分

で簿記をつけて経営に役立てたいという場合もあります。それでむしろやらせて下さいと

いう人もあります。

喜多：現在も長期継続の人を表彰したりしていますか。

町田：行なっています。農家経済の場合は５，１０，１５，２０年で大臣表彰しています。農家の

方はまだ純朴な方が多いですし，大臣表彰は光栄ですから……。１０月１８日の統計の日には，

各事務所で，２０年以上行なっている記帳調査農家の方を招待して，金盃等をお渡ししてい

ます。そうして少しでも長く協力をお願いしています。こうしていれば他の人が選定され

ても，そうしてくれるということもありますから。ただ我々が会議をやるといつも言われ
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るのが,謝金を増やせということですね。こればかりはどうにもなりません。

森：農家経済調査を地方でテープに入れるとのことですが，その作業はどこでやっていますか。

町田：外注です。

森：労働時間についてですが，何を作るために使った労働時間なのかという内訳もとれるの

ですか。

町田：とれます。日計簿の中では人別に何をしたかを記帳してもらいますが，これだけが電

算処理されずに残っています．というのは，これは頻度が多いので電算に入れれば効率的

になるのですが，ご承知のように現在はマイナス・シーリングですので，６０年度から電算

化のための予算要求をしましたがだめでした。しかし我々は今後早い時期に行なおうと思っ

ていますので，現在試行調査を数ケ所の事務所で行なっています。それを本格調査に結び

つければ先生が言われたように，かなりきめ細かく出せるようになります。

田路：きわめて乱暴な話ですが，農業に関しては，最終的には政府が主要品目の価格に介入

していますので，ある意味では国営企業のようなものだと思います。それで私は農業統計

の性格とそれ以外の統計例えば，総務庁統計局の家計調査や通産省の統計とはかなり意味

が違うと思います。この場合には，農家にかわって政府が簿記をつけてやっているような

もので，それによって具体的に価格が決定するという経過を辿ると思います。したがって

正確性が強く要求されると思います。それに対して例えば，鉄鋼の統計などは結果的には

正確な数字があがってきていると思いますが,かなりくるっていても通産省の行政に影響

するわけではなく，極端なことを言えば経済分析ための補助手段にすぎないと思います。

ですから正確度に対する要求の強さの差が非常に大きいと思いますが，実際にやっておら

れる方としてはどうでしょうか。

町田：工業の場合は自分で全て簿記をつけて，効率化し，できた製品にはコストがいくらか

かっているから価格はいくらだと自分で決定することができますが，農業の場合は自分で

価格が決められません。食物だからということもあります。我々としては，農家の方が自主

的につけてくれるのが良いのですが，それができないということですので，我々がかわっ

て行なっているということです。我々は標本に選ばれた農家の皆さんは今後の農業を良く

していくための一番重要な仕事を行なうのですと言っています。しかし当局への政策的な

問題もあると思いますが，自分達のした事が良い方に使われれば良いが，悪い方に使われ

たら困るということがあります。そのよい例が，最近，近畿や関東で施設園芸を中心に

脱税という話が新聞にも出ましたが，その際に近畿の新聞が農水省の統計によればこうだ

から，脱税を沢山していると出しました。我々は調査票を配る際に，これは全て税金には

関係ありません，秘密守りますと書いてお願いしています。ところが，そうして行なった
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調査が税金のことに使われているではないかということになり，非常に困っています。ま

た最近では行政価格が上がりません。その基礎資料は生産費になっています。そうすると

農家の人にすれば，帆まれて，やってやった調査が価格を上げないものに使われていると

いうことになり，調査拒否が出たこともありこの点も我々の悩みですね。工業製品の場合

はコスト＋それにみあう利潤，という一定の価格で売れますが，農産物はそうはいかないの

で農水省が補助金を使って農業の育成を行っているのだと思います。とろが財政当局に言

わせれば，農業は金ばかり使うが効果は全くないということになります。特に最近うるさ

いですね。以前の農家経済調査の農家所得は農業所得と農外所得を入れたもので，役々は

その農家総所得でものを言っていましたが，今は農家総所得で言っています。出稼ぎ扶助収

入を含めて農家所得と言っていますが，これは，出稼ぎ扶助収入は移転所得であるし，

自分で働いてもうけた所得ではないから別のものだと考えました。定義上の問題もありま

すが，出稼ぎ扶助収入の中には転作奨励金，共済の払い戻し金等で，最近は年金のウエイ

トが大きいのですが，大蔵省からみれば，国が補助して金を出しているし，農家はそれを

使っているのだからそれを除いて農家所得が低いというのはおかしいということになりま

す。農業白書を見てもそうだ､と思いますが，今はほとんど農家総所得でものを言っていま

す。どちらが良い悪いは言いませんが，大蔵省サイドから見れば，農業に沢山の金をつぎ

こんでも効果はないのだから，統計もそれを含めて出すべきだということになります。

喜多：５７年度を見ますと農家所得が4964打9，農外所得が4000千円，農業所得が959千円ですね。

町田：５５年が冷害の年だ､ったのですが，その前の54年は112万6000円ありました。それが５５

年な冷害のため95万円と下がってきました。農業依存度は57年で20％を切っています。大

蔵省に言わせれば，農家にとっても農業では20％も生活できないではないかということに

なります。ですからよく言われるように，第２稲兼業のようなところを農水省がどの程度

支えていくのかという問題があります。しかし統計情報部が５反未満を切って，規模の大

きいところだけを調査することができるのかどうかという問題があります。生産費は特に

そう思いますが，米の場合は兼業農家のウエイトが量的には３～４割ありますからいえま

せんが，畜産の場合，例えば豚では，1頭以上飼っているところを調査しいます。畜産局

は少なくとも豚は将来30～50頭以上，牛は20頭以上育成するとしています。それならば我々

も例えば,豚は20頭以下は調査しないと言えば難かしい問題が出てきます。

喜多：それに関連しまして，昔から問題になっていて非常に難しい問題だ.と思いますが，ほ

とんど農家ではないような下の方の兼業農家と一生懸命農業をしているところを，同じ方

法，同じ項目で調査しているところを検討したらどうかという問題がありました。例えば，

農家経済調査で下の方の農家は農産物を売ったりしないので，家計調査は必,要だが経営調
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沓の詳しいことは必H1jないというような，統計の簡略化の問題が出ていましたが，その点

の検討はどうなっていますか。

町田：前からそういう話がありまして，前回のときに企iHjl1情報課の鎌倉さんが話されたかも

しれませんが臨調の答申で私どもも５年間で2,000人減らさなければなりません。現在私ど

もは本省を含めて8,000人強ですが,2,000人減らすということは61000人体制で65年からは行

なわなければなりません。そうしますと，はっきり言って今の調査を全て実施することは

非常に困難です。それで今先生が言われたように，今までの調査を抜本的に洗い直しをし

て，簡素化できるものはすることが必要になります。それで今私どもの部ではⅢ将来の組

織の在り方，業務の在り方を検討しています。そういう中でどのような結果が出てくるの

かわかりませんがⅢ先生が言われたようなことが出てくるのではないかと思います。経済

統計課の場合は今まであまり手直しをしていないと思います。ですから今回はそういう問

題も出てくると思います。以前に耕地規模３００以下の農家の調査はやめるということで検

討を進めたこともありましたが，官房調査課から非常に強い反発があって現在の形に変え

た経緯もございました。そのときに先生が言われたような分離し，簡素化するという話も

あったのでしょうが，それは結局だめになったという経緯があります。今日はそういう形

のものも出てくるでしょうし，前述のような生産費との標本共用なども出てくると思いま

す。

喜多：この同じ様式の日記帳で専業農家も兼業農家もやるわけですが‘例えば，兼業農家は

農産物を売ったりしても書かなくてもよいというのもむずかしいですね。どうしたらよい

のでしょうかね。

町田：農業で生計をたてていない人まで調査する必要があるのかという問題はあります。先

生が言われるように分離すれば，平均をとるときに難しい問題がございます。それよりも

あまり零細なところはやめた方が良いという問題もあります。これは統計情報部だけで決

められることではありません。

喜多：簡素化とか統計調査の整備の点で直接総務庁から注文がくるのですか。

町田：昨年の臨調で統計を３年間で２割削減するということが答[|ｌされました。それは臨調

の関係でおりてきたのですが，それについては一応何をどうするかを出しました。今の問

題は我々の組織を2,000人減らさなければいけないと決定されていることです。それで6,000

人体制になったときに，どういう形で業務をするかということです。例えば，調査方法を

面接から調査員調査に切り換えるなどです。これは今我々の職員はやめていく人が多いの

ですが，統計の人はやめても就職するところもございませんので，そういう人を活用調査

を行なうことも考えられます。これをＯＢ調査と呼んでいますが，２～３年前から予算を
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とって行なっています。予算とは手当てのことです。これもなかなか認めてもらえません

が，現在，全国的には無理ですから各局１～２名のモデル出張所でやめた人に手当を払っ

て特定の業務について，試行調査を実施しています。臨調でも郵送調査及び，調査員調査

など調査方法の改善を言っています。食糧は検査士という制度を導入しています。これは

検査が集中的にありますので，やはり食糧でやめた人を忙しい時期だけ雇って行ないます。

今後大々的にできるかどうか予算との関連もございます。

森：この資料は農家経済調査のもので，農家が記帳するのですか。

町田：この結果表は農家経済調査のものですが，これは最後にまとめるものです。農家が書

くのは先程の１枚紙です。あと固定資産など細かいことが沢山あると思いますが，それは

出張所の職員が行って聞いてきます。そして最後にそういう一覧表にまとめるのです。

森：静態計算表は１年に１枚ですね。

町田：静態計算は年度初め，年度初めと年度末２回など，項目にもよりますが，ある時点で

調べたものです。

森：例えば静態表に主要固定資産とあり，この中に土地，農機具など沢山入っていて，年度

初めの現在価額とありますが，これはどうやって計算するのでしょうか。

町田：現在価額は取得価格から償却ずみのものを差引いたものです。

森：出張所の職員がそのような処方せんを持っていて，それにあわせて計算するのですね。

町田：そうです。

森：農家の人が行なうのかと思いましたので。

町田：農家の人は紙１枚で，できるだけ簡単にしています。ただ゛最近は農家の勘定，例えば

収支などは農協が一括して電算処理していますので，農家にいつ収入があったかなどを聞

いてもわからなくなっています。ですから農協に行って聞かなければなりませんが，農協で

は個人の秘密だといへて教えてもらえません。それで農家からお墨付をもらって，それから

農協で調査することになります。むこうにすれば電算化され簡素化されて良いのでしょう

が，調査する側からすれば難しくなったという面はあります。

田路：ここに現金の収入，支出となっていますが，これが預金通貨になってしまったのです

ね。

町田：そうなのですね。農協は毎日農家ごとに整理しているので，それをもらって調査する

ことになります。

伊藤：全く知識がないので恐縮ですが，先程子豚代とありましたが，あれはどういうことで

すか。

町田：生産費でやっているのは，豚の場合は子豚の生産費と肥育豚の生産費です。今日お持
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ちしているのは肥育豚です。豚の場合は繁殖子豚専門農家とその子豚を買ってきて肥育す

る農家があります。最近は一貫経営が増えていますが，我々の調査の体系としては繁殖部

門と肥育部門に分けています。それで肥育部門で最終的に芝浦等の中央市場で取り引きさ

れる枝肉の価格が，国が決定している基準価格より下がれば，その肉を畜産振興事業団が

全て買上げストックし，市場価格を安定させます。そのときの価格を出すときに生産費を

使っています。今述べたように肥育部門の農家は子豚市場から子豚を買ってきますが，そ

こから生産費が始まります｡それで子豚代というのがあるのです。

田路：米の生産費｢Ⅱの中に償却とありますが，例えば田植機などは１年で２～３時しか使い

ませんがⅢこういうものの償却はどう算出していますか。

町田：それは時間には関係なく，例えばその価格が50万｢I]で，１割の残存価格を引いて45万

円とし，耐用年数を５年とすれば，４５万円÷５＝９万円が1年間の償却費になります。

田路：そうすると償却といってもオブソレッセンスのコストになりますね。

町田：だから農家は機械貧乏だとよく言われるのです。ですから小規模な農家が単独で高い

機械を買うより，共同で持つ方が良いのでしょうが，そうすると自分がやりたいときにで

きないなど支障をきたすので，農家の人は少しぐらいは良いという形で買うことになって

いると思います。使用時間ごとに計算していくなら耐用年数は長くなるでしょうね。ただ，

例えばコンバインのように同じ機械で米にも麦にも使えるものは面積で配分したりします。

北川：米，豚どちらの生産費にもあてはまると思いますが，例えば豚ですと100kg当り生産

費肥育豚１頭当り生産費は肥育農家１戸当りの単純平均を出すものと１１戸当りであって

も飼育頭数をウエイトにした平均を出すものとがあると思います。それは結果数字も異な

ると思いますが，これはどちらをとっていますか。

町田：生産費の細かい説明をしませんでしたが，全国平均値の出し方は種々あります。畜産

の場合は牛乳も豚も先生が今言われた加重平均です。

北川：豚1頭当りで考えれば良いのですね。

町田：そうです。本来平均には単純平均，総和平均，加重平均とあると思います。それは設

計の段階で異なると思いますが，畜産の場合は農家数の減少が激しく大規模農家が増加し

ていくなど，年々のの変化が非常に大きいので総和平均そのものを使うより，その年の規

模別の戸数を掛けた方が良いということです（毎年の２月１日の畜産統計）というのは標

を選ぶときに頭数規模別の戸数に比例して配分しております。

北川：そうしますと，米の場合１００当り平均生産費は米を作っている日本の田畑全てを調べ

た平均と考えて良いのですか。

町田：そうです。畑は関係ありません。陸稲は私どもでは調査していませんので。
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田路：ただ裾切りがありましたね。

町田：米の場合は標本を選ぶときにｌ俵以_上販売する農家と規定しています。これは米価と

の絡みがあるからです。野菜や果実は１００以上作っている農家，畜産は豚や牛を１頭以上

飼っている農家など基準は決めています。

北川：ｌｏｑ当りの米の平均生産費は，例えば１反作っている農家と１町作っている農家だけ

だとすれば，１町作っている農家に10倍のウエイトをかけて出しているのですね。

町田：そうです。単純に１戸づつの農家の１００当り平均を出しますと違いますね。一種の加

重平均のようなものですからね。

北川：生産費は全て同じ様な考え方ですか。

町田：そうです。

田路：結果的には相対法と総和法の差であり，もし理想的にいけばどちらも同じ結果が出る

のではないですか。

町田：そうですね。

北川：単価を出すにしても精度の問題が出てきます。そうするとサンプルを抽出する際に，

規模の大きい方の抽出率を高くするのが普通だと思いますが，どうでしょうか。

町田：米の場合は抽出率をかえていません。畜産の場合は抽出率を若干上方にもち上げてい

ます。ただ米価の関係もありますので，米の場合は他のものよりは精度を高くするように

しています。精度というのは難しい話がありまして，私も数理統計の専門家でもありませ

んのでよくわかりません。結局は分散を小さくし，それにみあう標本ということだと思い

ます。ただ精度ばかり気にしていると代表性の問題が出てきます。

森：米の生産費の速報の中に第２次生産費とありますが，第２次とはどういう意味ですか。

町田：昔は生産費は，肥料費，薬剤費など投下したコストの合計である費用合計，そして副

産物は稲藁等ですが，これは売れますし，それまでにどうするかはわかりませんので分離

するわけにはいけません。それでここまでは賛１１１がかかったということで計算し，実際に

稲藁が売れたら，その分だけ差し引いて第１次生産費としています。ここまでが本来のコ

ストです。次の資本利子，地代というのは，擬制計算みたいなものです。資本利子という

のは建物・農機具の固定費（現在価）と肥料，薬剤費などの流動費などで，若し手持ちの

現金を農業を行なわず貯金していた場合につく利子のことです。統計情報部は昔から資本

利子を年４％としています。この基準は．昔国債の利子が年3.8％だったとか，郵便貯金

が3％余りだったとかで，一律４％にしたそうです。現実的に考えれば，６％なり７％でお

金を借りてきて行なう人もいます。そうすると資本利子は本来，自己資本と他人資本に分

けて利率を変えなければいけません。これは非常に難しいですし，調査が複雑になります
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ので，一括して擬制的に計算しています。実際に米価や乳価を計算するときは，３年おき

に実施している補完調査（借り入れでどのくらい資金を使っているかなど）をもとに，分

けて食糧庁や畜産局は使っています。地代も借り入れ地と自己地があり，資本利子のよう

な考え方です。借りた土地は小作料として支払いますので，これはコストですが，自作地

については本来見なくても良いのですが，土地があるから生産できるのですから，小作料

はそのまま見て，自分の土地をどう評価するかという問題があります。私どもは，例えば

１００当り25,000円で借りていれば，自分の土地も同様に評価します。こういう擬制計算で

すので第２次生産といっているのです。

伊藤：これはSNA以前からあるのですか。

町田：そうです。第１次生産費が本来の生産費でしょうが，今は第２次生産費を生産費と我々

力呼んでいる関係もあります……。米価を出す場合に地代は，借り入れ地は実際の小作料，

自作地は統制小作料を使いました。２～３年前に統制小作料がはくなりましたので，今は

変えているようです。我々は周辺の似たような土地で作ると，どのくらい小作料を払うか

という類iljを使っています。

田路：償却に関係しますが，農家のうち農用に使う部分の償却がそこに入っているわけです

か。

町田：そうです。

田路：住居分は入らないのですね。

町田：そうです。負担割合で配分しています。

堀口：自作地で擬制計算しますが，その場合の小作料はおっしゃる通り統制小作料を使って

いて問題があったと思います。現在はそれを使わなくて，かなり小作料が上がったと考え

て良いのでしょうか。

町田：上がってますね。統制小作料がなくなって，大体標準小作料水準に近づいてきていま

す。ただあくまで土地を借りていた農家と地主との関係がありますので，一概にどうだと

は言えませんが，水準としては上がってきています。

堀口：この自作地の擬制計算と実際に小作をしている場合の負担地代には，集計してみると

違いがありますか。

町田：それはあまりありません。大体実勢地代に近づいています。

堀口：その場合の実勢地代は，かつての統制小作料水準に近いのか，それとも闇小作といい

ますか相対のものに近いのでしょうか。

町田：両方に近いと思います。というのは，統制小作料をよく使っていたのは東海地域だと

聞いていますが，統制小作料は農地改革で持ち分が限定されていますので，沢山あるわけ
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ではありません。それがなくなって,今まで6,000円支払っていたのを25,000円支払えといっ

ても農家は認めないということもありますが，近づいてきていると思います。:事実私も田

舎に土地を持っていて統制小作料をもらっていましたが，当時は4,000円ぐらいでした。と

ころがそれがなくなったので，我々の地域の標準小作作料25,000円に近づけるように話を

したのですが全然聞いてもらえませんでした。それでいくらでも良いということになって

しまいました。それは場所にもよると思いますね。東北などは３～４俵でそのような所が

あるようですし（私のいる）山口では，現在１俵は18,000円ですが，これだと作ってくれ

ません。

田路：これを見ますと地代は生産費の２割弱を占めていますが，これはかなり高いですね。

町田：ですから米の場合についても問題になるのは，地代のウエイトが高いのでそれをどう

みるかということです。食糧庁は昨年までは統制小作料を使っていたようですが，これか

らどうするかは問題ですね。全中などの要望は土地→資本利子ですしね。

堀ロ：私は1年間ほどアメリカに行っていたのですが，アメリカは州立大学が経営診を行な

い，実際に生産費調査のようなことをします。私のいたイリノイ大学では，土地は別とし

て資本利子は毎年実勢の銀行の利子に近いもの（例えば７～８％）をとっています。地代

は実勢地価に利子率（これも毎年変化させて２～３％にしていますが，この基準は問題で

すね）を掛けて出しています。実際に農業における資本が流動的ならば，そのような計算

をしなければいけないと思うのですが，どうでしょうか。

町田：あくまで私の方は一定の約束で算出したものですから，これを使って直接行政価格を

算定する原局は資本利子及び地代を分解し，例えば資本利子の中の自己資本利子は農協の

定期貯金が昨年と違えばそれに対応して変えています。また，借り入れ資本についても原

局からみれば統計情報部に毎年調査を依頼したいのでしょうが，私どもとしてはそうはい

きませんので，３年に１回実際に農家が米のために借りて使った利子を調べ，平均借り入

れ率を算出し原局でこの数値を利用しています。自己資本は今述べたように農協定期の率

が変われば原局はそれに対応して使いわけはしています。乳価もそうです。

堀ロ：もしその計算をすれば生産費は上がりますね。

町田：そうですね。今の農産物は総体的に過剰気味なので価格決定も難しいと思います。で

すから米価でも必要生産量で計算しますし，豚はすぐ生産過剰になりますので，昔から需

給実勢方式といってその計算の中で翌年の生産量と需給量を計算し，需給凋整係数として

作用させています。

田路：それは価格決定ですか。

町田：そうです。米の場合は必要生産量を算定して生産費を組替集計しており，また豚の場
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合は前に述べた方法を採)[I]しています。

堀口：米の場合に，並べてみて，２割多過ぎるときは下から切っていくのですか。

町田：生産費の低い順に並べて，高い方から切ります。

堀口：生産費がかかる方から切るのですね。

町田：そうです。

田路：生産費統計というのは，あくまで価格決定の参考資料ですね。

町田：そうです。ただ例えば米の場合も我が方の調査で今度公表するのは昨年度の分です。

これから決定するのは59年産米価です。ですから我が方の調査は去年の12月に終わってい

るので，今年の１月から価格決定をするまでの物価変動や，労賃の上昇などを織り込まな

ければなりません。畜産では今年の４月以降使われる価格は，我が方の調査で去年の６月

（豚の場合）に終わっています。ですから我が方の調査は結果は数ケ月前のものですから

直近の物価指数等で修正しております。ですから先生が言われるように，ベースにはなり

ますが，実際に使うところで種々の計算をすることになります。

田路：アメリカでは地代がコストの何％ぐらいを占めているのでしょうか。

堀ロ：場所によって異なりますが，私のいたコーンベルトの代表的地域では（２割より）も

高いですね。

北川：利子率というのは借り入れ資本だけはなく，自己資本も含むのですね。

町田：そうです。

北川：労賃資本というのはどういうことでしょうか。

町田：労賃は結局自分の家族労働部分ですが，自分の労働部分を資本として見て計算してい

ます。

北川：要するに支払わない労賃ですね。

町田：例えば人を雇えばという前提ですね。

北川：自家労働部分なのですね。

町田：そうです。ただ計算上は労働資本と流動資本は単純に４％を掛けるのではなく，光し

て掛けます。これは機能期間の関係があるからです。固定資本は初めから必要ですのでそ

のまま４％を掛けます。

堀口：総合物価指数は総務庁の小売物価指数と差はあるのでしょうか。

町田：我々の考え方としては，総務庁は都市で我々は農村です。昔は都市と農村の違いが顕

著にあったのですが，特に生活部門では今は農村も都市化されています。それで例えば食

料品についても似てきますので，昔ほど差はありません。農家経済調査の生計費部門で見

ても昔は自給部分が多かったのですが，今は買ってきて食べる部分が多くなり，自給する
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のは米など特別なものだけです６栄養価を見ても勤労者と農家が違わなくなってきました。

ですから家計費部門を農村と都市に分けて調査する必要があるのかどうかという話もない

ことはありません。総務庁が３年に１回実施しています全国消費実態調査も全世帯で実施

したいようです。

森：今回の全国消費実態は農家も対象としているのではないですか。

町田：１部入り込んではいます。

田路：農村物価指数の農産物のウエイトを見ますと，畜産物が27％，野菜が約20％を占めて

います。畜産農家と耕作農家は，兼業もあるでしょうが，大きな部分は完全に分かれてい

ると思うのですが。

町田：５５年のウエイトは農家経済調査の農家の販売金額をウエイトにしています。畜産の場

合は金緬ベースですから一般に単Iilliは高いということもありますし。野菜と畜産というの

もあるでしょうしね。

田路：これは物価指数ではなく農家経済調査の問題かもしれませんが，専業の畜産農家，野

菜の専業地区がありますが，投入資材が全く内容を異にするので，両者を分けた方が良い

と思うのですが。

町田：そうですね。ただ゛単品ごとには後に出ています。

田路：投入費材との対応を見たりする場合に困るのではないかと思うのです。

堀口：生産資材で見ていますと，例えば70馬力のトラクターの値段が出てきますが，これを

アメリカの70馬力のトラクターの｛,１１１段と比較しようと思えばできますね。意外に日本は高

いのではないかと思って１度やってみようと思ったのですが，そういうことはないですか。

町田：私はわかりませんね。

田路：むこうの方が平均の馬力が高いでしょうね。

堀ロ：そうです。だから比較はちょっと難しい。これを見ていると物価だけでなく生産費に

対応して物的タームが原票ではとれますから，例えば肥料をどれだけ投入しているかがわ

かりますね。

町田：原単位でわかります。

堀口：農家資材の購入及び支払い料金の中で，支払い料金がどのような作業にいくら支払っ

ているかは原票でわかるわけですね．

町田：そうです。ですから原単位の中で賃借料料金の内訳は原票では出していると思います。

堀ロ：実は昨年，米生産費調査の個票を使って，日本の零細分散錯圃業を集団化したらどの

くらいコストが安くなるかという作業を行ないました。そう単純にきれいな結果は出てき

ませんでした。１枚の田が大きければコストは安くなりますが,小規模な方も意外とコストが
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安いのです。いろいろ調べてみますと，１つは作業の委託による労働時間の減少と，もう

１つは手抜きですが，この両者の区別がわかりませんでした。これは原票を見ればかなり

できるわけですね。

町田：できますね。よく言われるように，労働時間がＩiiったと言っても，例えばライスセン

ターなどに持っていつ/こり，他でやってもらえば労仙時|制は少なくなりますが，その分賃借

料料金は増えます。ですからif借料料金の１１]で労１１M時|{'1がどのくらいかかっているかを把

握しなければいけないということで，調査はしていますが，難しいので推定程度になってい

ます。本当は賃借料料金のウエイトが高まっている品目については，もう少し細分すべき

ではないかという意見もあります。ですから個票の段階ではおさえろという指導はしてい

ます。

喜多：侭借料料金のようのある部分は雇11]労賃かもしれませんしね。

田路：逆にライスセンターを利艸Ｉするということは，むしろ集団化できることは，部分的に

せよ，すでにかなりやっているとも言えなくはないですね。

町田：そういう問題はありますね。
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⑰指定統叶第100号米生産費統計

昭和58年産米生産費統計調査個別結果入力表Nｑ３
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昭和58年産米原単位量調査個別結果入力表
No.１

⑭指定統叶第100号米生産官銃叶

１生産費（総数・額）

Ｉ

鬘
三

「
(注）1栓数．随触を髭入する。

２｢集計区分｣は.災書展`

３ｒ卑妓区分,I｣．専業農１

「集計区分｣は．災書氏家１．賦売農家２．jIUME丘京３を鎚人すら.

噂妓区分｣は．専業農家１．第１櫨兼華展京２．館２椀玻兇侭.東３

を記入する。

「手lUi用ui・機櫨植用iii｣は購入しﾌﾞﾆものをIⅡIZする。

原単位且個W1I結果表と生産■個別結果没の数値は必ず一政させる。

単位は．拓定された単位(IRI定文字)を厳守する．

単価l』：ＭＷｉ÷政丑で算出し悠数で記入する。．

４
５
６
７

－７８－
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昭和59年牛乳生産費調査個別結果表Ｎｏｌ

ｌ卒｢=ョ（機械集計用）
⑦③⑨、②③
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昭和59年牛乳生産費調査個別結果表No.２
(機械集計用）

４．楠乳牛、慨要'（調査簿５．１０頁より）
②③①⑤⑥⑦,⑧⑨

■Ｉ

怖 ■■､■￣￣二

選■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■
■■■＝■■■■■■■■■￣■■■H－－

関係｣!i瞳’…－－■■■－－－
５．札用,卜の年齢別1jli数ﾉ丈び?ＬＩＭ:以外の京細仰jjl数（,l)MIflIM飴１１，１F）（,Ｉ創作薄１『〔より）

６．労働時間ﾉとび労働筒（牧草・放牧・採草地に関する間接労廿Ｍ含む）（調査簿31.32’３３３４，３６頁よ')）単位：懐数

￣■■■■￣￣－－－￣￣￣
￣■■■■■■■■ﾛ■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■￣■■■■￣■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

iiiiiiii岳■■■■■■■■■■■■■二畳一一
＝

円一一■■■■■■■■■■■■－－－＝＝ヨ
リー■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■－－
－■■■■■■■■■■■■￣ﾛ■■■■■■■＝て￣

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－
＝￣

７．京族目数Ｊiび農業枕業者（調従ＩＨＩ飴時)（調査節IEIより）

■■■■

■■■■

呂国．,＝四畳圏
■■■■￣

ﾉﾘＥ２

－８０－

①の⑦の、の、．⑦、

色政吋･＄毎■９

出、ＨＰﾘｉ

邸■『裏

’市ＨｉＨｉ

年齢 袋

昼預Ｂザ１１鰡馴ｌｑ･厨

１２１Ｊ881,1）’

0Ｌｈｍｆ研ojl
民.帳コード

櫛、皮牛

２と未幽 ２凸 ３Ａ :十

捕れ

２と ３と ４と ５戦 ６Ａ

頭数１７ 戒 戒 、 ■ 戎 戒 凸 曲 油

～
牛

７，６h＄ ８戦 g攻 ｌＯＨｔ以上 』↑

，Ｌ用牛以外の京市

性向ｌⅡ牛 風 豚 にｈとＩ）

ｉｊｉ羽数１８
岨 、 ■ ■ 、 、 ｌｕ 油 判

へ

、
、

円

常住束

壊貝散

良戴仙竃・肴耳

艮竺焚疸肴
(＊峡】

年■ ,常肋 肘

女

常住京

俵，、０敗

侭與枕Ⅱ

囚＝壁密封
(立肢） 年■ ､『肋

'1戸当たり３１ 人 人 人 ヘ OＡ 八 人 人 人

打導

計

肘

常住家

俵Ｘ数

良艮枕nＬ什守

毎疽域広行
(＊旅】 年■ ､it肋 9１

縄徹主

年‘的

１戸当だ,）３２
▲ 人 八 人 ,Ａ 生

～
－－

－－

～

劃任期間の

１町係，li数

j、年ｌＨｊｉ

ＩｈＤｑｕｎ数
J＃価脳 ９乢存1,1賊

＊椀1４ Ⅱｈ y■ Izl IOU 121 ～_
～
～

～

ホ系・雄１５ 冊Ｉ 知 、

3十－１６
、 1１ １１ 1１

､Ｕ係llIi政1頭当たり ～
～

1１ l】 1１

､挺IW1仲９Ｌ

趣ｊｌ９ｎ数
？LＭ炎10ⅡIⅡ 分べんIMIか,（ 乾`7Ｉ期1111

、ﾍ
ﾎﾟ、

作室胴労勘

飼料の調理･袷-1Ｊ･紛水 魚料の■人．△,､うＥｎ織田 ＨＰＴ普通 Ｐｐ？Ｌﾉ＆ぴｷﾘＬ処理 牛乳

家族 凪用 W【俵 壇用 京族 ■リ利 京俵 ■用 家族

;|：
男1９

女２０

iｆ２１

吟 時 吟↓円 時 的 凶 吟 時

ﾌ丁

商．力２２

n年１顛当屯Ⅲ

へ

、
～

～

～

時間（ｉｌＨＲ」

辺＄ 5ｆ

Ｉ。用 京族 Ｍ剛 計

労働ＲｉＵｒｑ柱Ｉ

労虫百位額（直接） うち敬Ｆ１遊人． §わう尼の奴出

京族 ■１７１ 計 束簾 ■用

仰
乳
牛
、
佃
（

労
働

男２３

女２０

計２５

1,$ ~■ 句 ■ F１ 円 IDI 円 円

グヮ

商 力２６

幼年１頗当な０）

､､～▲.～
～

へ～

接】

労働百

iｆ

牧蝋.Ⅱ（牧・控草地に関する１１１１接労働

労糊時nＭ 労働百

京族 目１１１ 計 立族 nＨｌｌｌ 計

仰
乳
牛
風
抑
（

労
働

円２７

女「２８

iｆ２９

l｣Ｉ 時 hＯ 句 円 円 Izl

〃』

沓力３０

■年】■当たり
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Ｚ（銅萱開鯖ｌ

① ⑥⑰

９．牧草（飼料作物）城培面横（凋続〃111より】

10．乳牛舎の設備サイロlとびｉｉＩｆ殖:剛１１１ﾉﾋび牧草〃i艇機lLii)fｲ｢f『数llii3I代Ⅱ馴始時）（濁幾簿２６．２７．２９．３０頁より）

11．継続農家の搾乳丘使ぴ労働時間の検↓i↑（ｊｍ年１邸l当たり）（調査訂42画よ')１奈琳蛾理由欄は該当項目lか所のみｌを○で囲むこと。

12．地代（綱企簿38頁より）

ﾉﾘＨ３

－８１－

昭和59年牛乳生産費調査個別結果表No.３

８．経営土地（調査
、

(機械集計用）
開始時）（i渕代簿１Kよ

,⑤

り
(３１ の⑤⑥⑦⑥⑨

向刈甑

テント＝１－ン

櫓０
七

刈
Ⅱ その他 計算：十

牧蛾ｉｉｉ端向Ｈ１３６
Ｇ１

.'～
ａ ａ ●

～
～

～

瞳物９１地

連動塒粒ぃｌｌＬｊ１・Ｔｊ幽Ｍ［牡ｊｌＬ

…￣n戸一言 畑ぞの他 採草地
計

所
有
地

使用地、ｊ横

平均１０■当たり地代

、L牛の負個地代４５

■■Ｉ□．｡

ﾄﾘ’１１’ＩＵｌ１１】

Iｌｌｌ １９ｌⅡＩ’'１

曰●

10119

ＩⅢＦ】

ＯＢ

円！円

IＬｌ nJ■

惜
入
地

使用地面Ｎｉ

平均log響だ'I地代

倖?L牛の1Mm地代４６

■■■●

Ｉｊｌ I1IIjIlｉTＩ

IOU lリ１１１ 101

■■

円1m

'1１ I｢］ 円

■

円

円

■

円

円
．

良政岡･゛窃斯

出強所

郡ＩＵＩ巣

市村落

年齢 虫

屡京番号’｜將鮓１１|雌･折

＆京コート.

～
～

WＩ地ｉＷ産用地

１１１ 畑 .'、ｊｉｆ ｢誠『jj蔬志fi命低地巡勅,４１Ｍ【牧地 採草地 `l、計 山林・そ勿他

所行地３３
△ △■ロ ０ ● 曰

Ilf人池３４

息Ｉ３５

?Ｌ・キ念

-‐－－－－－－－－－￣￣

櫨散j&ひ+Hj且。､検｜Z,｡タムチヨン 11歳…
イロ

|存１１１

勝うん機股ぴトラクター’傘機）

７馬力未1.門 ７－１５馬ﾌﾞｊｌｌ５Ｒｑ力以上 公用甲

35馬力未損

所向面俄ｌ４ぴlii荷台Rｈ３７
ＩＣ、１Ｗ肥５ｍＰ f6６ 尚；

行

Nｐｉｎ ~～~～ ～～～～ ～～
￣ ４１１ｉリ

－－JEU57771~戸
ブラ力‘、口方ウ｣b＋ベ- －モーアー集草樋 力・ザター 岡*10D砕繊，単式ミルカー

所有台2１３８
商｢ブ 合；行

ﾛﾛ

0

ﾌﾟ;Ｉｆｉ

一
叩

－－－－－－－ iN式ミル 十vLfi7却機 飼料配ｲﾃ機 1T物１１ｸﾘ011パ→苧Ⅱﾘｰｰ＋ヘイプ二つｉＯＬ今
トレーラー バルククーラー』ｆ耳叶

所有台数３９
fF１ ｆ６Ｉｌ

，

fii ；・＄了；000

▲ 禁！’

、
～

、

神；し■の検ｊナ
－－－－■￣－－－－－－

ｎ９Ｌ且蜥減且榊加印由

5７年 5８印崎ｌＸｌ j史少ｉ商能力牛'４人分べんＭ数嫡’搾れⅢ数墹 仲9L月数用 償尖鰹模拡大

分析４０ 唾 ILR唾 kｇ’１．０１．0，、0 1．0 １゜０

捕札量の検討（つづ９）

墹加幻ＩＰＩI］つつ） 減少ＦＦ由

俵２作■、科

幻鯖」ｊＮ巾
｣、宜乾は’
ｹﾞ）味ｑｊｂＰリ

九Ｗ1期間勿茂ｌＩＲ５ｗｈｍｌｌその他 、ﾛﾘｷ1ｍ、低Ｔ
｜かく▲何故

ｿﾞ』鐘少
１W１回段の法少｜掠りL月■､茂少

分析４１ １．0 １．01・01。Ｏ’１・0 1．0 １．０１.Ｏ’１・０

、
－－－■－－

搾乳、1の検Ｍ’つづき）

減少印ｌｌｌ（つづ３１

日醜w'酪少）鮮農鍬ＷＦ識'繍風嘩螂噸噸岱駄ｗⅧ その他

労働時間の検前

労Ｕｂ時ｒＭ１ 期茂

５７年’５８年増加

分析４２ 1．0 １．0１・0１．0１・０１．0
時､Ｉ叫閲 ■I、

労ＩＮＩロキｌⅡ】の検鋤くつづき）

田川加巾尾曲 撰少理由

i童少｜典純化Ｍｋｆｌｚ齢化分べんIul■、ＵＤＩ“wlnHM，嬬ｳ舷､'､加その他 福か化ｌ
(炬種導丸）」

姐枚化
(ヴケカ不足）

分析４３ D1IwIl・０１．０１・０１．０】・0１゜０ 1゜0 1．０

、
、

～

労働時１１１１ｎＯｈＩＢｊ

撰少児。’（つづき１
￣－－０－－－￣－－－-－一･二･■

分べんlOvl敏

の出［少
掛昼H1偶のにｋ集Uiphn伐少その他

分析４４ １゜０ １．０１・０１・０



昭和59年牛乳生産費調査個別結果表No.４

(機械集計用）
13．資本ﾉｾびff小判「.（体ｷﾞL,|:1Ｗ11分）（ヨ盗簿37頁より）

③③ ①⑨ ⑪⑧⑨

14．丘藁位収入（鋼侮簿40頁より）

ちぢ（１）収住杜（我｣:｡↑算）一

ちあ.（２）そめ他

o陶牝`ｌＴｋｊ狐色’シノベ人ＩＮＩ出２０Ｊ０．１１以ＩＬ九列Ｉ故

JLEw1か侭n１ｌ－ｔ
Ｉｌｌ 、

〔主な■五項■〕

1．キーコード．楢押符号の存在

１）．緯iim組部、や朽所のコード岳号欄に`;d人“L・認011」なし､か，

２’・農家コートl』。伽Dfl帳ｎｊｌＩ敢勿I･卜1Ｗ（Ｉ賄田から６曲■）:ニな－，ているか

３１．Ｒ蓮地hhコード，Ｏ［iIUHhHゲュード，■放鋤コードはそ'し苧ILII:し《`dへさ↑[ているか。

OLHIi致斯Ｗコード(｣．１６コート列汕ｌＩＭｌ挽陳ｿ１１批のjfによってＬＬ《階Ｗ分賦与Ｉしているか｡

５）．礼bi階Ｗコート･I｣．０９．－Fの曲Hlulllljil:OI7LmO3.2％検、L域で△1F'二．陪用分蝕ニオしているか．

６）．岨撞分WIコード11,ＯＡ疸分散ブーーＦＡＩ:と０１分RロゴＩしているか。

７）．年nii分頒コート･I』、０足漢･主年的がりno分類コード表Iニよ’１分班されてし、るか。

８，．札０ｈ゜+<ｳﾉ助コードは、Ｍｏ４表れ14兇jｲＵＭ《か孔NIT'+《けＭコード饗Iニよ')分Wiきれでいるか。

９）．'し卜iI比サバ11コードはNIIO浅鋤ｉＬﾄ1比か7LP1比う)鮒コートハによ'I7jNII号ｫしてトリらか,’

２．データーＵＷモ
１１．０２コート．⑪iAilDO4PWVhび粒ロ，坑牧．揮頓■の命徹I」魁Iiか。

２’、03コードの乳牛mlJl宙のｉｎＩＴ３゛らしの，渋すぎるもの;』LPいか。

３’、03.-Fの?L'1:I1IHl1VdI-l6コードのAf何期１１１１の価却0,.

011.02ｺｰﾄ･のOALiIUPI料宙.敏科白･牧原,放牧･妹AKnjl=N(１５表のijILjm飼料何.9h脚何,N(ﾄ6kの|牧峨･肱牧･採草■のUfo

5'、05コード鋤ﾘｵ10ｶ百［家族，MlII、JfV11I＝25齢働付総加（東腿騨１月，ＡｆＨｌＩｏ

６ＬＯ６コート内Idll席杓1曲額Ｉ「牛．３，，うE9Il1＝１０コートワ'３１，う1ＷU川(凸加df，１３．－Ｗ〕「･牛７)Aｆ（めす，おす)。

７’、O6LO7コードの地代（所有地.１１１人他ＩｌＵｌ壱05.-Fの断ｲｶﾞ地地代&↑、４６フードのlIf人地地代j十．

８１．０６コート勿打本OW-48コードの画小hlrBfo

9).09ｺ-Ｗ)?LWiIli'１〈康邑等ｆＷＬＨβIxlVo4我勿･\均孔UWl9I÷lOOj型qHm:)

ＩＣ)．ｏ９－ｊ－ﾄ今の7LIITO13.2蛎換RFL肚々ｳﾞLIN肋，t庶登÷3.2（InnjL81ri．+1ｌｘ100.’

１１)．１０．－Ｗ】８０，１肥卯Ｉ１１用散りOIf＝眼光ghhi＋Ｆ１東農艮ⅡFIIＩ放せ．

’２１．１４．１５．１６．－Ｗ､迫年１，，摸■Hn敗は`I､EhllOLまで,1.人与れてし`るか、

１３'・’４．１５．１６．－１F、神?L牛の詐腫帥．ＷＦ憧額．jfn期１１１１の、〃UMIの遇人．劫'１．なしのはないか.｡ＩムオK6z注皿する二と）

３．１１M別結果我のl1fFにお卜`て,地hhilりにみてyQ例な■束かＡｌｌぱ，そ吟'》fWllli･ＭＩ６皮のile事欄に注記すること。

妬４

－８２－

①②⑨の③①、⑪、

虜政局･事■府０

出蛍所

■町白

巾村岳

年廿
■

口車”’1鵬plc衝

■家コード

国益

主斥柚

ｊ色斎

幽康リゥ
そのHLOW鷹佑Ｉ米砥 ■■ 紺ｑＲ・且伍 いも■ 泉田 工我良作伯

竝収人６９
ＴＩ'１ TI1I ｢1１１TIIＩ 千円 『円 ＷＵｌ TIrl 千円

￣

肝集 ■dmIIそのＩ也失■Ｉ計 ～

⑰収人５０
｢･llITIIl 「円 ９円

～

～

～
～

－－

～

～

～

in【■8資卒

H【勘財 労側 小Ｊ１

隅定安本

乳牛匹伯 良魚兵 牧草■係 '1，計
肘

資本誼０７
IUI IJI 円 １１Ｉ lzl 円 Pｌ `戸プ－－

ⅢｐＬ 日岡

資本利ｆ４８ 守凸

ニタｓｉＤ 叱蕊窪

ｎｌＵ４■

垣ｏＣ

①＝､寒杓・田４杓

小４，栓､、 `１．ＭV邑帥かj』＊Ｋ

⑪雲IvmIf『j'B今“｜’ｉｗｗ仁pIr、
，紅ft4律はＬ'二畝

ＮＪ･や迫1kＩ氷１‐峠qONrcnR’

1.屯、已軸から亡'４

行■、：掠叶Ｌ７二極

、=②－Ａ

Ｆ１■

⑪=①-②

断、）

⑪■①-⑭

亡岐

労■■■

⑦■①-①

汁ＪＬ１Ｉｌｌ１ｌ色ｐｌ
１０１

■４１斑ＩｑＵｒとＣｌ

IＩｉｉＤＩ

帝

ﾉﾘ｝ IBＩ Ｆ１ 円

)''Ⅶi庭柳|鯛ii糊Ｉ



様式５号昭和５９年度

野菜生産者Ｉ面格調査月次報告票

事務所農政局

『
2）伯考揃'二（）のある品目は、故当している地方丘政局（事務所を含む）のみで剪査すら．

－８３－

卒箸所呑号
衝在

谷号 暦年 戸査月

１

ｌｊ潴
ヒカ

Ⅲ0０ 鈍柄

果
菜

葉
盤
菜

根
菜

ＭＬ

ｆ;Ｉ
Ｆ１

菜

きゅうり

#hＰす

トマト 生食用

かぼちや

すいか

いち 生食用

ビーマン

〆ロ 〆

赤速ノロン（ァnトン
｣エゴロン）(秀一Ｌ）

キノクメルティー

とうもろこし(未成魚Ｉ

はくざい 結球はくさい

キャペソ

し

ｌエ

夕

うｆＬん

ス

そう

Ｌ

｣」 野 |･lj」葦比は
策Ｉ」軍Ｌ

歴
一
．
一
一
一
・
』
一
一
一
一
、
｜

』
一
一
一
一
一
一
一
．
一
一
－
－
－
６
－
．

蒔
罫
堂
司

'Ｌん ん

しようが

ざやえんどう

ざやいんげん

えだまめ

眠しようか

単位 コード

10kｇ 班 2010

ノリ 巌 ２０２０

ノリ 宗 2030

ノリ 鷹 2040

〃 蜜 2050

1ｋｇ 砥 2060

１０kｇ 濠 2070

蜜 2080

⑩ 208】

虫 2090

頭 2100

磯 ２１１０

竃 2120

竃 2130

〃 浄 2140

ﾘノ 串 ２ 5０

閉
出

〃
｜

Ⅳ

漁
頭

．
〃

〒
姫
ぱ
ぉ
Ｔ
十
進

「
〃
一
〃
｜
川
一
〃
〃
’

将
ｋ１

偽‐
｜
雌

ｌ
｜
Ⅲ

…
０

１
’
１

Ｊ
０

０

一
〃
’
１

Ｌ
■
Ｐ

２ ６０

２ ７０

２ ８０

２ ９０

2200

2210

2220

2230

2231

2232

2233

2234

2235

224０

2250

2260

2270

2280

2290

｢ノ 頭 2300

Iノ

ﾘノ

〃

豪

※

豪

23】0

2320

2鋼0

P’ 豪 2340

価枯

螢｣二半斗ｉ
１１１イIノ（１５Ｈ）

￣￣Ｉ－Ｔ－

「 ｌ'ノ（２５｢l）

’１

－－ －－－

_二二

－捨一トー

￣－－戸-－

－￣￣－←

－－－牌－陰

－－－辰●－－

・・・＝トァ

￣￣■1－－

一一一一■●■－

7－~

十

・’一一
ロー■－

１－

ヰ
●

－－－＋￣P

B-d-十

四■■＋=．‐.｡

＝寺一一

1,-＿－－

－トー－

ｒ－ｃ－－･ｃ－－トー

￣’

.－’－－

‐●!■’￣￣￣

－－－↓－－－－

－－－

－
－
‐
‐
Ｄ
一
‐

？
Ⅱ
Ｌ

一
Ｉ

Ｉ
０

劃
Ｉ
Ｉ

=１丁
▼－－－､十

;￣

ⅡＩ
十一マーーーー

'鮒ｚ(噂臓蛮桝の蝋|M）

－－

(北i彫､l）

(蝋i母、近畿）

(関東）

（’’）

(東海）

(北陸）

事
務
所
番
号

*Ｌ柵

耐館

帯広

北見

青森

岩手

東北

勝￥

５１

５２

５３

５４

0２

０３

0４

|欲川

|llj形
|綱烏
|茨城
|栃本
|群馬
|埼玉

帯号

0５

0６

0７

０８

０９

１０

1１

「葉

|Ⅲ東

神奈１１１

新潟

嵐山Ｉ

北障

福井

稀号

２

３

４

５

６

７

８

山梨

長ワｆ

岐阜

牌ＭＩＩ

収海

=．頚

滋涜

備り

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

幾斤
一

鼬
』

大阪

兵庫

奈良

fI1歌山

鳥取

胤根

If卜牙

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

''011t！[）'ⅡI」

必ﾊﾙ

11」１１

億K6

香川

愛媛

高知

if卜ｌｊ

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

IYn岡

仏筒

崎

ﾉＬ州

大分

桝崎

鹿児島

稀￥

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

沖滝 ４７



(様式４号－２）昭和５９年度

農産物生産諸苛|面格調査月次報告票

農政局 事務所

Liゼ１）011ﾘｨ諏仲H【二ＪＱｌｌがない堂８１１．Ｍｂ桁IiDli二Ｏを0{【2入すら。
２ヶｌｎＪ７柵lに（）のある,}(,[llj、，i1I11Lて．、る地ﾉﾉ農雌jhj（小稿Ir〃を打心）のみで,勘介する．

－８４－

卒椅所８号
戊止

毎号

１

品１１橘 '１１位コード １画橘 l側者（|【ui格変DtIの剛l＃I、そめ他）

果
実
（
つ
つ
量
」

もし
｜大久保ＩｏＯ－Ｍ１

｢」桃’’１，

〈Ｉ） ＬＩ

うめ

すも６

。
７

ル
ー

・
う

お

いちＬ〈

１０kｇ

〃

〃

ＩＣ

ﾘﾛｬ

DJ

１Ｖ

伍

楽

竃

必

⑬

⑤

⑫

工

芸

農

作

物

花

ユ

，葉たば二｜＃農殿路鷺

｜チュー'ルプ球

F三三三E二了

１ｋｇ

１１

10

６０ｋｇ

10kｇ

Ｉｌ

ＵＯ

ｏｌ

１枚

１ｋｇ

lOO卒

1０

０１

金M琴
ヴム ﾘリ

てんさい

さとうきび
ブリ．,クス

１９F災以上

なたｊ」 ３幕

2卜簾(せん茶I\1】

荒茶（川Ｉ

こんにゃくいも Jｋいも

し、

（｡殖

［r｢,丈１０詠rri・Ｉ_)

し、災

〔３foIl茂．４１iＷこ〕

ホソプ

菊

’

'１J

等

佑

Ｊく フ ．h、

カーネーション A６

竃

心

串

津

鷹

巌

豪

宗

⑩

豪

分

岳

⑩

⑨

唖

Ｃ

■ 上鎖

ｲトHｆ

fＵｉｋ戯

｜Ｈｌｕ挾蛍

１０kＫ ､〔

豪

＄

！趣弾
鰯
産

…

９
ｋ０１

１

戯 l1jiI

ホノＬ‐ＺタイとWOf

向･ＩＤＩｊｈ６力･lIWtq

妃ｆ『111孔IIljづす
ＤＭ＆６－７Jb・’１」

おす］

化ｉｌｉ７ｌｌＯＷＡｌ

リノ

390

400

410

420

421

422

423

430

440

450

460

470

480

490
’１F

500

510

511

520

530

540

541

542

543

5４４１

550

諸Ｏ

570

580！！

590

600

6１０

620

630

640

650

660

670

680

690

700

７１０

720

７３０

740

750

760

７６１

770

￣

二二コ

(関東）

(東北１

(東海〉

(東北）

(北|鞭）

<四i珂）

(関東）

Ｉ〃）

(北郷j、）



(㈱式５号）昭和５９年度

野菜生産者価格調査月次[報告票

,偲務ﾄﾞﾘﾃ農政局

五[Ｉｌｌ１ｊｌｊｍＪｗ
ｌＵｊ

IJfTil
HJJ

州「碑

コード

2010

2020

2030

2040

2010

2020

2030

嵌
一
賭
一
余

－－－６－

に上〃

Ｉ「 2050

１－生食用 ｌｋｌＢｉ 2060

１０kＫ 2070

Ｍ１宗 2080
トー-戸一一

'’‘⑫ I｣しl胸心2081

｣壬
2090

2100

ID

O’

－￣。

鮭
藝口
競Ｆ

２１１０
一十一一---

「
Ｆ
１

「
『
升
「
。
「
升
■
・
「
Ⅱ
Ⅱ
１
１
４
Ⅲ

ｌ
『
Ｊ
１
ゴ
ー
一
ｌ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ⅲ
１
１
１
に

tT
U三．

火ilII・近畿

411

収ｉｈｔ

４Ｌｌ;ヤ

斗

２
２
２
２
’
２

･－９－L－－←

－
１
１
ヨ
ー
ー
ー
ー
１
－
‐
．

「
一
宮
、
‐
一
‐
－
’
■

2300 ↑
Ⅱ
■

０Ⅱ『ＩＩＩＩＩＩ－
０Ⅱ『ＩＩＩＩＩＩ－2310

2320

2330

２３４０

2）（q与楓にＩ）のある品111塁．ＡＨ当してし､る地方艮政日（事務所を含む）のみで項圧する．

－８５－

事務所縛り
須介
据号 jiｆ年 臓斑１１

１

`1ｂ

傍

Ii斤

添

号

～

l４ＬＩｈＬ

11;１鯨
●

I=

Lii
'５２
「－－－‐

５３

Ｉｔ

ＩｌＩ

Ⅱ

lｆ

ｉｉｌ－ｌｉ
斑城

棚 水

＄ 馬

崎

耐リ

０５

０６

０７

０８

０９

１０

11

～ Ｉ
ノ

勝一

２
－
３
．
４
－
５
’
６
’
７

耐
縛

１１Ｗ沖 ８

ﾊﾞﾘ岡

山

２２

':十：
３

４

滋簡 ２５

～

ili

人

l’

糸

Nl

r1．
｡,､q』

訂
（’》１１
２６

２７

ｌｕＩｊ２８

~h一芸

i雨Ｆ１帯llim軍
;１月;十:ｉＩｋ－ｌ；
秀Ｉ

投駿

３７

、可Ｈｆ言ｉｆ

冊

４０

-１１－
４２

４３

４４

４５

ﾊル根 ３２ 高伽Ｉ ３９ 蝿リlLKh’４６

i巾廷’４７



Ⅱ(１N１５９年１k

農業生産資ﾎｵ１面格調査票

'トｋｊＩＬ８ｌＢ１，

liWMi Ⅱ|ﾘl(｢iiiliuUld1,）

iI：ｌｊＵ１１１価硲にj配１６dな1.、と３１」．画桁欄にｏ２ＪＣ人一すら②

２１４日Ｚ閥に「）ぬある』&il8j．｡■当して､｡６池ｊｊｍｈＬｊ（↑傍斬を命し’のみで輿f｢1.5

ｺ１コード欄の符号ＩＡ．Ｂ、Ｃ、|曇）は．Ａか1Ｐ負IMj■I材て円ｆｔｆ６,ＭＩＬＢ力･Ｉ燭IiIil印iｨI地？揖什~『らAMI、Ｃウリujj侭'H('⑪】Oいく抗'011A他1b符ＩｉＰｆ
も.介し.Ｊ所（,地て瓜付する,lﾑⅡ、⑭が地I/術lnlMlを，J《す

－８６－

1『畝ff理庁承鍵Ｎ('1３８０５

既W０６０年３１１３１日まで

心符所岳時
詞介
分り 将年 済伐りＩ ■fMi■I村艦

２

Ｈｆｌ
ＩＦ１

ｎｐ DB１門牢繊 単仏 コーート IｉＢＩＷｆ |朋堵（１曲楯･匙qnDγ】〃IlIvf’

'億もみ｜木IWillOkglAl竃｜
豪
一
類
一
奈
一
贈
一
喉
一
余
一
糸
一
鞭
一
半
一
企
」
峯
一

件

ＩＨＩ

｝Ａ 篝
び

街

木

』ｌい‐一一つ鉈北一・一苗一

一
人み

さわうり棹子 Ｆ１２０ Iノ Ａ

キャベツ神子 〃 Ａ

結球ばくきい＃`Ii-r １１F Ａ

だ､、二人挿一ｆ Ａ

たまねぎ椋ｆ

ニ
ポ１償

Ａ

'二ん上人繩イ

ＩＪうォＬ人そう偉’

じつ きく.
～ 腱__Ｌ ”Ａ

ｌｒＡ

すいかJIF「. 20,11Ａ

ﾉｋｌＩｎｉＭｉ 行術榊らの

トマ卜苗

す苗
ザ．

■ﾛム

Iノ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

”Ａ

｢if

ｉｉｉ

FII

伽

杓

初，lきび 翅｣ H８用鋤｜外［町
DＶｌｌｌ

系１１小１１Ａ浄

万一ｒＦ－丁鳶

JFl譲鋒liJ
肉用鰡

辨
正

週
’
Ｃ

ａｌ２Ｎ

恥一
湘一●

・
ウ

か１２

ｌＮ 〈｜｛〃

崎
｜催

｜
嵌
一
摩
一
＊
｜
｜
竃
一
宗

雲

雨‐賎
乢ト０
歌
２Ⅸ

〃
診
‐

５Ｋ

●

ｊ
４
り

り
〃
．

５Ｐ

●

／
Ｃ

ｊ
亭

５Ｎ卜準肥の
タ
グ

ｉＩ占
一
Ｉ

Ｉ
鱒
機
両

２
科

！

水１１』/ｆｌミカ’）５０［'り

水ｆｒｆｈｉウ’ノ６０〃”

価成ク）Ｏム１Ａ肥＊
（Ｉｎｉｌｑ化ｌ典） Ｎ】５〃６．Ｐ１５〃の．Ｋ１５？〃

｡､５成分Ｏｈ１Ａ正＊ Ｎ８９Ｄ Ｐ２０らり Ｋ１６〃ｃ

ＩｌＬＭｎＣ分＊ｈＬ１人肥＊
（杵AID化成） Ｎ８ソ６ Ｐ８ｿか Ｋ５９６ Ａ

11Ｌ１ｋ分仏）１ＬＩＩ巴ド１
(ｍｌｎＩｌｕｷﾄ） Ｎ８ソfＪ Ｐ８ｿ向 Ｋ５．`） 八

3010

3020

3030
弓一

3040

3050

３０６０ｉ
￣-－－

３０７０

ｽ０８０

3090

３
’
３
’
３

0０
卜

10
－－－－－－肝．－－－－↓‐

2０

３
．
３
－
３

2］
Ｙ↓

3０１

40-Ｆ
－－－一・－－－－．

3150

3160

3170

3】8０

３１８１

３１８２

3190

3200

-４

－－－マーーーーョーーーー一一十-－－－

3２１０

3220
--－?――－も一一

3230

亜j『~≦
■－－r---1－．－－－－－ﾆーロマートーーーマーーー＝

32501
－－－-弐一一一…－ －トー-－－－－－－－－

3260

3２７０
■－■－■－－ユマー.▲_▲－－,－－－１-

32801

－－－－+--〒－－－－－
32901

－－ヨーテーーー￣

3300

3310

￣「

3320

3330

3鋼０１－=＿

3370

－－Ｌ－－

－－－

３３８０，

．－房一

-１－－

'一

3420

3430
4１

3440

－－

￣

－－－－’

￣-￣

－－０

一一一÷

●

－刃

－－－－－１

－－．４

－－－－－－１

－－．－－－－－9

－－－１

一一・－－コ

１４L１町）

811魚.j【段.関し５１

lMIlk

l｣Li臓ｉｄ）



ｉｌｌＲＪ（８）ノー２昭和５９年度

農業生産資ｵｵ価格調査票

'１蛎所 IＩ１ｌｌＷＴ鰹政岡

ｒｋｌ）当IlImi裕に護Jiかな'.、ときは．１回絡欄にＯを１２入すら≦

２］（diJ；１１m(二（ｌのあるUljhrlは．鎖罰している地jf農鹸ﾊｳいI卜鰐似吋さ･念も.")のみて,lWfii寸・る
３】ゴー唾欄内狩り（ルＢ・Ｃ．⑬｝（よ．Aが全｡潟fWiiIN｢ｷｲで鯛什する,ＩｉＭＩ．Ｂか,Ｍ１},iIi1iJf『,地でⅢ991行←｢ろ,冊Ⅲ、ＣかＩＵＩｊ侭11k'風ｊ，十LOWt0hlfA蠅1;術;ｌｉ

を介心ｒ１所r帯地て調代するAll、．,⑲が地ﾉﾉ指定nＭ]を,八十

－８７－

ロ名
［。

t｣１１ 銘キパ尊 級 ｣ﾘﾑ位 ゴー「 １曲桁 lル好ⅢiIh格変釛勿H1lIIT,

IIE

料

つ’

蕪
機
間

テフ

ーコ

さ

きイｉ
－’機

|iw万灰

炭鹸カノレンヴム

けい鮫７J灰

|アルカリ分６０ﾂ３以上

|アノレカリサ53ｏｿｉｉ以'：
|可溶性けい醗皿込ｱﾙｵ''分35ﾂ`内外

’’１１[けいふ人乾操けい、」．人

紙俊
20k｣２

U（袋
30kLI

M1#H腱
20F､ピ

盤
20'へⅢ

ＩＩＬ袋
30Ｍ

紙暁
】５Iｗ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

八

Ａ

蜜

護

豪

燕

浄

Ⅱ

＃

村」
Ⅱ
１ １脱
厩

力市
配

生
０

ノ
ー

飼
科

剣
１

Ｉ
Ｄ

肥

所

'１党むき圧べ人大女|柵;,!､jAilAl鎌

軒

選

肇

豪

嚢

霧

澪

_L二L-lL-A-[_{L1蜂幽A｣＿

-,,-5Ｊ

ｉ〃ＡＩ

ｌＨ齢米ilMi＃|'だん｢1[T19-2jTr戸|恵一

ｆＴＭｊｌ６か'１以後＃Ⅱだ'LrltT12-15@．’㈹ＩＡ

無

豪

守

豪

余

摩

７￣

|鰻

ばん昨Ａｓ典 Ａ

ｉｆ二・岫駈ふすま

縦ふすま

紙袋
30h［

J０

Ａ

八

米ぬか

Ｊ
」

*ぬか 〃 八

麦ぬか Ｕ ’&■ ぬか「」
澱 Ａ

人ＡｊｉｈｌＩかす
ilI党
20}池

Ａ

ピーしか‐１－ 水か８０り゜ １１ Ａ

ビートバルフ 外ｌｎｌ’)iミ
麻浅
5阯凹

Ａ

ヘイキュ－フ ､アノリウリjii Ａ

坐Ii二l竺４－
５－１９′ﾉｪ‘

III2I-25"`，

倍

５ 凹齢以後.*|にん ItI15-19"ひ

止後２か｢|以内．ＷＬとAI〕間15-19場。

幼齢ｆ『戒ＩＩｊ

ｉＶ齢ｆ『戒ｌＩｊ

2~4かＩＭＩ'たんlliT15~

４－８か１１，１１１/:人〔1,2.5-1鰐
，Ａ

ＩＡ

ｻﾞし

'１

(よｆＬ期ｒｌ･行成lIj

幼齢ｆｉｒ成Ⅱ】

ｉｆｉｌｉｉｆｒ成１ｍ

飼ｆｒｌｌｊ

kiR2~3か月以内jllたん『I蘭19-22,9‘

3~6か１１ルⅡﾉ 人'''7Tl6-191>⑫’

6~１８かI1jIlﾉ 人''1Ｔｌ〔13-15`｣〃

18かI1IXilt､*Ⅱノ 人「I'i'(15-Ｗ"

Ａ

lＡ
Ａ

lＡ

人'''7Tl6-191>⑫’ lＡ

農
雄
薬
斉

職

虫

断り

》ＩＥＰ７Ｌ剤（スミチオン

ﾒ､ノミルボイロ間'Kランネート

クイアゲノンネ(LiiIl

クロ－／Ｌビクリン

ウルタゾア・ＥＰＭＣ材斉I」
《’ざターン・〃くいサ）

輪,|ＥＰＮ粉剤

殺
菌
鍬

ＩＢＰ粒剤

マンネプ水ｆ[Ｉ剤

ベノミノレ水ｆＵ剤

ＴＰＮ水和剤(ダゴニール）

チォフイ･ネートノチルホ初剤
（トポソプジンＭ）

5０

４５

100(･(．

]００K

Ａ

Ａ

豪
｜
鑑

３ 【』 ３ｋ円 Ａ Nｆ

《人 丞聞'１８０（/1） 11､Ⅸ Ａ 糸

５％３ｋＫ Ａ 蕪

50％ 500LＫ Ａ 蕪

95ﾘiiJ 181J Ａ iii

３ｋｇ ⑬

⑬

２りら ⑬

⑫Ｉ

1.5ｿﾞﾉぞ， `⑲

１７?ﾄリ 〃 Ａ 鷹

７５(ﾒｶ 5001： Ａ 祭

5Oﾂル 100K Ａ 祭

75％ 25019 Ａ 繕

０７

Ａ 宗

3450

3460

3470

3480

3490

3500

3５１０

3520

３５３０

３５４０

3550

｣＿

↑

－－－－－－－－－－十一一一一一一一一・０一士口（’一Ⅲ｜｜
就
盆
剛

3630

3640

3650

3660

3670

3680

3690

3700’．

3710

3720

3730

37401

3750

３７四二二
－．－－↓－

，’

●

－－０－－－-－＝

3810

蓋1十
麺「

－ｏ－F－－－

十

3823

3825

3826

3830

４

3840

3850

3860

3870

－－－－

－--－－Ｆ－－

－＿－□

￣

----｝

￣

二二コ

」̄

三
、

-１

－－－－－－－－４

二コ

三
一

'北峠〉

(収｣上〉

(北|l憎）

I付）

l北i即jiij



昭和５９年度 様式８V－３

農業生産資材価格調査票

農政局 事務所 出扱所

ロ
ロ
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
回
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ

；
・
・
ロ
ロ
・
…
ロ
ロ
ロ
回
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

｜

[」

１
１

１

注１）当月■格に該当がい、と９１３、価格煩にＯをI己入する．

２）笛考佃'二（）のある品目I」、Ｉ｡【当している地方岳政局（事務所を含む.)のみで負代する．

３）コード欄の符号（Ａ・Ｂ・Ｃ.，.⑨）は.Ａが全演査市■T村で■介する品目.Ｂか卒符所所ｲT地で済丘する品目､Ｃが地方氏政鰯“し幌統JH1Wq事務所

を含む｡)所在地で餌代する品目、、が本省頂公品目、②ｶﾄﾞ地方桁定ddIlを，uくす“

－８８－

卓削り所谷号
戊企

毎号 暦年 頂企Ⅱ ■企市町村名

２

品目名 銘柄等級 単位 コード 価格 傭与（価桁、bの剛111野）

臣
主

薬
剤
（
つ
づ
き
）

殺
菌
剤
（
つ
づ
き
）
除
草
刑

紺
材
科

光
然
動
力

良
機
具

小

農

具

大
展
具

イソプロチオラン粒剤

フサライド粉剤(ラアサイド）

石氏巨費合剤(9段化カルシウム）

カスガマイシン粉剤

EDDP粉lIII(ヒノザン粉剤）

ＣＩｂｉＰ粒剤（ＭＯ）

ベンチォヵープ･シメトリン位胡
(サターンs）

ペンチォ －プ・ＣＮＰ粒餓
オターンＭ）

バラコー 放刑(グラモキソン）

オキサソアゾン９１１W(ロンスター）

クロメトキシニル粒剤

bICPB･モリネート･シノトルゼ剤

プタクロール粒剤

モ１１ネート･レノト'ルli剤(マノット）

塩素駿塩(クロレートＳＬ）

ＣＡＴ粒剤（シマジン）

農薬用ビニール

農業用ポリエチレン

袋掛ﾉﾘ｝紙袋

縄

毅物用抵袋

穀物用麻袋

ポリ袋

野菜用タンボール箱

果実用タンボール箱

稲わら

パイングーひも

ペ－パー；ﾅｾﾞ・ソト

ガソリン

油灯

油経

mｎｉｄｌ

モビ-ル油

農用迂力

くわ

かま

耕うん刃爪

人力播轍機

育苗箱

脚立

回転まぶし

コン７ 十

モタ

ガソリンエンジン(空冷）

刈払機（草刈機）

うねたて用すき

育苗機

動力Ｈ１植機

動力噴霧機

2％

２ 5％

2７ 5％

0 2％

5％

9％

ペンチオカープ7％・シノトリン1.5％

ベンチオカープ7％・ＣＮＰ696

24％

12％

９％

bＩＣＰ80.5%､モリキート０％・シメトリン1.5％

５％

モリキート６'６.シメトリン1.5％

50％

厚さ0.1■、.輯1.35ｍ

厚き0.05四ｍ.鴨1.80ｍ

lllj極又は防虫用．こ■袋ワ，クス付

IOD風荷適用

30kg入り・３層角底紙バンド付

60kg入り用

Ｐｆ菜出荷用・】ｏｋｇ入り用

10ｋｇ入I）用

】5kg入り用(みかん用又は']んご用）

麻ひ６

rl動１１１用・２号ガソリン(無鉛）

白灯油

;１敗税込みのＱの

燃料Ｗ】（A重油)

９１Ｉ度３０番内外

'１，１１電力・ＩＩＬ圧

平くわ柄つき

薄刃革ﾒlIがま２３ｃｍ内外柄付

皿動型（】8～20轍）月】なた爪

プラスチック製s80pHRx280mmx
30ｍｍ樫度

アルミ合金型．Ｈ印'１
病=150ｃｍ確度

ボールまぶし（１０燗組）

プラスチツク製

３杣かご剛．0.75KＷ

３－４ＰＳ

Ｈかけ･エンジン付.1.5PS催度

800Ｗ・性能１２０浦内外

士付苗用（４条楠）

2.0～３．５ＰＳ（可搬則り〉

３ｋｇ

■

1８２

３ｋｇ

■

■

〃

500CC

〃

３ｋｇ

口

〃

〃

〃

1００９

100ｍ

〃

1000枚

10kｇ

１枚

”

100枚

1箱

汀

10kｇ

１も
(1000ｍ）

１１ｍ

１８

1８０

己

2０００

１０

１かＩＩ
30ＫＷＨ

】Ｔ

■

本

ユ▲
ｒｌ

WＩ

－
K打

綱

１靹

１吉

句

Ａ

Ａ

⑬

⑬

⑬

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

⑬

⑬

⑱

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

、

Ａ

Ａ

Ｂ

⑬

Ｂ

Ａ

⑱

⑯

Ｂ

Ｂ

Ｂ

⑥

Ｂ

Ｂ

Ｂ

※

豪

宗

虫

盗

浄

宗

豪

宗

豪

豪

崇

豪

豪

豪

涙

豪

※

宗

厳

宗

豪

空

豪

豪

豪

虫

豪

宗

豪

※

豪

糸

豪

豪

宗

※

＊

3880

胡9０

3891

3892

3893

3900

3910

3920

3930

3940

3950

3960

3970

3971

3972

3973

3980

3990

4000

4010

4020

4030

4040

4050

4060

4070

4080

4090

４ ００

４ 1０

４ 2０

４ ３０

４ ４０

４ 5０

４ 6０

４ 7０

４ 8０

４ ８１

４ 9０

４２００

４２０１

４２０２

4210

4220

４２３０

4231

4240

4250

4260

二コ

(閲W〔）

(北陸)

（”）

(北海1.[）

(北陸）

(関東）

(北陸）

(関東）

(東iln）

(北陸）



(様式８号－４)昭和５９年度

農業生産資材価格調査票

出張所事務所農政局

注１）当月価梅に餓当がないときは．価枯欄にＯを配入する。
２）UU考欄に（）のある品目は、該当してL､る地方展政局（事務所を含む｡)のみで飼査する。
３）コード欄の符号（"Ｂ・Ｃ・＠）は、Ａが全酒査市町村で鋼在すら品目、Ｂが事務所所在地で調我する尚Ｍｌ、Ｃが地方農政局〈札幌械SlWi報事務所
を含む｡)所在地で済炎する品目、⑯が地方指定品目を示す．

－８９－

挙務所番号
狐五
番号 暦年 詞。Ｅ月 調査市町村名

２

目名
侯Ｊ

Ｉｌｐ 銘柄等級’ 単位 コード、 価格 備考（{mi格変助の理由等）

農
機

具
（
つ
づ
き
）

大
農

具
（
つ
づ
き
）

同
関
係
料
金

自
動
旗
．
建
築
資
材

農
用
被
服

賃
借
料
及
び
料
金

動力散’粉機

動力耕うん機
駆動型

けん引型

乗用型

トラクター

水;令『！

1V

1V

トレ_ラ一

パインダ－

コンパイン

動力脱穀機

動力もみすり機

米選機（ライスグレーター）

動ブ］力，１，夕_

通風乾燦機

ミル力

精米機

ボンプ

管理機

経四拾トラヅク

四拾トラ“，ク

ライトバン

自動車定期点検料

角材

板材

トタン

コンクリートプロ…，ク

セメン卜

かわら

アルミサい，シ

スレ卜

硬質塩化ビニール管

作業着（上・下）

軍手

地下たび

ゴム長く・っ

雨合羽

､b力耕うん賃
田耕賃

〃

田植料金

稲刈料金

乾燥もみすり賞

梢白賃

共同施設利用科

稲

野菜

果物

背負型、ミスト兼用機

７－１０ＰＳ，

5-7ＰＳ

15ＰＳ内外

35ＰＳ内外

70ＰＳ内外

積戦量500kg程度、定置式

Ｗｌ載量１ｔ程度、定置・式

２１条；刈

自脱型、２条刈

自走式、こき胴幅４０～50(、

ロール型、全自動３０型

ホイール型、吹上げ式2～3ＰＳ

ホイール型､吹上げ式25ＰＳ内外

立型禰環式（16石盤）

立型循環式〈32石型）

２頭しぼＯ）機

毎時能力70kg程度(モーター付）

低i踏樫ポンプ又は高掲程ポンプ
適応鴎力Ｚ－４ＰＳ

２．５－３途５ＰＳ

５５０ｃｃ・３５０kg頼み程度

１６００匹・１．０ｔ積みI螢度

1500cc程夜

トラック・'600“N１．６か月定期点檎

彬正角】０．５ｃｍ角・長与４ｍｌ等
(北海i直はえぞまつｂ:とどまつ）

*多厚さ１．５ｃｍ･輻18仁、長さ３．６５ｍ
l等（北海迫(よ土ぞまつるとどまつ）

平板３０番内外

10ｃｍ×１９ｃｍ×、３９℃、

ポルトランドセメント・袋入0）
(40ｋｇ人）

I］本かわら・さんかわら,並

高さ90cnX幅180m1程度（ガラス除く〉

小波厩6谷･厚さ6.3■､x幅72cmX長さ182cm

口径２０ｍｍ・長さ４ｍ

テトロン65％程度・厚手もの

純綿白

焼付底.大人用

半長〈・つ゛大人～用

ビニール製・大人用

耕うん機使用

トラクタ一便用

動力田植WＱ使用

コンパイン便用

ライスセンター使用料

千選

機械遇

1台

〃

〃

ﾘリ

1台分

1本

3.3ｍ’

１枚

１個

1袋

１枚

１窓

１枚

１本

１着

ｌ双

１足

１枚

１０

アール

〃

”

Ｊ１P

60kｇ

付

Ⅳ

100kｇ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

⑫

Ｂ

⑬

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

⑬

Ｂ

⑬

Ｂ

⑬

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

NＵ

壷

巌

蝦

虫

峯

串

来

豪

竃

盃

※

疫

豪

糸

蟻

采

腹

豪

楽

豪

※

豪

蕪

※

豪

※

蝦

張

表

頚

豪

豪

宗

豪

※

※

楽

※

豪

班

張

豪

4270

4280

4290

4300

4310

4３１１

4320

4321

4330

4340

4350

4360

4361

4370

4371

4380

4381

4390

4400

4４１０

4420

4430

4440

4450

4460

4470

4480

4490

４５００

4510

４５２０

4530

4540

4550

4560

4570

4580

4590

4600

4610

4620

4630

4640

4650

4660

4670

4680

4690

(北海道）

(北海iii）！

(北陸）

(北海道）

(北海道）



昭和５９年度

生活資〔材価格調査票

(様式９号－１）

良政局 事務所 出拙所

し

’
鳫

卜

lIil
剛
…
…
Ｉ

注Ｉ）’0i月価格に狼当から･しOときは．価格側に０を配入する．
２）ｌＢＥＷＮに（）のある品11は．独当している地方虐政hＩ（卒務所を含む.)のみで餌庇する．

３）コード制の符号（即Ｂ・Ｃ．Ｄ・＠）は．Ａか全■在市■I付でＲ玉する品目、Ｂが＄1,6所在地で須玉すら品目、Ｃが地方良政局（$し0,城ifHU組卒１日所
を含むＪ鯛代地で詞､iする品Ⅱ、が本布瓜査品目．⑱が地方柑定品目を示す．

－９０－

行政管理庁承四Ｎｕｌ３８０６

昭和６０年３月３１日まで

＄缶所岳号
■企
■号 暦年 餌査月 ■企iIi■｢村名

３

品目名 銘柄等級 単位 コード 価格 個考（価格変動の理由ヰ）

穀
類
そ
の
他
食
科

米

め
ん
額
及
び
パ
ン

い
ｊ
ｂ

.皿

野
菜

MO

ii■

洵
湛
及
び
缶

反
一 柏

短
巫
（
ひ
加
工

柳
工
ロ

品

果
物

７ るち白米

もち白米

小麦粉

生うどん

干しうとん

インスタントラーメン

食パン

あんばん

かんしよ

ばれいしょ

小 皿

きゅうり

なす

トマト

ピマン

はくさい

キャベッ

レタ ス

ほうれんそう

たまねぎ

だいこん

に人こん

』
７

ｒＩ｝
）

ｵＬん－ん

1Jやし

生しいたけ

んぷ￣

のり

わかめ

干ししし、たけ

豆腐

油１Ｍげ

Wｉ豆

こんにゃ〈

たくあんｉ■

りんご

みかん

をつみかん

なし

ぶと フ

もし

すし、か

いちご

ブリンスメロン

バナ十

いわし

上．米

中米

並米

上米

白｡無漂白

ビニール包装・3009入り雁皮

２５０９程度

ポリセロ袋入り・1009樫度

角・白・甘血＆ビニール包装300-0008

こしあん入り・丸型

ＩＦ通小 巳

結球はく弓い

煮だしこんぶ

黒のＩ）並

塩蔵わかの

並

もめんとうふ

うすＩＤげ（生16げ除《）

糸ひき輔 且

板こんにやく

並

スターキング又はふじ・並

i且州．中玉

並

長十郎又は二十世紀・並

デラウェア又はキャンペルアーリー

九もの

】0kｇ

〃

〃

”

１ｋｇ

1袋

1束

1袋

旬

llNI

１ｋｇ

〃

け

け

■

〃

■

■

〃

■

1009

〃

□

１帖

lｏｏｇ

■

〃

■

〃

〃

１ｋｇ

■

■

■

■

1００９

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

※

好

宗

斑

竃

宗

班

虫

虫

頭

豪

豪

宗

豪

蜜

張

豪

豪

康

正

暇

蜜

宗

壷

※

竃

康

虫

竃

豪

嚢

豪

宗

虫

忌

豪

楽

疲

宗

豪

※

虫

豪

虫

豪

宗

去

6010

6020

6030

6040

6050

6060

6070

6080

6090

６ 0０

６ 1０

６ 2０

６ 3０

６ 4０

６ 5０

６ 6０

６ 7０

６ 8０

６ 9０

6200

6210

6220

6230

6240

6250

6260

6270

6280

6290

6300

6310

6320

“3０

6340

6350

6360

6370

6380

6390

“00

6010

6420

“3０

“4０

6450

6460

6470

“8０



様式９号－２昭和５９年度

生活資材価格調査票

出張所事務所農政局

：１
１

劃
一
コ
『
｜
蜜
一
祭
一
豪
一
豪
一
別
一
遼

肉
頚

ｌ

卵
乳
顛
一

！

．ｎ口｜几

注】）当月1西格に該当がないときは．価格欄にＯを記入する．

２）ｉ■考欄に（）のある品目は、験当している地方展政局（１５Ｉｉｗを合も.｡)のみで鋼f宿する。
３）つ－ド欄の符号（Ａ･日．Ｃ･、.③)は、Ａか全潤代i1I町村で鯛行するlllhtlBかPIO鰭所析ｲ!と地で劃fIfすら品目．Ｃが地方農政局（ｷL01L銃計119恩事務所を含む

iVf在地で調査する品目．、が卜宵JMfMl,ＩＬ通`か池ｈ１ＩＴ>i｣'1Ｍlもり‘す

9１

築務所番号
銅代
弁号 僧年｜Ｎｐ公月 側査市町村名

３

日名
に．

12口 銘柄等級 単位 コード 価格 備考（函格変n町の理由等）

生
ｉ
…

魚

そ

介

の
他

顕

食
科

～
（
つ

づ
き
）

あじ

さば

ざんま

ぶり

かつお

まぐろ

かれい

さけ

にしん

たい

た ｂ

いか

えび

かに

たこ

あさり

塩さけ

たらこ

九千しいわし

煮干し

するめ

ちくわ

かまほこ

ブイ,′シュソーセーン
●◆

巻つま場げ

かつお節

魚介かん譜

牛肉

豚肉

鶴肉

レノ（－

〃、」ム

鶏卵

牛乳

粉ミルク

チズ

食塩

砂糖

みそ

しようゆ

ソス

食酢

マヨネーズ

化学調味科

即席カレ－

食用油

マーかりン

塩せんべい

九もの

ﾉノ｡

〃

､切リ身

〃

きわだ．切『〕身(きしみ用〉

九もの

切り身

九もの

まだい

まだら゜切り身

九もの(するめいか）

大正えび゛からつき10cm内外

まだ二・ゆで．もの

から付

切り身

すけとうたらの子､並

かだくちいわし

〃

するめいか製・上

焼ちくわ

'１，枚つき.中級品

１本(約110-1309）

並

本節

きばの水煮・平２号缶２２０９

中肉

〃

並肉

豚し（

プレスハム・中級品

Ｍ・１０個パック入Ｉ）

市乳白．紙パ.ゾク入り・1000,2

調整粉?Ｌ・缶入り・12009

カートン人Ｉ）・２２５９

家庭用・ポリ袋入Ｉ）

上白

袋入り゜１ｋｇ入り

ポリ容器詰，１t

中浪・ポリ容器入り・300mC入り

醸造酢・びん詰・５００，０

ポリエチレン容器入り－３００９

袋入り゜１２０９

固形・１２５９催度

サラダ油・ポリ容器入小7009

カートン人Ｉ）・２２５９

原料うるち米粉・１枚】019鰹度

1００９

〃

ﾉﾘ

ノリ

ﾉリ

ﾉリ

ﾉリ

ﾉﾘ

〃

〃

ﾉﾉ

ﾉリ

ﾉリ

ﾉリ

〃

〃

〃

ﾉﾘ

ﾉリ

ﾉリ

ﾉﾘ

ﾉリ

〃

1本

100：

ﾉリ

1缶

1００９

〃

〃

〃

lパト,ク

ﾉリ

1缶

1箱

１ｋｇ

ﾉリ

１袋

1本

l'

f,Ｉ

ﾘノ

１袋

l輔

１本

１柿

Iｏｏｇ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

、

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

宗

張

張
（

豪

豪

盃

豪

豪

※

※

宗

※

豪

豪

豪

宗

※

※

狼

嚢

豪

祭

豪

豪

※

祭

※

蕪

巌

竃

※

鷹

宗

※

正

※

張

豪

壷

※

※

宗

張

豪

豪

※

豪

※

6490

6500

6510

6520

6530

6540

6550

6560

6570

6580

6590

“００

“1０

6620

6630

6“0

6650

6660

6670

6680

6690

6700

6710

6720

6730

6740

6750

6760

6770

6780

6790

6800

68】0

6820

6830

6840

6850

6860

6870

6880

6890

6900

6910

6920

6930

6940

6950

6960



昭和５９年艇

生活,資ｵｵｨ面格調査'票

(禄式９号－３）

農政局 務所 1Ｍk所

ｒｋｌ）当Ｆ１睡格に凍当がき､、ときは．価格欄に０を配入する。

２）鷹与旧:二（）のある品ｆｌは．誠当している地方民政目（事務所を合し･）のみで頂企する．

］】コード欄の狩り１Ａ､11.Ｃ､、ＣＯは．Ａが全濁代市町村で円査すら品１１．Ｂがい妬所所ｲI地で寓代すら品目．Ｃか地〃展政局（*L幌ｌｌｔｊ１ＮＷ事務所を含む１Ｊ
所（Ihbで鋼代するjlMI、、がｆ古擬ｈ１ＩＭＩ・冠か地ﾉﾉ慌疋,lljIIを．1.丁

－９２－

至当
品目・名 猟ＩｉＬｌ等級 単位 コード｜,価幡 １１Ｗ増.（極桁変動の理[Ilw）

宗
一
妓
一
宗
一
豪
一
一
豪
一
宗
｜
※
｜
廉
一
峯
一
峯
一
虫
一
濠
｜
豪
一
宗
一
余
一
盗
一
好
一
伝
一
盗
一
＊
｜
※
｜
楽
一
頭
一
宗
｜
豪

Ａ本１度ｎ

日０５２半１人力奪
う

Ｆ
←巣

そ
の
他
食
科
（
つ
づ
き
）

Ａ

ｒ

■■卜｝

すぎ
』一
一
↓

ガステ，ラ lと崎力ス テラ１００９ Ａ

ケキ いちごショートケーキ 1個 Ａ

アイスクリーム ｽﾙiij秀':熟vlji''3上り勘え命 P「 Ｂ

キ…フメ几 ミルクキャラメル,・ｒｏＦｌＬ入り １ＷＩ Ｂ

調
理
食
乱

'７ライ｜′１，あ ・佳冬ＵＯ－ｌ５Ｃｍ

ゴロリケ並，

Ｊ１（食！’w'｜コテ夛旦ｊｊＵｌ６側200
◆ＬＬ
(刊

Ｈｈ１ｌ虻

１００９１Ａ

ﾉリ Ａ

１ＷＩ Ｂ

位

科

|縁 柴｜せん茶・中級ｄ''''009

|乳鮫ｉＷ飲料６５，１１へ～’１１〃

人

本

インスタントコーヒー

ジニス

ゴーフ びん代含むⅡ90,Ｗ

サイ夕 ３，５（Ｉｍｉｌﾔ

乳腋飲ﾈト 0,9 ５’５０ｍ［

M１

滴ｉＲ１級.びん詰・1.89

しようち，わうアルコール分25度pびん賠・１．８ビ

ビノＬ淡色・ひん,1M1.633,1Ｚ

ウイスキ－特級・びん抽・760m（

ＩＯ

lP

ﾘｸﾞ

〃

学校給食 公正'１，学校・渇き芦Ｆ・完全給食 lか月 Ｂ

02

外

食

かけう とん

中峨そば

鋼「. し ん(ぶリ

カレ－ライス

|ハンハーグライス

並

ラーメン・並

並

ＩＤ

〃

】人前 Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

住

IPI

|ノコたみ衣｜傾後・ddI力織・ｦ'j団し・並’１枚

０，ｏ

本

3m「

kg

Ol（

１１Ｍ

袋

枚

ﾘリ

窓

枚

P,１

餌 １軒通サイズ｜ツ

陣「．紙
鼻グ)141ｌｘ'よ半紙キリ・レーヨン
３０路以」ユムみ

角イイ
すぎｉＭｉ
(化j陣ili

板トイ
Ｔｂ印9１
札七J、

《 封 Ｎ38(１４#×38mm）

トクン ､|Ａ板３０Ｕト内外

コンクリートプロソク l0cITIx19【ｍｘ３９ｃｍ

セメン卜 ボルトランドセノント･袋入り(401(g人）

かわら【1本かわら・冬んかわら・並

ガ フ ス枕ガラス･厚さ３mmx90cmx90Cm

アルミサ，ザシ
ｌｎｉ弓９０ｃｍ×＄ＩＤｉｌ８０ｑｌｌ+･AI変

（力,うえ除く）

プラスチサ，ク板トイ 彼Ifl（ｌｍｍｘ７２ｃｍｘ１８０ｃｍ）

スレ卜
'1,瞳１６(６番(厚彗6.3両×蛸72cｍ
×1ｺこぎ182ｍ）,

Ａｌ豪
Ａ ＄

Ａ 峯

Ａ 楽

Ｂ 豪

Ｂ 宗

Ｂ 楽

Ｂ 崖

Ｂ 笹

Ｂ 虫

Ｂ 豪

Ｂ 虫

Ｂ 豪

Ｂ

光
触
肚
び
水
辺

光

ｳ几

費

竃６『（料

プロパンガス

灯油

石炭

水過科

従以矼灯・アンペア脚Ｉ（輿ﾄｸ存
伍１５アンペア）￥奴料金

家唾ドドルポンベ入り・メーター制

白灯柚

一般用･塊炭･6000Kcal/1kg催度

8f牡､１１.標準世帯・器本科込み

１か)！
l刺KＷＨ

１ｍ’

1８１

10kｇ

l0rnj

、

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

宗

崖

※

豪

色

家
卒
川
舳

家
乢
肚
び

＊
唾
峨
酬
久
財

壷〉
川
⑪
久
財

電気ｉ命蔵鷹

電力（枕たく機

電気ＩＮＩ隙機

２ト゛ア命i卓6行伍嘩・Uli取り全191動
ｲｲ効l剣呑横２００－２３０W

２そう式･枕ﾉﾆ＜脱水容世2`2kｇ

シ０ｊングー呵り・５００－１５５０Ｗ｡
吋損,$川寸さ

1台

ﾉﾘ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

豪

宗

宗

6970

６９８０

6990

7000

7010

7020

7030

7040

7050

7060

7070

7080

7090

７ 0０

７ 1０

７ 2０１

７ 3０

７ 4０

７ 5０

７ 6０

７ 7０

７ 8０

７ 9０

7200

7210

7220

7230

7240

7250

7260

7270

7280

7290

7300

7310

7320

7330

7340

7350

7360

7370

7380

7390

7400

7410

7420

7430

7440

ニ
コ
コ
ヨ
’
三
三
「
ヨ
ニ
三
二
三
二
二
コ
’
三
二
「

中務ﾘﾘi岳暘． 艶｜暦年 瓜代１１

３１１



(様式９号－４）昭和５９年度

生活資ネオ(面格調査票

出搬所事務所農政局

注１）当月伍格に該当がないとbI3、瞬櫨欄にＯを配人~すらｃ
２）煩考佃に（）のある品目は．拡当してし､る地方■政ロ《事務所を念し､）のみで嚢盗すら．
３）コード欄の符号（かＢ･Ｃ･Ｄ－⑬’は、Ａが全■､E市町村で田査する品ＥＬＢが事傍所所(｢地で瓜IPする｡占目．

ｉﾘf在地で調査する品Ⅱ、、力`半inM6ilFiMJIL冠か地A桁Ii:,ＩＭＩモ`ld-r
ＣがW7P典政局（札OHIi[』f椚假躯務所を含む.）

－９３－

＄wi所轡号|響き 暦年 頂銭月 因IMT町村名

ｌ’
３

品目名 銘柄等級 単位 コード Mｉ格 ＮＵ寺（碗格変■bの理由ヰ）

家

具

Ｍし

び

家

事

用

０二D

IIロ

づつ

づ

き

｜｜｜電気炊倣器｜保温装沮付き･1.8f炊き(600W）

｜「~１寂稲
び

京

18

月ｌ

品

0０ワ・ソ

￣mTnWTEi祠iｉ

ト

ｎｌｘ奥行53ｃｍ×高き８０Ｃｌ、
'ンロ・グ'ルレィ寸・圧:江,点
ステンレス製

'ざン用・厨房用・中型

Ｉ・スーパーオートジグザ
:助式・ポータブル

利`100-125V･モーター付き

ｈ型・普ＨＬｈｉｉ

ツ「P工２．

２力2000-2240(Kcnl/ｈ）

１．発然量2000～2200Ｋｃａｌ

角程度・400-500Ｗ

１.タイマー付⑪貯通品

・向912仏ｍ・ひ９'ｇＬ７－ＢＩイ
ステ'Ｉ化WitIhL｣rI8Ml品

ソトIIi[いす・アームチュア２狭）
IjOn品

〕０，幅120cm程度・普通品

側

セソト・中級品

－－＜ツト
・６任用。

￣ノ・Ｌ－ヨン｣00％え(ａＬ－ヨン
ワ】父伍〔サイズ〕18仙耐.､I75c■１３１１

両F幻石ﾏﾜｰﾃZ~家電芥薯~￣
･ランプ・立近球付さ

一ヨン・めん靴.、１８級雌
M1

（・２石入り・夜光付き

エァ･テル１００９②｡Ｌ目卜Ｈ人ｏｊ１

】nrI・腫冬’９験、-200,?、

ｊＬｉｌ&''万・１４０《ｍｘ２ｏｏｎ,１１１．

＝蚕千万ﾗ面可wTT55冤弓丁而E扇~頁扇Ｔ
‘でｍ・符麺編！

｜ち’１紙’

アルーブイ
nbIyz色･ベ

．極径２４－２俵、．

並．ふたをＬ

Ｌｉｌ・’二ＩＴＩ・容鼠1.92ｒ,1度

純綿・I↑0級品（１打600ｇｌ`けｌｒｌ

合成洗剤･粒状.紙箱入り(2.65k尺人）

中性枕iWI・液状・380m?入り

エア，ノール式・かん入')（300mf人）

ナィリシュペーパー・砥柿人oル
ィ００枚（２０ＭＫ）入り

家
事
用
勢

電子レンソ

ステンレス流し台

『
久
財
一
つ
つ
き
）

ガステープル

ガス腸沸器

ン〆

愈気井戸ポンプ

毛糸Ｈｄ機

ルームク_ラ_

石油スト－プ

電気 たつ

扇風機

一
般
家
典

蝶理タンス

吃接セツ卜

食器蛾

食堂七・，卜

カーペソ卜
タフ

タ０ノ斗
内 カテン

血便iIl
と合田

残 けし、光灯器具

鷹 座ぶとん

品
めざまし時計 竜

具
|斑
洋刊トふと人

綿
帆

毛布

なべ

家
事

飯茶わん

稚
枇 魔法びん

及
び タオ几

家｜
唾Ｉ
洗だ<用洗ｌＷｌＩ

用
墹

台所，甲洗剤

舵
品 家庭用殺虫剤

衣
料

シ
ャ
ツ
及
び
下
萌
印

被
服
及
び
鮒
き
物

幼ｌＷｌ藩
卜I1lbllそて．（そで火95亡ｍｌｓ'０１ﾘﾑ）ぁ的
せ千晴l~･〈刑１１００，Z〉VⅢ雄・G10級品

女帝 k仕工･名古里帯･鞘100％･中鶴r」

男子背、L；ＩＭＩ［
夏

冬

グンクノＬｌｚ－トー・刺
ＥステルＩＩＬ勘（12ｔ

シンク'’’二下・１１
ステヅ「‐CIU織占ｉ

ｌＷ１・武地ポ0１
｣品）

､IDI・表jd1ウー
<四Nも似iMI）

男子ズボン
jＩ

寡
「

大人ｊ
勅・Ｉ

１．、llzPV4・ボリエステＩＬｉｌ（
WRIA7I

人人'11..112）いi・ウーステ，ト．.
０１０松Ｉｈｌ，

婦人スープ 扶冬も因・ツィード（毛100％）
中級賊

婦人スヵ_ト 化学幽紺・普通サイズ・中級品

学生服 中学19ヒノI腓尼捉紡・rII級品

婦人ゴー卜 冬もの・Ｕｉ１ｌｌ・厄100％.U1.級【FＩＩ

男子ゴー卜
ス’リーンーズンコート・シンク

ノト杣0$０１゜がＵエステ'Ｌｵﾙと1,ル

男子ワイシャツ ポリエステル綿i雌紡･口･仔通雌

婦人セーター アクリル屯11も伽・無1血・件i、脇
産PHI・Ｍ

婦人プラウス ポリエステル綿i聯伽俊Ｍ1.Ｍ

男子シャツ
夏

基
、

」し前半fIlI・〆Ｉｊヤス（IVI11OO路）
Ｍ・ＩＦ･皿A1

鋒O由・〆０ノヤス（綿１００，ろ）力･ぶり
Ｍ・普逆.M･

１個 Ｂ

１台 Ｂ

ﾘノ0 Ｂ

J｣０ Ｂ

P’ Ｂ

ＩＤ Ｂ

ＩＦ Ｂ

ＩＦ Ｂ

J１ Ｂ

Ｂ

ﾘノ Ｂ

Ｂ

１本 Ｂ

１組 Ｂ

1個 Ｂ

1セソト Ｂ

１枚 Ｂ

ＩＰ Ｂ

1個 Ｂ

１組 Ｂ

１個 Ｂ

１枚 Ｂ

Ｉ,0 Ｂ

ﾉｳ Ｂ

１個 Ｂ

ｌ０ Ｂ

'」 Ｂ

１本 Ｂ

lｍｉ Ｂ

１本 Ｂ

叩 Ｂ

１杯Ｉ Ｂ

１枚 Ｂ

１本 Ｂ

１着 Ｂ

'０ Ｂ

１本ｌＢ

'ＰＢ

１着 Ｂ

1枚 Ｂ

１精ｌＢ

,+' Ｂ

ﾉﾘ Ｂ

１枚 Ｂ

〃 Ｂ

PＩ Ｂ

ＩＩ Ｂ

Iｆ Ｂ

駁

竃

＊

虫

壷

宗

盛

＊

＊

暇

鞭

宗

峯

歪

峯

宗

聖

豪

虫

暇

壷

竃

企

正

豪

磯

豪

豪

濠

鞭

豪

豪

串

宗

峯

豪

豪

豪

宗

鞭

宗

宗

豪

峯

楽

宗

7450

7輪０

7470

7480

7490

7500

7510

7520

７５３０

7540

7550

7560

7570

7580

7590

7600

7610

7620

7630

7640

7650

7660

7670

7680

7690

7700

7710

7７１１

７７２０

7730

7740

7750

7760

7770

7780

7790

７８００

7810

7820

7830

7840

7850

7860

7870

7880

7890

7900

7９１０



昭和５９年度

生活資ネオ|面格調査票

(棟式９号－５）

事務所農政lＥｌｊ ｌｌｊｉｌｔ所

柱Ｉ）当Ｉ】(団伯に41IPiかを･し｡ときは、ｌｎＩｈ欄にｏを１６人すら。

２）Ｉ篇JFHUI(二（】のある品111」、値｣ｉしてL、る地/ｒＲ放蝿Ｉ,挑務所Gf介し助〉のみで`岡介する。
３）－７－１F１WのrVザ}ん８．ｃ・Ｉ)・Ｉｑ）に、Ａが誼JUfriIr町村でJWfrｵｰ6011,'１．Ｂが．１８冊１１『IdliｲI:唯でJqf上する,llbIl．ｃか地ハ鹿舷側（4ＷQ銃,iH1WM1IW所を含む．）

所ｨT地でAｎftする品ｉＬＤかＩしrI1INfILoM11LjQか地ﾘﾉ垢》ｒｌＭＩＩ１ｒＵ､１

－９４－

◆笘所呑号
ロ介
色咄 暦年｜戸企１１，割*iIi町村名

３

品目名 ｉｉｉリバ等級 H｣L位 コード 価捕 {ｉｂ４ＦＩ価格変動の印'1１９１

被
服
及
び
旧
き
物
ろ
づ
き
）

下
塙
帥

シ
ャ
ツ
股
び
（
つ
づ
ユ
ニ

届
き
物
剛
生
地
及
び
他
の
被
脳
頚

スリヅプ ナイロン１００％・谷通品

ヤ（ジマ 大人用・任袖・ニット・普通品

f・供用シャツ
夏

冬

男児１１１
ヤコＷＪＩｌ

男ﾘﾋﾟjvI
ヤスPhd

５－６途flnA度）半袖〆Oｊ
００％①甘通`170

５－６鑓極喚）任仙ノリ
00％・普通｡ｌｉｂ

男イ・革《.つ
域ぐつ
ゴム錐

’１２度・繊械ぬい・合成
）付底・大人用・中級品

幡人用サンダル
ピニ一

成ゴム
Ｌｕへ．'プサンクル・合

Ｅ・普通品

連動くつ
ア･ゾアンューズ・白キャンバス
ゴムロールノ唾・大人剛

ゴム草911 大人用

Wll地(ウーステ．，｢） 純毛・中級品．Ｗ幅

婦人用ウール着尺地 秋冬もの・先賎・平伍・L1OOﾂ６

さらしもめん１月ざらL・ＩＩｉｌ】009門

めいせん 正剥１．着尺・小袖

一趣ちＩ’ぬ人
丹後又I」小浜・Ｉ･Ｉ生)血７００牌
膨Ｉ食・着民地12,7問:1ｋ

毛糸
純毛・す９糸．中細・Ｉ，プ染
中砥Jil

開イ・《つした
ポリエスチＩＬｘＩエナイロンilfﾈル
腓jlhMO

婦人スト，，キング バンティスト・’キング・ナイ
ロン１００％･２０テ厚二一'し・G10腿ｌｉｂ

クリーニング代
IIr広

ワル,ﾔリ

背庄川ざ・Ｉｒライクリーニンク

水枕い

１枚 Ｂ

１着 Ｂ

１枚 Ｂ

ﾉリ Ｂ

１足 Ｂ

ﾉﾘ Ｂ

0１ Ｂ

〃 Ｂ

１ｍ Ａ

1反 Ｂ

/ノ Ｂ

ﾉﾘ Ｂ

1０ Ｂ

5００９ Ｂ

１［ Ｂ

〃 Ｂ

Ｉｆｉ１Ａ

１枚 Ａ

張

宗

宗

崇

宗

楽

正

壷

壷

姿

＊

豪

豪

豪

保
健
医
療

医薬 指数 、 豪

感冒薬’総合感１１１V１１．６０錠人ｌｌｌＪｉ度 Wｉ Ｂ’豪

間腸薬 胃１１t(689入り） fl帝 ＢＨ宗

外ＩＥＷ策
渋田１lbｊ韮・訳Ⅱ存鵲人’１

(3518人''）’
側 Ｂ 必

総合ビタミンｊｉｌｌ １００錠入り僻度 i｢Ｉ Ｂ ＄

ﾄリンクｉＷＩ 医薬』１，・びん入り（l00mIl） 本 Ｂ 壬

のが 」
味､､シシ又唖散±
テ，}６５．９Ｍ.七

､00.レンズＵＶ。-

，ブレーム・中後払 偶Ｂ 豪

父

通

通

ｲﾊﾟ

･父 I｣ミニ=i＝
１１１餓適．人

-iTtH願1垣
''’百%箭鐇禁鑿鮮士塗襲

|情｜虹誌料｜基本料金・単独電話・住宅用|'かｌｌｌＢｌ

｜
追
一
盗
一
岸
一
事
一
杢
一
懇
一
宗
一
宗
一
盗
一
蝦
一
宗
一
余
一
宗

1Ａ空連１１
人心18m・円心肢高速iＫ,ゲュ十11廟Ｉ

ｌＢＵかを念し'診,Ⅲと均止化十＄0Ｋ代雌ｔ町「
指数

タクシー科 小型車又は中戦車･5k１，采噸料金；，
】Iｌｏｌ
5kｍ） Ｂ

j、学定馴化 国鉄･高校生・通学定期旅客Ⅱ､1.151(旧 lか1１ Ｂ

自

動

単

等

関

係

行

；杵述乗用OIA

0＄乗用１１

|オートバイ

|向哲噸
|かソリン

|自動!↓定期点検
ｆｌ助’し係｜鞠

ｌ４００ｃＫ，ﾔﾉ度.、Ｘ級

５５０，．(.！』,0.度・Ｉ）Ｘ級

５０ｃｃｒ,ロ 度

２６インチ・符迎1ル’11級dlb

自動噸１１１．２号ガソリ '（無力iｉｌ

普通策用11．I400cciR･６か1１ :mIJlj僻；

｢|ｩMUIⅡlIllMWiITIIⅨ１MＷ１．
０１〔，保撒lUlIⅡ124か)I（符j』mＯ

rIKIIllIMll
DｌｑＩ

Iｆｉ

〃

,１

１［

1台分

１【UＩ

ばかき 通１N｢はかき １ｌｘ 、

'1、包科命
狩油'j･延・２ｋ卜,以'八ｌ・ｍｌｊ也・筋

I81jlDIを除く）
111Ｎ 、

微

両

lＰＴＡ金’１'｜公立小学校・’人’か'１１ ，0リ

コニ

±
０１

Ｈ１;号1lL-1L1iH-砦欝＃羨聿;票I鶉＝葡「

HJi杖授藁１１:｝ 公立数 ｌｌｂｌｌ・ＩＩ汕`巣Ｉ１，’

大ｄ狄授葉料
Iiil立

秘立

法文４１

法文911

系・トトlIu棚

升 ・倍１Ⅱ１部

幼ＩⅡISI’（11〈ｆ『 私ｄＸｌｉｌ リＩ よる(Ｍｆイ科

Ｂ 鞭

８ 宋

、 宗

Ｂ｜張

B１旗
Ｂ 蜜

Ｂ 宗

7920

7930

7940

7950

7960

7970

7980

7990

8000

8010

８０２０

8030

8040

8050

8060

8070

8090

８ 00

８ '01-
８ 2０１

８ 3０

８ ４０

８

８

5０

６０

８ 7０

８ 8０

８ 9０

8200

82101-
8220

8230

8240

8250

8260

８２７０

8280

８２９０

8300

8310

8320

8羽0

８３４０

8350

8360

8370

８３８０

8390

8400

’
「

１



(様式９号－６）昭ギＵ５９年度

生ｉ舌資材価格調査票

出張所辮務,所,農政局

【
注１》当1]IdliffにiiA当がい､とき(よ．１回騰橘|に02,『'２人すら、

２）「蒲封iWlI二（）o''ある,l向日;』．。；聖山で'.，る地ﾉﾉ農随１，，）ｉｌ１Ｌ楊所を詳し）のみで鋼f卜する。
３）コード11剛のがザ，ルn°Ｃ．、.､噂．（よ、Ａかｲ｢蝋i'[,10町１１で侭ｲｶﾞするiMl．Ｂか1#称ｌＷｉｉＷ｢地て･‘劉介ｒらiMllLCL'､】世』噴IH〔L,】！+LON枕ＯｒＨ１１ｊ靴.I卜齢''１２片しり

ｉｉﾊﾟｲ化他で綴f卜するＡＭＩ．Ｉ)《1.小方`i7M代011,'１．ｕＪ:,,池/｣ｎＴｊＬｌ１１ｌＩ】｜ｌい｣`す

－９５－

ｍｔｈｒ．

、ロ 銘柄等級 M｣1位 コード 価格 備考（1面橘変動の理由等）

教ｆｒ
《－了↓づき） 補習牧育科

LI｣．，i/､生・補謝は進学２＋＋目一コ
－え楯定筥・週２－３［iｌ一

｜制
ン⑬ｌｒｌ－）

坪
万
一
盤
―
ぬ
一
準
一
付

鋤
一
約典一
フ

カ

１人

ＮＨＫ欣送・カラー

もより映脚館・大人.

ビ受冊ｉ料’

Ⅲ
Ｉ
：

教
養
嵯
来

レー
ア

楽

典｜カラー･ﾘ'伸しｻｰﾋﾞｽ鈴ｲズ

写

カメ フ

机
学世jll・Ｉ+１ｌｂキルイミ製【H1枕〕‘う
化粧板･商号綱飾式･本槻匙ぴ蛍光ｔＪ

万年誰
ペン先18金・Ｉロカプラヲチ:,ク・1M色
－ト１１γソ式・阿藤ｌｌｈ

鉛筆 黒j｛

ノートプツタ

．
《
８

１
２

トレーニングrﾌェア

し。ド

,li：ＩＭＩ’

ｉｉｉｉｉＦｌ科

自動中毅習料’１

映画観覧判

麓
'7戸

|理蟹料｜大人濁鍵

利＝
雄

憐

ゴールド(セゾトを含む）

力｛ き，ねI)はみがき.チューブ175砥入り

lナ ん 普通１W」

プーゴ液体・ポリ容器2401,1入り

－１’ク｜び人人り゜３００m(入'）

栄養クリーム･｣t･70-80ｇｆｉ<腱

１ ２０～１４０ｍｆ入り

''二皮製・３９ein科Ｚｒ、詩逸品

「弓UｻﾞｌｆＩＩおりルター伍'ⅡＩｑ７ｔ行LDI､25,釦IOi

l墜・･'8店側’TAI負：ＩＭＬＩｌ．輸入,ｌＬ２ｉ,.（

ポストンバック・今成皮\:製．５０ciｎ

アートログ･クノｒ－､.'･オールエテンル

神｣:1Ｗ

フ

男-｢用・妖力だみ式・ナイ[コン地・羽プ
'}シダI;１．．ノリ・普汕dih

'たぱこｌｒ騨蝿聯金…エイトに

パーマネント代

クリム

化粧水

身
の
回
り
用
品

学生用かばん

ハンドバヅク

旅行用かばん

腕時計

洋がざ

lか月

１台

1七，ト

１台

ＩＤ

1,F

ﾘノ

１本

1ダース

１冊

1着

1枚

］か月

指数

1人

】時間

1か）］

1m

１枚

１回

１本

１個

１本

】びん

ﾉﾘ

１個

ﾉﾘ

ﾉﾘ

1本

指数

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

，

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

、

Ｂ

Ｂ

、

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

、

豪

寵

※

竃

飛

宗

磯

蟻

蟻

燕

鞭

燕

※

豪

豪

鞭

豪

※

濠

豪

※

豪

表

※

鞭

※

蕪

※

豪

豪

豪

患

壷

8410

8420

8430

8440

8450

8460

8470

8480

8490

8500

8510

8520

8530

8540

8550

8560

8570

8580

8590

8600

8610

8620

8630

8640

8650

8660

8670

8680

妬9０

8700

8710

8720

8730

三
三
一
二
三
三
二
ヨ
ニ

事
務
所
番
号

ごヱーＪ悉号
札Ｏｉｌ５１

函館 ５２

粥 唯 ５３

北１． ５４

青森 0２

岩手 0３

東北 0４

｢～～ 番号

|秋田 ０５

|山形 ０６

福島’0７

茨城 ０８

栃木 0９

群照 10

埼玉 】１

｢~～
’千葉

関東

|神奈ⅡＩ
|新溜
|流ｌｈ
|北陸
|福井

悉号

２

３

４

５

６

７

８

番号

山梨 1９

長野 ２０

岐阜 ２１

静岡 ２２

Ｈ１〔海 ２３

三重

|滋賀

２４

２５

～～｜撚号
近畿 ２６

大阪 ２７

兵庫

奈良

２８

２９

和歌、」 ３０

鳥取

島根

３１

３２

中[忌ⅡnllIil

広 船

Ⅱ
一
間

［」

島

|直 111

|甥 媛

Ⅲ 知

勝号

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

禍１m］

佐賀

長崎

ｿＬ州

大分

宮崎

鹿リと島

番号

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

沖縄 ４７



 



Ⅲ農林統計

く報告＞

二石：お手元の資料は先生方の手持ちの資料として利用していただければと思い，作成した

ものです。それであまり表向きにならない面もございますのでご了承ねがいます。これを

見ていただければ農林統計課の所管する統計業務の全琉がわかることになっています。

私ども農林統計課が所管している統計調査は大きくは農業動態調査，畜産調査，林業調

査，５年に１回実施される農業センサスに分けられます。農業動態調査に農業調査と農業

就業動向調査に分かれます。農業調査は農業センサスの中間年を補完するという意味で毎

年１月１日にミニ・サンプル・センサスとして行ないます。なお，センサスのある年は取

り止めます。これについては後ほど説明いたします。就業動向調査は暦年で農家世帯員の

就業の動きを把握する調査です。畜産調査につきましては，畜産基本調査で毎年２月１日

に飼養頭数，飼養農家数など基本的なものをとらえます。これもセンサスのある年には取

り止めます。畜産予察調査は乳用牛，肉豚，にわとり，ひななどについて２，８，１１月に

調査します。これは予察調査といっていますが，予察のための資料にする統計で，予察そ

のものではございません。それから牛乳，乳製品統計調査は毎月末で調査を行ないます。

これは指定統計になっています。鶏卵流通統計調査では鶏卵生産及び出荷調査があり，４

半期毎にまとめています。卸売市場調査は毎月行ないます。食`鳥の流通統計調査では食鳥

処理場調査，食鳥価格調査が毎月行なわれます。そして肉用若鳥基本調査はブロイラー基

本調査といって良いものですが，これは２日１日で調査します。食肉流通統計調査につき

ましては家畜市場調査がありますが，これは子牛と子豚について市場で取り引きがあった

日に逐次調査するものです。枝肉取引調査はと畜場調査とも呼んでいますが，これもと殺

のあった日に調査するものです。食肉市場調査は卸売市場か開設された日に調査します。

畜産物流通構造調査は食鳥，鶏卵，肉豚，肉用牛についての流通構造をとらえるものです。

次は林業調査です。林業属地基本調査は毎年12月末日現在で過去１年について主に造林面

積と伐採面積を調べます。林野面積調査は10年に１回行なわれる林業センスの中間年の１

月１日で調査します。林業動態調査は林家，素材生産業者を対象とし山林面積，所有山林

の移動，素材･生産業者の生産形態などの調査を行ないます。木材生産流通凋査は木材需給

量調査と木材製品生産動態調査と木材価格調査の３つに分かれています。木材需給量調査

は毎年12月末日でとらえるものです。これは素材の消費段階における素材の入荷量や製品

の生産状態を調べるものです。木材製品生産動態調査は木材製品の毎月の動きを調べます。

これらの調査の中に製材工場基礎調査と標本製材工場調査がありますが，私どもの林業部
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門ではこの製材調査が指定統計に指定されています、木材価格調査は毎月15日現在で素材，

木材製品，木材チップなどの卸売価格Ⅲ小売価格を調べるものです。木材販売構造凋査で

は製材工場，合板工場，木材の市売り市場や木材センターなどの販売構造を調べています。

農家経済調査は経済統計課で調査していますが，林家経済調査は私ども農林統計課が担当

しています。これは保有山林５ヘクタール以上の林家を選んで，４～３月の会計年度でもっ

て林家経済について調査します。しいたけの生産費については生しいたけ，乾燥しいたけ

についてｌ～12月の暦年で調査いたします。栽培きのこ類調査は毎年３半期毎にしいたけ，

なめこ，えのきだけ，ひらたけについて生産量などを調べています。生産林業所得統計，

林業生産指数は加工統計です。そして５年に１回定期的に実施します農業センサスがあり

ます。私どもでは目下，1985年農業センサスの準備作業を行なっています。これは昭和６０

年２月１日で実施いたします。

お手元の資料「農業統計課所管調査一覧」は読んでいただければわかると思いますが，

先ず１枚目に農業調査とありまして，調査の目的，凋査の組織，調査の期日，調査の対象，

調査の方法，統計の表章，公表の名称と期日などについて書いています。それから統計の

利用上の注意点などを備考に書いていますので参考にしていただきたいと思います。２枚

目が農家就業動向調査です。以下，畜産基本調査，畜産予察調査，牛乳・乳製品統計iilM行，

鶏卵生産及び出荷Ｉ凋査，鶏卵卸売市場調査，食鳥処蠅場調査，食鳥価格i凋査，肉llj群島｣,（

本調査，家畜市場調査，枝肉取引調査（と畜場調査），食肉市場調査，畜産物流通構造凋

査,つぎに林業部門ですが林業属地基本調査，林野面積調査，林業動態調査，木材需給愚

調査，木材製品生産動態調査，木材価格調査，木材|吸売構造調査，林家経済調査，しいた

け生産費調査，裁培きのこ類調査，そして加工統計であります生産林業所得統計と林業(ｋ

産指数です。以上のように種類としては多くのものを調査しています。これらの凋査は毎

年周年的に調査しています。ただ゛凋査によっては３年なり５年に１１１１のものもあります。

次に1985年農業センサスの実施計idji概要に移ります。農水省のセンサスとしては昨年実

施された漁業センサスと農業センサスがございます。１０年に１回，農業センサスと'11時に

林業センサスを実施しますが，その時は農林業センサスと呼んでいます。過去戦前にもセ

ンサス的な調査はあったわけでございますが，センサスとして確立したのは1950年世界農

業センサス（昭ﾄﾞ'125年２月１Ｈ現在）で，我が国農業センサスの第ｌ１Ｉ１ｌＨと位置づけて良

いかと思います。世界農業センサスはFAO（国連食栂農業機関）の提唱に従い10年毎に

行なっています。1960年は世界農林業センサスとして実施しました。これは我が国独自の

もので，林業も同時に調べています。それ以後は世界農林業センサスとしては1970年，

1980年に実施してきました。そして世界農林業センサスの中間年に我が国独自で農業セン
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サスを実施しているわけです。昭和30年の調査が最初ですが，これには特にセンサスとい

う名称はついていません。この点についてはいろいろ理由があったのですが，喜多先生も

十分ご承知のことと思います。ついで昭和40年の1965年農業センサスですが，この時は世

界と林が抜けています。その次が昭和50年（1975年農業センサス），そして来年の昭和６０

年２)］１［|に['''１Ⅱ年のセンサスとして1985年農業センサスを実施する予定です。例えば19

80年世界農林業センサス（昭和55年２月１日に実施）の状況を見ますと，農業部門におき

ましては農業事業体調査と農業集落調査に大別されます。なお中１Ｍ]センサスでは農業集落

調査がなくなります。農業集落調査はセンサス規則で１０年に１回行なうことと定めていま

す。それでilllIllセンサスの際には農業集落調査は実施しませんが，その時に問題になって

いること等を取り上げて，調査を行なうという独自のものになっています。1985年の中間

センスでは地域農業組織化調査というものを実施することとしてきます。1975年には農村

環境総合調査というのを実施しました。農業事業体調査の対象は農家がほぼ466万，農家

以外の事業体（会社等）がほぼ１万3000で，農業事業体としてはほぼ467万です。農業集

落は14万2000ぐらいです。農業集落はセンサス結果の集計の最小単位ともなるのです。林

業は1985年センサスでは実施いたしませんが，（項目として一部ありますが），林業事業

体調査と林業地域t淵査（農業集落調査に相当するもの）があります。1980年世界農林業セ

ンサスの時点では林業事業`体は283万，そのうち林家は253万，林家以外の事業体（会社

等）は29ﾉﾌﾞぐらいありました。林業地域というのは旧市町村の範ｌｊｌ１のもので約１万１０００を

対象にして調査しています。センサスの目的ですか，まず第１には説明するまで

もなく『農政の推進に必要な基礎的かつ総合的な統計資料を整備する」ことである

とされております。センサスの第２の目的としては，私どもの調査は標本調査が主です

ので，その母集団整備のための資料を整備することです。センサスの特徴は調査対象を悉

皆的にとらえるため，他の標本調査とちがって市町村・農業集落という小地域単位に調査

結果がとらえられるということです。前述しましたようにセンサスでは最小の集計単位を

農業集落においています。また，調査の概要は先程述べたとおりです。センサス調査の対

象とする農業事業体というのは，今回の1985年センサスですと昭和60年２月１日現在で経

営耕地面積が東'１本では１００以上，西日本では５０以上のもの，あるいはそれに満たない

場合でも過去1年ｌｌｌ１の農産物の販売金額が10万円以上のものとしています。これがセンサ

スでいう農業ﾘﾄﾞ業体です｡､他の調査でもこのセンサス基準にlll閲拠しています。つぎに調査

事項につきましては，渦査票をお渡ししていますので見ていただければわかると思います

が，大きくは世帯の状態，経営の態様，農業労働，耕地，山林及びその他の土地，家きん

及び蚕，農業用の機械・施設，農業生産物，その他農業事業体の現況を把握するために必
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要な事項からなっております。調査票は北海道を除く都府県用，北海道用，沖縄県用の３

種類作成します。これは農業機械等が－部北海道は異なるためと，沖縄は水稲がほとんど

なくさとうきびが主ですので，そのための項目を特に設定する必要があるからです。それ

から各県が独自に選択できるような項目も設定するようになっています。それから，先ほど

IiIし遅れましたが，センサスは農林水産省が都道府県に委託して調査してもらうという方

法をとっています。したがって調査の方法としては農水省が企画設計し，都道府県一市区

町村一指道員一調査員という系統によって行なわれるわけです。これについてもＰ124頁

に調査体系一覧表を作っていますので，これを見ていただければ一目瞭然だと思います。

都道府県に委託して調査をするわけですが，都道府県は，市区町村を通し，市区町村は指

道員を指導し，指導員は調査員を指導して，調査員が実際に農家等に面接調査します。な

お，指導員，調査員は各都道府知事が任命します。ただ調査員が調査をするのは農家調査

で，農家以外の事業体については指導員にお願いしています。指導員は市区町村の職員が

大多数です。指導員は旧市町村で１名お願いしていますので約１万1000人ぐらいです。調

査に当たっては，先ず全国を調査のしやすい農家数約30～35戸ぐらいになるような区域に

区切ります。これを調査区と呼んでいますが，全国でほぼ21万3000です。そしてそれぞれ

に調査員を１人づつはりつけるわけです。調査員はその受持ち区分を調査いたします。な

お申し添えますと国勢調査は調査区を74万ぐらいに分けています。したがって74万人ぐら

いの調査員で行なっています。また前に戻りますが，実査は２月１日です。実査がすんだ

ら審査して集計に移るわけですが，集計も私どもの方で都道府県にお願いしています。都

道府県は民間の電算センターに委託して都道府県，市区町村段階の集計を行ないます。農

水省は各都道府県別に作成された集計磁気テープをもとに地域別や全国等の結果を作成し

ます。この場合，電算集計のプログラムも私どもの方で一括して作成・送付し，各都道府

県に使ってもらうという形を取っています。農家以外の事業体（会社等）は全体で１万

2000と非常に少ないため今までは手集計でしたが，今回センサスから電子計算機による集

計に移行したいと考えています。これらは，来年11月30日までに集計結果を出して公表す

る予定です。統計編成等につきましてはここに書いた様なことで，様々な集計を行なって

いますし，都道府県別にも統計書を作成し配布しています。それからセンサスの本調査と

は別に事後調査を行なっています。これは本調査が終了した２月からは少し時間が経過し

ますが,７－８月に市ぐらいの農家を抽出して,主に結果の検証を目的として実施する
ものです。それと同時に本調査でできなかったような事項を補完して調査しています。そ

れから抽出調査というのもやっています。農家について５年前の状態が今回どうなったかという

動向をみるものです。つまりセンサスの５年毎に固定してこれがどう動いたかを追跡する
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統計です｡残念ながらこれは大程度しかできませんが,なかなかおもしろい結果ができ
ます。これは加工分析統計と言った方が良いのではないかと思います。報告書としては

「農業構造動態統計」としてとりまとめています。今日お持ちした調査票の中に地域農業

組織化調査（１５５頁～156頁）というものかあります。中間センサスでは農業事業体調

査の外にその時々にulj応した調査を設計しますがⅢ今回センサスでは地域農業組織化調査

というものを計ｌＩｌＨしているわけです。この調査は県に委託するのではなく私どもの組織で

調査します。ただこの凋査は指定統計ではございません。調査はTl1i区町村概況調査と農業

生産組織調査に区分されます。市区町村概況調査は市区町村3,250を対象とし，それを調

査単位として農業に関する組織的な活動を総括的にとらえてみようというものです。です

から農民が集まって形成している農業生産組織，農家行動の調整機能を果たす農業集落，

農家の指導機能を持っている農協，開発プロジェクトの実施・補助金・生産調整等の機能

を果たす市町村に視点を置いてこれらがどのような態様で，どのような活動を行なってい

るかを大まかに見てみようというものです。又，農業生産組織をリスト・アップすること

をも狙っています。これはセンサスと同じ来年の２月１日に実施します。そして昭和60年

10月ｌ「1に農業生産組織調査を実施する予定にしております。複数の農民が集まって共同

体を作り，,様々な態様でもって農業生産を行なっていますが，近年これが非常に問題になっ

ています。最近の農政の填点政策も地域農業の組織化をはかるということにおいています。

そしてそのような組織化の活動を通じて中核農家等や農業生産組織を育成して，地域農業

全体の生産性を向上させるというものです。具体的には地域農業集団育成事業などがあり

ます。そこで農業の集団的な側面を市町村・農協・各種の生産組織を通して総合的にとら

えてみようというのが地域農業組織化調査の試みであるわけです。しかし実際に行なおう

とするとなかなかとらえにくい面があります。特に農業生産組織というのは浮き沈みの激

しいものですし，その態様も多種多様ですので具体的にどうとらえるか非常に難しい問題

があります。農業生産組織調査をどうするかについては現在検討がなされているところで

す。大要としては以上のようなことです。

参考資料として来年２月１日に実施する1985年農業センサスの農家調査票，会社等を対

象とする農家以外の事業体調査票をお配りしています。それは都道府県用だけだと思いま

す。あと↑'１繩県lⅡと北海道川がございますが，農業機械とさとうきびがあるという違いだ

けですので大勢には影響ございません。参考にしていただければ幸いです。以上，粗雑で

はありますが説明を終ります。
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く討論＞

堀口：あちこちに係わることですが，調査対象の問題で，例えばセンサスですと農家と事業

体を区別していますが，これらの概念の違いは何でしょうか。

二石：例えばFAOは１０年に１度世界農業センサス計画を作成し，それに則して各国で行な

うよう提唱しています。そこでの凋査対象としては，エスタブリッシュメントという概念

を用いています。アメリ力のように農場制を取っているところは良いのですが，日本の場

合は家族を単位とする農業経営が殆んどです。ですから調査対象は農家という単位でとら

えるのが一番良いだろうということです。その外，農業経営を行っているものとして会社，

農事組合法人，などがあります。これらを総称して農業事業体と呼んでいるわけです。家

族単位の農業事業体が農家というわけです。農家以外の事業体である，例えば会社の場合，

いくつかの場所ごとに農場を持って経営している場合があります。そういうものを持って

いれば，その場所（事業体）単位ごとに調査対象としてとらえますが，損益等の会計処IIE

がそこで一応完結されているということが条件です。

堀口：それは大きい場合，例えば三菱のジャパンファームなども１つの寝業体としておさえ

るのですね。

二石：そうです。しかしそれがいくつかの農場を持ち，又その農場が１つの独立体としての

機能を持っていればそれを１つの調査単位とします。

田路：事業所単位ということですね。

二石：そうです。

田路：センサスで東日本では１００１西日本では５０ということでかなり区切りの幅が大きい

と思いますが，それで不自然なことはありませんか。

二石：これもいろいろ問題にはなっています。喜多先生はそのあたりの経緯についてはお誹

しいのではないかと思いますが，実は我が国が1950年の世界農業センサスに参加するにあ

たってその｣1時は，講和条約がまだ結ばれていませんでした。独立国としてまだ世界の一

員にはなっていませんでしたが，連合軍からこういうものがあるから[]本もセンサスを実

施してみろという経緯があったわけです。企画設計に当たってはいちいち連合軍と折衝し

ながら行なったそうです。これまで我が国では，はっきりした農家の規定は設けず，とに

かく抽象論として農家をとらえ凋侮を行なっていました。昭和22年に実施した我が[I《|独自

の臨時農業センサスもそうだったわけですが，たまたまこの調査結果をもとに分析してみ

たところ西日本で1反＝１００，東日本では５畝＝５０の線で，農家数の割合が同じような

比率になったそうです。これも一つの根拠ではありましたが，ただ､－番決定的なことは一律

に１００としてまずそれを東日本に当てはめると，それにみあうものとして西日本は二二E作地
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帯ですので半分の５０で収入が見合うとしたわけです，つまり同じ収入をあげるのに東日

本では－反が必要であるのに対し，西日本では５畝でいいわけです。そういう経緯があっ

たと聞いています。そういう記述が残っています。とにかく端的には収入が東日本の１００

と西日本の５ｑで同じになるということのようです。当時は水稲をものさしにしていまし

たが，今ではいろいろ変わりましたのでそうとは言えないでしょうが。昔の二毛作という

のは稲と麦でしたから。それと１度決めたらなかなか変えられないということで連綿と続

いているということだと思います。それから経営耕地面積が１００，５ｑに満なくても農産

物販売金額が１万円（1985年センサス時点では10万円）以上あれば農家としました。これ

は当時（1950年センサス時），水稲の１００当たり販売額が平均して1万円だったのでそれ

を基礎にしたわけです。以降,センサス時ごとに価格指数でもってスライドしています。

森：農水省の他の調査でも１００，５０という区分の仕方をしているのですか。

二石：このセンサス基準を適用しているのが一般的です。なお，農家経済調査では都府県で

１００，北海道で３０ｑをもって調査対象農家としています。つまり農家としては１００，５０

ですが，凋査の対象としてはこのように別に基準を設けています。

森：西１１本と束'1本の区別についてですが，東京は西日本に分類されるとどこかに書いてあ

りましたが，他の,凋査でも東西の区別は同じなのですか。

二石：農家の定鏡埜準は，あらゆる調査がセンサスのそれに準じています。ただ農家のうち

調査の対象とするものを，それぞれ別に基準を設けているというだけです。ですから先程

申しました膣家経済調査のようなものは北海道を３００以上などとしています。

田路：センサス以外は大体100以上ということですか。

二石：普通はそういう形ですね。それを採用している場合が多いですね。例えば農協の組合

員の資格規定などは耕地面積が１００以上の農家というふうに決めていますね。こういう場

合は，東西の区別はしていません。

喜多：県を通して行なう調査と農水省本省の直轄の調査があるというお話でしたが，センサ

スの農家調査だ,けが県を通して行なうものなのですか。

二石：センサスの農業事業体調査（農家調査と農家以外の農業事業体調査）だけが県を通し

て行ない，後は全て私どもの組織で行ないます。

喜多：恥業予算と言いますか，どのくらいのお金をかけているのでしょうか。

二石：センサスの場合は準備段階から実査，集計それから報告書を作るまで６カ年間の事業

期間となるわけですが，1985年センサスでは100億円ぐらいの予算額を見込んでいます。

実査を行なう昭和59年度が60億円，集計等を行なう昭和60年度が30億円でこれらの約８割

が委託で県の方にいきます。
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喜多：畜産にも鶏卵，ブロイラーなどがありますが，労力面でも良いので，これらに順位を

つければ労力なり，お金が一番かかっているのは何でしょうか。

二石：それは農業動態調査です。農業調査は私どもの組織で行ないますが，農家就業動向調

査は調査員にお願いしますので謝金が必要で予算的にはかなりくい込んできます。労力量

から見ますと農業洲査，農家就業動向調査がそれぞれ２割弱を占め，ＴＩＩ者でもって４割弱

になるのではないかと思います。これに１割強の畜産調査が続くのではないでしょうか。

北川：それに関係あると思いますが本省の農林統計課の職員数は全部で何人ですか。

二石：６０名といったところです。

北川：それらが農業動態，畜産，林業等の係にわかれているのですか。

二石：ここにあります調査名ごとぐらいには係があるとみて良いですね。実際の係名称は異

なります。

森：１つの係に２～３人ということですか。

二石：多いところで３名ですね。ｌ係１名というのもあります。

森：事務所の方は経済統計，農林統計，作物統計などのような本省の糾織がそのまま課単位

で配置されていると考えて良いのですね。

二石：そうです。しかし出張所になると違います。

山田：最初の質問が良くわからなかったのですが，農家か農家以外の農業事業体であるかは

農林省の方で決めるのですか。

二石：農林省で決めた定義に従って調査員なり指導員が判断して決めます。

山田：農家はどういう定義でしょうか。

二石：農業を営む世帯です。農業を営むとは，営利又は自家消費のため耕種養蚕，養畜又は

自家生産の農産物を原料とする加工を行なうことをいいます。世帯である農業事業体とい

うことです。

山田：常識的に言えば家族で行なっているということですね。

二石：そうです。したがって１戸１法人というのがありますが，これは農家とします。実態

が家族経営であれば法人とみないで農家とします。

山田：農家以外の農業事業体調査票の〔１〕１(1)経営目的番号が１に該当したものとありま

すがこの経営目的番号とはどういうことですか。

二石：農家以外の農業事業体用照査表にも注記していますが経営目的番号（区分）１という

のは農産物の販売により農業収入を得ることを直接の目的とするものです。番号２という

のは，牧草を栽培することにより,牛馬の預託事業を営むことを目的とするもの又は農家

が共同して牧草を栽培し共同で採草，放牧に利用することを目的とするものです。
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山田：例えばア協業経営体とあって，その組織形態として会社・組合・法人など，１～５と

あり，それから全面協業・部門協業とありますが，これはダブってマルをつけるのですか。

二石：そうです。なお，協業経営体は，全面協業か部門協業のいずれかに該当するはずです。

山田：ここに協業とありますが，いわゆる農家でも今はかなり協業を行なっていますね。

二石：1980年センサス結果によりますと全部で3747という数字がでています。なお，ここで

言う協業経営体とは生産から販売，収益の分配までを一貫して行なうものです。

山田:③というのは何でしたか。

二石：牧草だけを売るのですね。市場性はありませんが。前述の経営目的番号２に該当する

ものです。

森：話が農業センサスの話題になりましたのでそちらから先に質問していただきたいと思い

ます。

二石：その前に今度の1985年センサスの特徴は調査票を見ていただければわかりますが，１２

欄と14欄あたりが特徴的なものです。と申しますのは，農協のオペレーターとして働くな

ど人に雇われて働くケースや自分の機械を持って人の農作業を請け負うケースが増えてい

ます。今まではこれが農業以外の他産業に労働を投下したと見ていました。それでセンサ

ス研究会等で農家全体としての農業に関する労働という視点でとらえないとおかしいので

はないかということが問題となりました。例えば他人の稲Xりりの作業をどんどん請け負っ

て回る人がいるわけですが，それは農業労働ではなく他産業の労働になります。ですから

そこから得た収入も農業以外の収入になりますので，それが多くなると兼業農家になりま

す。そのような定義上の問題もありますが，いずれにしろ農業労働というものを広くとら

えようということです。今までは自家農業としてとらえていましたが，他人の家のもので

あろうと農業の労働であれば全体としてとらえるべきだということで，これが入りました。

本当は日数を聞くと良いのですが，なかなか難しいので該当日数階層欄を○印で囲んでも

らう形にしました。これが今回の特徴です。

山田：この点は前と単純に比較できませんね。

二石：そうです。しかし今後こういうものを把えていこうということです。それとセンサス

の１番のネックは借入れ地の面積把握です。一応とれるのですが，ヤミ小作的なものが多

分にあっても農家の方はなかなか外に出したがらないので正確には把握できません。そこ

で何か良い方法はないかということで，例えば田のところを見ていたた゛ければわかります

が田の借入れ耕地のところで，５５年以降借入れたもの，それ以前から借入れたものとあり

ます。このように借入時期を区分することによってさらに正確なとらえ方ができるのでは

ないかということでこうしたわけです。今は，土地の貸借関係を通じての規模拡大の状況
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をとらえようということが大きな問題になっています。これまでセンサス結果による借入

地面積は実際より低いのではないかということがいわれてきました。農家はまともでない

小作関係は隠す傾向ございますので実態がわかりにくいのです。それで借入れ時期によって

調査する工夫をしてみたわけです＞

山田：貸す方も借りる方も言いたくないということですか。

二石：そうです。どちらかといえば貸している方でしょうか。

森：税金意識とは全く別の次元の問題なのですか。

二石：土地に対する特有な農民意識も関係していると思います。

山田：過去のセンサスで貸し借りが少なすぎるという意見があるとのことですが，実際にど

のくらいの違いがあるとお考えなのでしょうか。

二石：借入れ面積は前ｌｐｌのセンサスでは30万ヘクタールでしたが，学音の先生方の推計では

５０万ヘクタール以上あるはずだとおっしゃるわけです。なお，農地の椛利移動関係につい

ては業務統計として別におさえています。しかしこれは相対による請負耕作といいますか，

いわゆる正規の手続きを経ないヤミ小作が含まれていません。どれだけの違いがあるか実

態は誰もわからないのです。センサスによって正確なものをほりおこすしかないと思いま

す。

山田：それが誤差として一番大きいのですか。

二石：大きいのではないかと思いますね。

森：統計局などですと脚調の事後調査で視点を絞って結果数字精度を洲べたりしますが，そ

れはどうやっても出てこないものなのでしょうか。

二石:それで先程述べましたように結果の検証ということでT6Uについて事後調査を行ない
ます。すぐ行なえば良いのですができませんので，７～８月頃に指導員が調査票を持って

もう一度聞きに行きます。そこで調査員が調査した結果とどういう違いがあるかを見るわ

けです。２月１１１時点を７月で聞くわけですから，そこではタイム・ラグによる差も若1ｚ

出てくるでしょう。なお，検証は指導員が調べたものが正しいと見るわけです。経営耕地

面積で私どもが計算した結果では，いわゆる調査誤差といわれるものは4.7％となってい

ます。

森：借入れの契約更改の時期は大体何月頃ですか。

二石：そういった調沓結果は持ち合わせていませんが，普通は年末だと思いますが。

堀口：前回のセンサスより減らされた項目は何でしょうか。

二石：まず，収穫面積のところの作物名が若干減り，機械の欄が減りました。それから前回

のセンサスでは農業生産組織への参加農家の従事状況を詳しく調べました。即ち生産組織
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に参加していた人が農作業の中心的役割をしていたか，管理的役割に従事していたか,補

助的農作業に従事していたかなどを調査していましたが，これは１回行なっておけばそれ

程変わりはないだろうということで今回はおとしました。それから林業部門が若干おとさ

れました。後は基本的にはそれ程変わっていません。

山田：お金の節約という意味では項目を多少減らしてもあまり意味はないですね。

二石：そうですね。

田路：この調査票は農業ですが，林業は別の用紙を使うのですか。

二石：農家調査票では林業労働などの1部項目がありますが，１０年に１回の世界農林業セン

サスで詳しく行ないますので今回の中間センサスでは農家調査票の中でおさえる程度です。

ここではあくまでも調査対象は農家であって林家は対象としません。したがって農家につ

いて－部林業部門を調べるということです。世界農林業センサスの際の林業はいわゆる林

業専門の林家も対象とします。なお，８割の農家の方は大なり小なり山を持っていて農業

のほかに林業も経営しています。

森：２月１日現在で実施するというのには何か理由があるのでしょうか。

二石：喜多先生は経緯をご存知だと思いますが，農作業で一番暇な時期はいつかということ

で，稲を収穫して一段落つくのが２月頃だろうということで決定されたようです。

森：他の国も２月１日なのですか。

二石：ＦＡＯは，これについては規定していません。国によって違います。なお，沖縄県は

１２月１日現在となっていますが，沖縄はｌ～３月はさとうきびの収穫で非常に忙しいから

です。調査期日は一度決定されると継続I性とのからみでなかなか変えられないということ

ですねへ

森：表の３番目の収穫面積，果樹園面積のところで販売したものにチェック・マークをつけ

るようにしてありますが，これについては販売額が全体の50％以上といったような指示が

あるのでしょうか。

二石：手引きでは少しでも販売したらという形で規定していると思います。

森：そのあたりは別に問題ないのですね。

二石：まず我々は販売農家・商品農家をそこでとらえようということです。そしてその規模

は２枚目の農産物の販売でわかるのです。本当はいくら販売金額があったか聞きたいので

すが，そういう聞き方では農家は拒否反応を示します。私どもの実態調査で農家に行って

いろいろ調査しますが，いくらですかという聞き方ではなかなか答えていただけません。

販売金額階層欄の２番目から３番目あたりですかねという答え方が多いわけです。

堀口：ずっとセンサスを続けているので，調査票の古い原票がございますね。それは各県が
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管理しているのでしょうか，それとも各府県の国立大学に移管するなりの統一した方針が

あるのですか。

二石：統一したものはありません。県が保管替えする届けをすれば図書館や大学に預けて保

管させるという手をうっています。たいてい大学や図書館などに預けていると思います。

堀口：私は以前鹿児胤大学に勤めていたのですが，鹿児島大学は県から全て預かっていたの

で古いものが見られます。時にはそれを調査の下調べに使うこともないわけでもないので

す。ですから棄てるのは大変もったいないと思いますね。

二石：センサス規則では，保存期間10年となっています。本当は焼却しても良いものなので

すね。

堀口：残してもらいたいですね。

二石：そうですね。

森：これは指定統計ですが，個票をそのように利用しても良いのですか。

二石：指定統計であっても，lo年経てば効力を失なうという意味で廃棄しても良いというこ

とになっています。

森：統計法では個票を統計作成目的以外に利用してはならないということになっていません

か。プライバシーの問題があると思いますが。

二石：利用はできます。秘密保護という観点では，指定統計でも承認統計でも何ら変わり

はありません。又，保管期間が過ぎたから個人の秘密を公にしてもよいということではな

いわけです。これをお使いになるときは所定の手続きをしてもらえば使えます。この場合，

あくまでもプライバシーを守るというのが前提です。なお，1970センサスからは磁気テー

プも利用できます。

森：個票イメージの磁気テープですか。

二石：そうです。

田路：農業の場合は農家が事業体として圧倒的に多いのですが，林業は約１割以上が林家以

外の林業事業体で，これはかなり規模が大きく，面積では圧倒的に多いということですか。

二石：６割弱です。数としては約30万で２割ぐらいですが。センサスでは林業事業体の定義

を「所有権又は所有権以外の権限に基ずいて育林又は伐採を行なうことのできる山林面積

が１００以上の世帯，法人，法人以外の団体等」と規定しています。いわゆる林家と呼ばれる

ものが253万ありまして，この中で農家であって林家である農家林家は200万戸，戸数割

合にして78％，保有山林面積にして77％を占めます。そして非農家林家の戸数割合は22％

です。しかし林家以外の事業体の保有山林面積は全体の６割弱を占めます。話しは変りま

すが今，問題になっていますのは専業農家と兼業農家の区分などの農家分類です。今の規
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定はちょっとおかしいのではないかなどと言われています。しかし農家分類はなかなか難

しい問題です。販売金額で分ける方法もどのようにして正確にその額をとらえるかという

問題があります。

喜多：販売金額の最上級は31000万円以上になっていますが前回はいくらでしたか。

二石：前回は1,500万円以上です。

喜多：これは3,000万円以上が相当出てくるだろうということで増やしたのですか。

二石：そうです。

喜多：販売金額で時系列は見れますか。

二石：時系列はとれるようになっています。基本的なものについての時系列だけはしっかり

とれるようにしています。

堀口：最近は完全に農業をやめて全部貸してしまうという不在地主が増えていますが，これ

は農家ではないのでセンサスの対象にはなりませんね。一応農業センサスの考え方として

は農家の側からは地主の対応をおさえたり，あるいは－部貸し付けているならばその貸し

付け地の話から地主の対応を聞けるようになっているとは思いますがね。計算したととが

ないのでわかりませんが，不在地主の数や全体の貸し付け面積に占めるその割合は無視し

ても良いような大きさと考えてはまず良いのではないでしょうか。

二石：はっきりした数字はわかりませんが面積にして８ヘクタール戸数にして24万戸ぐらい

ではないでしょうか。これは土地持ち非農家と呼ばれるもので，今回でも照査票でおさえ

らます。５アール以上10アール未満の農家もチェックするようになっていますので，これ

を積み上げれば土地持ち非農家がとらえられます。

堀口：この照査票は集落で行ないますが，そうすると完全に都市化したところは入らないの

ではないですか。

二石：センサスの場合は農家があれば全て調査します。調査区ごこに全て調べますので都市

化したところもぬけることはありません。

堀口：ただし都会に出ている不在地主は相当数，調査対象からおちるのではないですか。

二石：照査票というのは前回センサスのものを基礎に５年ごとに作成してできています。例

えば1985年センサスを行なう場合は，1980年センサスの照査票ができ上がっていますので，

市町村はそれを基にしていろいろな情報を集めて付け加えます。そして市町村は調査員に

それを渡し，調査員はさらにいろいろな情報をもとにして12月１日現在の照査票を整備し

ます。こうして離農した農家,新規に農家となった農家さらには土地持ち非農家といった

ものをとにかく，もれなくとらえるようにしているわけです。昔は調査員の方は町の有力

者がなっていましたので相当詳しかったのですが，最近は調査員の人材不足ということも
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あって農家の事情に詳しくない方も若干なっています。しかし一般的にはそこの集落に精

通した人がなっていますので，うまくいっていると思います。県への指導としてはとにか

くそれが抜けないようにして下さいということで繰り返し行なっています。照査票の作成

は最も重要ですからね。本来はこれで農家数がわかるわけですから。一番力を入れている

のはそこで，まず台帳作りですね。

森：実査の仕組みがよくわからないのでもう少し補足説明いただ､けないでしょうか。照査票

と調査票がありますが照査票は20世帯分が１枚に書けるのですね。

二石：１調査区分がまとめて書けます。

森：２月１日に調査して各戸を回るときにこれに調査員が記入していくのですか。

二石：この仕組みを申しますと，照査票というのは，昭和60年２月１日で調杏する場合には

1980年センサス（昭和55年２月ｌ「1）で作った照査票がありますので，それを基にまず117

町村の判断で加除訂正をします。そして市町村の段階で作ったものを調査員に渡します。

調査員はそれを12月１日で更に加除訂正します。

森：その場合は聞き取りに行って訂正するのですか。

二石：そうではなく，自分の判断や有識者に対するききとり調査等です。来年のセンサス笈

査日である２月１日前後にこうして加除訂正し整備した照査票と調査票を持って，照街票

に記入されている農家とおぽしき（センサス規定による農家）世帯を訪Illlします。

森：照査票はもう記入が済ませてあるのですね。

二石：そうです。そこに記入してあるのは農家らしい世帯です。そういう世帯を訪問してき

きとりを行ないます。ところが実際に聞いたら10アールもしくは５アール未満であったと

します。そうするとそれは農家ではないことになります。したがって実査の対象となりま

せんので，その世帯には調査票は渡しません。また農家を回っているときに様々な情報を

集めます。そこで新しい情報があればその段階で照査票を書き換えていきます。こうして

訪問した世帯がセンサスに規定する農家であると判定されたら，そこで始めて調査票を渡

してその場でききとるなり，後日再度訪問してききとる約束をするわけです。確定した照

査票というのは実査が終った段階で，はじめて完成されると考えていいわけです。最終的

には２月ｌＨ現在で完成されるものです。照査票には実査対象とならなかった，つまり土

地もち非農家世帯であっても最低必要な項目が記入されています。

森：本調査票は自計式と他計式が一緒になっていますね。

二石：そうです。これもきわめて予算上の問題で1980年センサスからそうなりました。調査

員の稼働日数を減らす方法としては調査項目を減らすことですが，これには限度がありま

す。そこで調査員が農家からききとる項目を少くし，その分を農家自身で記入してもらう
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方法を採用しました。つまり目計式の採用です。1980センサス結果からはこの自計式は非

常に評判が悪いですね。２月１日以前又は２月１日にこれを渡して４，５日したら取りに

きますので大枠のところを書いておいて下さいとお願いしておきます。それで回収に行き

ますと，世帯のところは比較的書いてありますが，他のところは忙しかったり等でつけわ

すれがあります。それで結局は洲査員が間かなければならないことになるのです。

田路：調査区というのはある程度農家が集まっているところに限定されるのでしょうか。例

えばほとんど市街区でそこにぽつんと農家がある場合はどういう取り扱いになるのでしょ

うか。

二石：凋査区は調査員の受持区分であって農家数がほぼ25～30戸になるようにしています。

平均がそうであって若干の幅はあるわけです。市街地で農家が極端に少ないところは他の

凋査区に合併するなどして調査区を設定してもれなく調査することにしています。農村の

社会的単位であり又，センサスの最小集計単位である農業集落は現在16万5000あります。

ｌ農業集落がたまたま良いぐあいに30戸ぐらいならばそれを調査区にします。あとのもの

はそれを分割して，２１万3000ぐらいの調査区を作ります。もちろん合併の場合もあります。

ですから結果的には16万の集落が21万の調査区に分割されるということです。１調査区は

ほぼ25～30戸にまとめていますが，地域によっては10数戸とか50戸になるところもありま

す。

森：照査票で５年前の資料で農家がとらえられていますが，それに載っていなかった世帯が

新しい農家に昇格したケースはどれくらいあるのでしょうか。

二石：いわゆる新設農家ですね。1975年～1980年でおおざっぱにみて16万戸ぐらいではない

かと思いますが。

森：例えは事業所統計のようなものは，かなり出入りがありますから前の台帳が使いものに

ならないということもあると思います。農業の場合は，兼業化が進むとすれば以前の調査

からおちる人はいても新たに追加される人はいないのではないかと思います。そういう意

味では５年前の資料を使ってあたれば大体見落しはないと考えて良いのですか。

二石：落ちるものと新しく追加されるものとの関係ではむしろ非農家になる見落しの方があ

るのでしょうね。［|に見えないものですから，相対で土地の貸し借りがある場合はわかり

ませんからね。

田路：今農業人口が老齢化していますから，今後数回の農業センサスでかなり顕著に農家の

数が減るかどうか注目されると思いますが，この点どうお考えですか。

二石：センサスを補完するものとして毎年農業調査を行なっていますが，昭和58～59年では

１％ぐらいの減でした。その計算からいきますと昭和55年に対して昭和60年は４～５％は
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いくと思いますね。昭和55年で466万戸でしたから今回は440万ぐらいになるのではない

かと思います。

田路：逆に言うとその分だけ規模が拡大しているということですか。

二石：そうですね。それはあります。上層農においての規模拡大は見られます。

山田：完全に農業をやめる人というのは貸すというより売っているのでしょうか。

二石：農業をやめた人について調査したものはありませんが，農業調査で経営耕地がどうい

う原因で減少したかを調べた結果（54年）では売却によるものが25％，貸付けによるもの

が21％と売却によるものが若干多くなっています。逆に耕地面積を増やした理由別には購

入によるものl5％，借入れによるものが47％と後者が半数近くを占めています。農業をや

める場合は貸付けるケースが多いのではないでしょうか。

山田：北海道のようなところでもそうですか。

二石：北海道は全国に比べて売却のケースが多いと思います。

森：貸借の多い少ないというのには地域差があるのですか。

二石：あります。北陸，東海，近畿は借地型経営の比重が高く東北，関東の借地は自作地の

補完的位置に過ぎない，いわば借り足し型の借地が主流です。南九州も前者の型に入りま

す。とくに新潟は貸し手市場で水稲単作型借地の典型ともみられるのではないでしょうか。

全国的にみても小作料も高いですね。

堀口：地価上昇を期待しているということとは関係ないですか。

二石：ないとはいえませんが。それと土地純収益を上回る利益を小作料から得られるかどう

かということですね。

森：統計を作っている方にはお聞きしにくいのですが，調査票の項目の中で貸し借りと販売

額の他にもなかなか正しい回答が得にくい項目がありますか。

二石：あとはそんなにありません。土地の過少性は台帳面積で答えているということです。

機械や家畜頭数は抵抗なく書いてもらえます。なんといっても農産物の販売額が低めに出

ます。ｌランク低いと思って良いですね。

喜多：これは調査員がいくらですかと聞くのかそれともこれを見せてどこにマルが付きます

かと聞くのか，どちらなのでしょうか。

二石：私も調査員の方に1度聞いたことがあるのですが，金額は言わないで，販売金額階層

欄の番号で８番ですか，９番ですかという聞き方をするそうです。

喜多：それならば抵抗は少ないでしょうね。

二石：農家は税金との関連をより一層考えるようになっていますので，警戒してなかなかそ

う簡単には答えてくれませんね。
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森：農業従事日数は正確に出てきますか。

二石：これは別に隠しだてすることはありません。ただし働いた時間や日数を正確に記憶し

ているかどうかという問題があります。８時間を１日として計算することにしていますが，

おじいさんなどが少しずつ毎日働いている場合は，過大な日数が計上される傾向もあるか

と思います。調査員が慣れた人ならば逆にこのぐらいでしょうと引き出すことができるの

でしょうが，日数なども若干あやふやな点がございましょうね。

山田：調査員の方というのはかなり農業を知っていないとできないような気がしますね。

二石：そうです。昔は調査員になることが名誉であった時代があったのだそうですが，今は

若干それがうすれていますし，質的な低下といいますか，農業の事情をあまりご存じでな

い調査員にお願いせざるを得ない状況です。その区域の農業，農家の事情に精通した調査

員の確保がなやみです。

山田：それでも調査員の方はなんらかの形で関係のある人が行なっているのですね。

二石：まだかなりの方が大なり小なり農業をご存知の方だと思います。他省庁の調査でも県

などに委託しているものがありますが，県によっては登録制度をとっているところもあり

ます。そこでは調査員によってはいろいろな調査を担当されています。私が先日行ったと

ころでは，ご婦人たちが農業センサス，労働力調査，事業所統計調査など４種類くらい行

なっているとのことでした。アルバイトでやっているのですね。こういう方たちの中には

完全に素人の方もいらっしゃいますが，それも地域によるのでしょうね。しかし割とご婦

人が進出していますね。男性の働き手という方は難しいですね。

森：農業事業体の調査票ですが，例えば牧畜，家畜などは会社組織のイメージがわき易いの

ですが，稲作の場合で会社組織になっているものについてはどういうものをイメージすれ

ば良いのでしょうか。

二石：まずあまり株式会社はないのではないでしょうか。有限会社はありますね。例えば富

山県福野町の「酒谷農産」ですね。

堀口：愛知県の「明治トラクター」ですね。

二石：「明治トラクター」は農業経営まで行なっていますか。

堀口：生産・販売まで行なっていますね。

二石：この頃広げたのですね。最初は完全な請け負い作業のようなものから出発しましたね。

堀口：今は借地が非常に増えまして100ヘクタール（昭和53年時）が借地のはずですね。

二石：完全ないわゆる農業事業体ですね。センサスでは農作業を請け負ってやろうが，農業

生産，農業経営をやらない事業体は調査の対象としません。ですからサービス業は入りま

せん。
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堀口：稲作の場合は会社組織の数は少ないのですね。

二石：１％ぐらいにしかすぎないと思います。

森：ブロイラーなどは商社がやっていたりしますから，それで大体わかりますね。

二石：畜産が多いと思いますね。農家以外の事業体が無視できないのはこの畜産部門です。

たしかブロイラー，鶏卵につきましては全生産の46％を農家以外の事業体が占めます。

森：住友商事かなんかがもっていますね。

二石Jですから農家調査だけですと資源量把握という観点からは，畜産部門では半分程度し

かとらえることができないということです。この傾向はますます増えていくでしょうね。

堀口：住友商事より三菱ですね。

田路：耕作ならば耕作だけを請け負うというものから，生産から販売まで農業全般を行なう

ようになるのにはどんな理由があるのでしょうか。

堀口：請け負い作業だけではあまり利益が得られないのでしょう。ある程度一貫したものに

しないと駄目なのでしょうね。

森：ところでこの付帯調査の狙いは何でしょうか。

二石：今の農政課題は地域農業を組織化し,規模拡大等をはかって地域全体として生産`性の

高いものにしていくことですが，それの基礎資料を提供するということです。この渦f1fの

本命は農業生産組織の実態を把握することです。数戸の農家が団体を作って請け負い作業

を行なったり，集出荷販売をしたりしているものに視点を当てて，それらが地域農業の'１１

でどういう役割を演じているかをとらえてみようというものです。具体的には農業機械の

共同利用組織，共同作業組織などについて調査します。

森：補助金算定か何かにも絡むということはないのですか。

二石：直接的なものはありません。しかし調査上の問題はあります。例えば農業機械の共同

利用組織を作って，それに補助金がくるわけですが，実際にはある特定の農家がそれを使っ

ているわけです。ですから組織はただ名目上のものであるわけです。そのへんが実態とし

てどうとらえられるのかということです。調査上難かしい面があると思います。

喜多：市区町村が農業経営を受託直営でやっているというのがありますが，これは事業体の

方の国・地方公共団体とダブりますね。

二石：直営でやっていれば農家以外の事業体に入りますね。農協は農協経営受託事業という

ことでやれますし，市区町村もそれができますからダブりますね。しかし実際は再委託す

るケースかあるのです。直営というのは極端に少ないですね。

田路：ここに入ってこないのはコマーシャルベースで請け負い耕作をやるものですね。

二石：そうです。いわゆるサービス業的なものですね。統計審議会の答申で建議としてたさ
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れていますが，こういったサービス業もとらえるべきだと指摘しています。これも農業生

産に相当寄与しているはずですからね。しかしこれもどういう形でとらえて良いのか非常

に難しいですね。つい最近，日本標準産業分類が改定になりまして，農業サービス業とい

うものを大分類の農業という範嬬に入れています。

堀口：隠業生産糾織の調査票はまた・できていないのですか。

二石：それは今予算を要求中です。そしてセンサス研究会を設けてそこで検討している段階

です。過去に農林水産省で簡単な生産組織についての調査をやったことがあります。基本

的にはそれに準拠しながら今日的なものになると思いますが，今それを検討中です。

堀口：例えば農地は全くもっていないが，他人の農作業はやってあげますなどのサービス産

業は依然としてカバーされないということですね。

二石：内容までは難しいですが，どういうものがあるかぐらいはとらえたいと思っています

が。

堀口：予算絡みで組織ができているものと実際に動いているもの，センサスとしては中味が

高次なものと低次なものとをIllij方ともおさえようとするので調査票は相当大変ですね。

二石：そのとおりです。なお調査する上で補助金が絡むものは非常に難しいですね。しかし，

我々の任務は組織の実態なり機能をつかむことです。

田路：111柵の調査票での東・Ｉﾉ１１ｐ本の区別を見ますと，東[1本は５０以上１００束満の世帯の

経営｢iIi積と出ていますが，特にこれを出されたのは将来５０未満を変えるという含みがあ

るのですか。

二石：一応５ｕ，１００という区別がありますが，最小の５０に基準を合わせたものを作って

みよう，量的に把握しておこうということです。将来５０未満を変えるという含みはあり

ません。

田路：５０未満というのは現実にかなり多いのですか。

二石：それはちょっと分かりません。

森：次に農業動態調査に話題を移したいと思います。

二石：ご存知かもしれませんが，参考までに昭和59年１ﾉ］１１－１現在で調査した数字を申しま

すと，総農家数447万3000戸，前年に比して1.1％減で４万9000戸の減少です。最近はこ

の傾向にあります。それからこのうち専業農家60万5000戸，構成比１３．５％で，１．６％増加

しています。これは65歳以上のいる高齢者世帯が21万4000戸で5.9％増加したためです。

例えば県庁などを定年退職した人がもっぱら農業をやれば専業農家になりますからね。そ

れから－兼農家68万9000戸で5.7％減少で着実に減少しています。二兼農家317万9000戸

で構成比71％0.5％減少と若干減っています。農家人口は２０４９万で前年にくらべて1.5
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％減です。そのうち65歳以上は16.8％を占めます。総務庁（総理府）で昭和58年10月１日

現在で調べた結果では65歳以上は全体で9.8％となっています。総務庁は20年後には全体

で17％になるだろうと予測しています。先程の16.8％，これはすでに20年を先取りした形

になっているわけです。その外，特徴的なのは経営耕地面積で，2.5ヘクタールを境にし

てそれ以上で農家数が増川｣し，それ以下で減少しています。ですから規模の拡大は除々に

ではありますが行なわれているということですね。しかしまだ全体の比率から見れば少な

いですね。因に都道府県における経営耕地規模別の農家構成比を申しますと，0.5ヘクター

ル未満で41％，１ヘクタール未満で70％を占めます。３ヘクタール以上は３％ぐらいです

ね。それから耕地を借り入れている農家の割合は全体で23％ですが，３ヘクタール以上に

なりますと45％の農家が借地によって規模拡大をしています。意向調査で耗地の増加理由

を聞いたのですが借り入れて耕地を増加したのが46％，購入して増加したのが16％です。

喜多：センサスのある年は農業調査を休むとのことですが，例えば昭和54年の農業調査と５５

年のセンサスでは農家戸数，専兼別の傾向などは問題にならなかったのですか。

二石：やはり断層が見られます。したがって我々が統計表を表示する場合は，センサスだけ

のものは５年間隔で別に表示し，農業調査は農業調査で年次別に表示しています。これら

を一緒にして並べますとある項目は良くても，おかしくなる項目もあります。報告書では，

利用に当って注意していただくように注記しています。本当はうまくつながらなければい

けないのですがね。しかし標本調査と悉皆調査とではズレが出ますね。それと調査員調査

と職員調査のちがいですね。

喜多：専業農家が増えはじめたことが随分問題になっていますね。

二石：そうです。

喜多：先程の両調査の結果の違いで農業調査は職員が行なうわけだからこちらの方が正しい

かもしれないということですね。

二石：そうですね。悉皆調査であるセンサス結果が必ずしも真をとらえているとも断言でき

ません。問題はつないで見る場合ですね。はっきり言えば我々は直接つないで使ってはいません。

森：結果はセンサスだけ低く出るのでしょうか。

二石：特にセンサスだけといいきれませんがそういう傾向はいえると思います。。それと絶

対値はいくらか違っても良いのですが，あるものはプラスに出て，あるものはマイナスに

出るということになりますと困りますね。

喜多：専業農家の増加が新しい傾向として話題になっていますが，今回のセンサスで逆に出

たりしましてね。

二石：そういうことがみられました。
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堀口：調査している実感として老人専業農家は増えますね。

田路：そうすると専業農家の平均規模がかえって小さくなってしまう可能性がありますね。

二石：それはありますね。本当の農業の担い手が必ずしも我々の頭においている専業農家で

はないということです。本当の担い手は高齢を除いた専業農家と第一種兼業農家と言って

良いと思います。

山田：そうすると本当の専業農家は－兼の68万の全部ではないでしょうが，大体そう考えて

良いのですね。

二石：専業の高齢を除いた40万戸ぐらいと－兼の68万戸を加えた100万戸強が本当の意味で

の専業農家であるということですね。

森：高齢専業というのはイメージとしては，例えば都会で定年まで働いて，田舎に土地が残っ

ているのでそこに帰って生活すると考えて良いのですね。

二石：それと地元の役場などに勤めていて退職してというパターンもあります。

森：いずれにしろ正規の職業を退職してということですね。

二石：心ずしも正規の職業とばかりはいえませんが。現在の専業分類はあくまでも家族員の

就業状況でしか区別していませんので，１人でもどこかで働いていれば兼業になりますか

ら。よく農家に行って文句を言われるのは，娘が役場に勤めていてお金は全く入れていな

いのに兼業農家になっているということです。

喜多：その娘が結婚したら専業農家になるのですね。

二石：そうです。農業の担い手をどういう視点でとらえたら良いかは１つの問題ですね。い

わゆる農家分類の考え方ですね。

山田：議論は十分行なっているのでしょうが，それを変えないということは，それを変える

と統計そのものが大きく変わってしまうからですか。

二石：そうですね。まず継続Ｉ性の問題です。農業を担っている農家をどのように位置づけ分

類するかという統計分類上の問題です。これは農業政策といったものとも係わってくるも

のです。どうもおかしいではないかと分かっていてもなかなか。ですから相当な吟味をし

て，試行調査をして本当にこれでいけるというものでないと難しいですね。私どもの方で

も農家の分類をどうしたらいいかということをいろいろな角度から，内部的に検討はやっ

ていますが。

森：その担い手の数を大雑把にでもつかむために，例えば高齢者の専業農家をおとすという

のはある程度納得できますが，第一種兼業の中で担い手であるものとそうでないものとを

区別するには何を使えば良いのでしょうか。

二石：農業が主である兼業農家が１兼農家ですから世帯主や後継ぎが農業に主として従事し
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ているかどうかによって区別する方法も考えられます。それから行政ベースでは基幹男子

農業専業者のいる農家を中核農家と呼んでいます。農業専従者とは年間150日以上自家農

業に従事する者です。そして，５９歳未満の男子農業専従者のいる農家を中核農家と呼んで

いるわけです。これは私ども統計サイドでそういう表現をしているのではなく，きわめて

行政サイドでのものです。今までは農水省はそういうものを育てようとしてきました。し

かし例えば150日以上自家農業に従事するといっても，米の単作地帯では水稲作を大規模

にやっていても150日以上従事しなくてもやっていけるという状況もあります。そうする

とその日数でいわゆる中核農家の規定から外れてしまいます。ですから労働日数だけでは

おかしいということです。これは一つの例ですが。このように考えますと，１兼の中の担

い手をどう区別したらよいかということになりますと難しいですね。いちがいには言えま

せんね。

森：自家用の機械を持っているかどうかというのはどうでしょうか｡

二石：機械といってもいろいろありますし，ちょっと難しい問題だ．と思いますね。先ほどの

労働日数も確かに大きな１つの要素ですね。それから家族のどういう人がどういう状態で

農業をやっているのかという質的な要素ですね。しかしなんといっても，最も大きな要素

となるのは耕地面積でしょうね。これを外すわけにはいかない。いくら施設型の農業でも

耕地面積は大きな要素となりますね。その外，農産物販売金額というアウトアットの要素

も考えられます。例えばアメリカのセンサスでは農産物販売金額1000ドル以上のものを農

場として規定しており耕地面積は農場規定の要素とはしていません。

山田：２頁の農家就業動向調査ですが，センサスや農業調査は過去１年間の就業の状態から

区分していますが，これは当該年の１月１日現在の普段の状態であるとなっています。こ

れが定義として違うことはわかりますが，具体的に１月１１]現在における普段の状態はど

のように判断されるのでしょうか。

二石：農家就業動向調査でいう「ふだんの就業状態」は，調査I」（毎年１月１日現在）前後

のどく一時的な状態ではなく，過去1年の就業状態に基づいて判断します。センサスも農

業調査も同じ考え方です。即ち調査日前1年間に通常，人が活動する時間にその人は主に

何をしているかによって主に仕事に従事する人，主に家事や育児に従事する人といった区

分を行なっています。労働力などをとらえる場合は，一般的にはいわゆるユージュアル方

式とアクチュアル方式がありますが，私どもの調査ではどちらかというとユージュアル方

式をとっています。アクチュアル方式のように特定の１週間がどうであったかということ

ならば良いのですが，１年間を通しての普段の状態でとらえるということですから難しい

ですね。これも市町村，調査員の方から指摘を受ける点ですね。説明するのは難しいです
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ね。これは先生どうするのですかね。

山田：これはいわゆるユージュアル，アクチュアルではなく，やや両者をミックスしたもの

ですね。

二石：センサスでは並存方式ですね。

森：i凋査体系と調査方法のところに基本調査と異動調査とあり，基本IiMil査は１月１日現在異

動調査は２回ありますが，これはどのような関係にあるのでしょうか。

二石：基本調査は１月１日で世帯の状態をおさえて，異動調査につないでいくものです。異

動調査は毎月世帯員の異動状況を調査していき，そのまとめを半年に１回，したがって年

２回行なうということです。

森：調査対象にあたると６カ月間続けて調査されることになるのですか。

二石：個人ごとに１年間おいかけます。１月１日時点の状態を基礎として，その後月々の異

動の状況を調べて，半年間の動きとしてまとめます。

森：そうすると例えば出稼ぎなども入ってくるのですね。

二石：そうです。これは出稼ぎ異動ということでおさえます。今出稼ぎを言われましたが，

前年で見ますと全国で１０万8000人ぐらいで，東北が77％を占めます。ですから東北の動き

が出稼ぎを規定すると見ても良いですね。そういうことで出稼ぎ状態も調べています。

森：１１K本凋査で杵段の就業状態というときには出稼ぎと書くのですか。

二石：ふだんの就業状態は，過去1年間（１月１日をさかのぼる）の就業状態によって①主

に自家農業に従事するもの，②主に自家農業以外の自営兼業に従事するもの，③主に勤務

の仕事に従事するもの，④家:事・通学・その他のものに区分してとらえています。出稼ぎ

の場合は，前述の①か②に区分されると思います。なお，調査期間1年間における農家世

帯員の出稼ぎによる異動は，異動調査で調べます。出稼ぎは特殊形態であることから職業

異動からは除外しています。

森：総務庁の就業構造１ｋ本調査と農水省の農家就業動向調査との関係はどうなんですか。家

計凋査も農家経済調査と分野が違うだけで対になった調査であるのと1可様の関係ですか。

二石：あれは別のもので，対になったものではありません。家計調査と農家経済調査は両省

庁との分担関係です。

森：それでは次の篭産関係の調査に移らせていただきます。

二石：今年の２月１日現在の数字を参考までに申しますと，全国段階ですが乳用牛の飼養戸

数約８万7000戸，頭数にして210万頭，肉用牛の飼養戸数31万5000戸，頭数にして217万

頭，豚の飼養戸数９万戸，頭数にして1000万頭，採卵鶏の飼養戸数13万戸，飼養羽数1269

万羽，ブロイラーの飼養戸数7300戸’飼養羽数1430万羽です。
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森：乳用牛，肉用牛，豚についても事業所がかなり多いのですか。

二石：そんなにありません。事業体シエアーとしてそれぞれ10数％だと思います。しかし採

卵鶏とブロイラーは46～50％とかなり高いですね。馬は１万戸が飼っていて’２万4000頭

（競馬用等は含まれません）です。沖縄などは調査項目に山羊が残っていますね。むこう

では重要な家畜だそうです。

田路：今の馬の用途は何ですか。

二石：北海道等では役用とはいわないで農耕馬という表現をするそうですが，実際は肉用で

すね。ほとんど農作業には用いないでしょう。熊本などは肉用に飼っていますね。

堀口：畜産物の流通構造調査で食肉用では冷蔵庫調査はやらないのですか。

二石：それはやっていないようですね。

堀口：魚の場合はかなり冷蔵庫で魚ころがしが話題になったりして，その時には水産物流通

統計が参考になったと思いますが，肉の場合はあまり意味がないのですかね。

二石：意味がないということはないと思いますが。

山田：豚肉は生での冷蔵が主で冷凍はあまり意味がないと思いますが，牛は冷凍も増えてい

るのでどうかと思うのですが。

二石：私どもの方では，食肉卸売市場調査で牛肉について冷凍と冷釧蔵の取扱数量をおさえて

います。

堀口：冷蔵庫の在庫調査をしていますのでⅢ魚ころがしのときには業者が普段は協力しない

のに水産統計課にその調査結果をやたらと求めてきたと担当者の方が言っておられました。

在庫の状況は他には冷蔵庫業会が出しているものと，後は仲間１情報しかないとのことで，

－番権威があるのは農水省の在庫調査だということだったようですね。

田路：肉については，ビッグ・サイクルはかなり顕著にあるのですか。

二石：あります。ただ、豚も以前は子豚といえば60kg以上でしたが，この頃は30kgで出荷され

たりするそうです。これはベビー豚と言われているものですね。それで私どもでは出荷量

をベビー豚と一般豚とに分けています。

森：次に林業調査に移ります。

二石：林業調査については少々わかりにくいかと思いますが，これは私どもの方で行なうも

のが主ではありますが，林野庁などの業務統計等を参考にしながら，どちらかといえば合

成統計といったものがあります。もちろん国営等は営林署等の業務統計を使えば良いので

すが，問題は私営の部分をどうつかむかですね。

堀ロ：農業の事業体もそうですが，林業の大規模な地主や事業体であれば，そうした大会社

は調査に積極的に協力してくれるのか，それとも難しいという側面があるのでしょうか。
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二石：大きくなればなるほど協力的かと思えばそうではない面があるようですね。

山田：この調査は業務統計にまかせて良いというものがあるように思うのですがどうでしょ

うか。

二石：今おっしゃったことは，予算をも含めたいわゆる統計の行政改革（統計の再編・整理・

統計作成の合理化，効率化など）という観点でいわれています。私どもの方も今検討して

いる段階です。たしかにそういった面が無きにしも有らずですが，業務統計はある事業を

実施する上で必要なものをとらえるというものですから，社会全体から見た統計として見

ようとする場合には，それだけで十分に満足できるというものではないという側面もあり

ます。

山田：ただ予算が縮小されますと全体が薄められる感じがありますが，薄めても良い統計と

薄めるべきでない統計に分けた方が良いと思うのですが。

二石：そのとおりです。私どもの方も十分検討していますし，行管，今の総務庁の方からも

統計の重複の問題など厳しくチェックされています。今のところは本来の調査目的が違う

ということで，これはこれでやらなければいけないということにしています。業務統計が

若干入ってくるのは林業属地基本調査などです。

森：林野面積調査のようなもの例えば面積については表式調査となっていますが，これは業

務統計から上がってくるのですね。

二石：そうです。

森：ただし調査項目のうち樹種，樹齢別の面積などは調査しなければならないということで

すね。

二石：そういう類の問題なのです。

森：従がって例えば８割ぐらいは業務統計からとれるが，それとクロスさせる残りの２割が

実際に調査をしないとわからないということですね。

二石：そこなのです。

喜多：話は違いますが，林家経済もそうですが，しいたけの生産費調査のような経済調査が

林業のところだけ入ってきていますね。これは後で付け加えたのでこうなっているのです

か。

二石：林業に係わるものは農林統計課でやるというそれた.けのことだと思います。

喜多：しいたけの生産費調査はいつ頃からですか。

二石：これは昭和45年頃ですかね。

喜多：林業所得から林業の牛産指数まで林業にかんするものはここでやっていますね。

二石：そうです。林業は一括してやっているということですね。
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喜多：経済的な側面も全てですね。

二石：そうです。畜産物になりますと生産量などは私どもの方ですが，生産費は経済統計課

です。先程の林業所得統計ですが，局地激甚災害を山林か受けた場合は国から林木に対して

財政援助がなされますが，この際に木材生産部門の林業所得統計が基礎資料として使われ

ます。

森：最後の生産指数ですが，生産量というのはその年の伐採量ということなのでしょうか。

二石：大部分はそうです。例えば１年間の素材の生産量ですが，生産量というのは製材工場

などに入荷した量から推定したものです。まず，素材，薪炭，特用林産物といわれるもの

の生産量を出します□

森：特用林産物とは何ですか。

二石：これは栽培きのこ類である，しいたけ，なめこ，えのきだ.け，ひらたけなどや，樹実類

です。これに市場価格を掛けて生産額を出し，これをウエイトとしてラスパイレス方式に

よって算出しているわけです。

森：この指数の利用目的はどのようなところにあるのですか。

二石：これは我が国林業の１年間の生産水準を表わすとともに，その時系列的な動きをみる

ために作成するものです。農林水産業に関する生産指数には，このほか農業生産指数，水

産業生産指数とこれらの指数を総合した農林水産業生産指数とがあります。、

田路：林業の生産といいますと例えば立木ですね。立木を１年間コストをかけて成育させた

部分がいわば林業の生産だと思いますが’それはどこに出ますか。

二石：成長の過程における価値増殖部分ですね。これは林木資産の増加として入ります。

田路：林業所得統計はどうなのですか。

二石：木材生産部門の所得推計では成長の過程における林木資産の増加分は含めません。林

木の成長による価値増加部分は別に計算していますが，林家経済調査では林木資産の増illi

として計上しています。

喜多：林業の生産指数，林業の所得統計は県別，地域別のどちらで｛Hるのでしょうか。

二石：生産指数は全国”林業所得は県別です。なお木材生産部門については激甚災害等のこ

とがありますので市町村別に資料だけは整備しておくことにしています。

森：林業調査の中の木材製品生産動態調査の中に合板，床板などがありますが，これはそれ

らを生産するという意１床では工業統計の方にも絡みそうな気がするのですが。

二石：これも分担関係を通産省との間で引いています.，

田路：木製品製造は工業統計表には入っていますね。

二石：入りますね。
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森：鉱工業生産指数などを出す際に生産動態調査の資料を使いますがⅢそれからしますとこ

れも動態という名前がついていますから計算に入っているのでしょうか。

二石：鉱工業生産指数にはもちろん入ります。

田路：薬は厚生省造船は運輸省でしたね。

二石：木林製品といってもまだいろいろな種類があります。それで細かいもので通産省でやっ

ている品目もあります。

森：例えば調査主管についての官庁間の線引きのときには何が基準になるのでしょうか。

二石：そのへんの基準はよくわかりません。

森：後で調査の境界領域にあたるようなメーカーがあらわれたときにはどちらの役所の管轄

にするかという綱引きがあるわけでしょうか．

二石：そうですね…。
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農林統計課関係調査

L農業調査

|畜産基本調査

_|:露篝宝
F祠碧i驍輌－」

…固-i菫鑿
蓄露WT蔬邇1寵調香］Ｆ’製材工場基礎調査

木材チッブエ場調査

篭l(尋
篭

床板工場基礎調査

林業調査

》

[￣
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農林統計課所管調査一覧

農業調査

１．調査の目的

農業センサスの中間年次における農家数，農家人口，農業労働力，農業機械等の動向及び農

業経営の発展の姿を総合的に把握する。

２．調査の組織

統計情報部一統計情報事務所一同出張所

３．調査期日

毎年１月１日

４．調査の対象

経営耕地が東日本では100以｣二，西日本では５０以上の農業を営む世帯及び経営耕地がこれ

に満たないものであっても調査期日前１年間における農産物販売金額が10万以上あった世帯。

５．調査方法

標本調査：層化二段抽出法（階層→調査区→農家）

第１次抽出単位→調査区（280年センサス設定，農家数20～25戸）

第２次抽出単位→調査区内の農家

調査の実施：職員が標本農家に面接

６．統計の表章

全国，全国農業地域別，都道府県別

公表

昭和59年農業調査結果概要（昭和59年６月27日）

昭和59年農業調査報告書（昭和60年３月予定）

注）標本の抽出方法

標本調査区の抽出：調査区を経済地帯区分により階層分けし’更に調査区の性格に

より区分し，それぞれの区分ごとに任意系統抽出方法によって

標本調査区を抽出･

標本農家の抽出：標本調査区内の農家を経営耕地の大小により区分し，その区分ご

とに所定の抽出率によって任意系統抽出。

備考

昭和35年以降毎年実施（昭和43年までは12月１日現在，昭和46年以降は１月］日現在）

ただし，昭和44年12月，５０年１月，５５年１月調査はセンサス実施に伴い体''三。

農業調査は，農業センサスと密接な関係をもつものであるが，両調査間には次のような相違が

ある。

１．両調査はいずれもIni接調査であるがセンサスが県→市町村の系統を通じ，調査員による

全数調査であるのに対し，農業調査は統計情報出張所職員が行う標本調査である。
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２．農業調査によって作成される統計は，すべて推計値であり，常に標本誤差を伴っており，

その精度は調査項目あるいは表章範囲によって異なる。

３．以上のことから両調査結果を直接比較して利用する場合には，調査方法等の相違を理解

して利用する必要がある。

６．統計の表章

全国，全国農業地域別，都道府県別

公表

昭和58年上期（１～６月）農家就業動向調査結果

（昭和58年10月25公表）

昭和58年（１ノ]～12月）農家就業動向調査結果

（昭和59年５月25公表）

昭和58年農家就業動向調査報告轡
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（昭和59年１２日予定）

傭考

1．この調査は，絶体値の推計を目的としないため，時系列的比較，人の各種属`性別比較など

相対的な動向をみることに重点をおいて利用するものである。

２．との調査の基本調査における静態統計（１月１日の年頭初人口）は，１年間の異動数の比

率などをみるための基数として利用し，農家人口の静態統計としては農業センサスや農業

調査の結果を利用する必要がある。

畜産基本調査

1．調査の目的

主要家畜の飼養戸数・頭羽数並びに経営構造に関する事項を把握し，我が国の畜産業の状況

を明らかにする。

２．調査の範囲

全国

３．調査の対象

乳用牛飼養者（おすのみを飼養している者は除く）

肉用牛〃

豚〃

採卵鶏〃

ブロイラー（食鳥流通統計調査・肉用若鶏基本調査によって調査）

４．調査事項

飼養戸数，頭羽数，経営構造に関する事項

５．調査組織

統計情報部→事務所→出張所

６．調査期日

毎年２月ｌロ

７．調査方法

（標本調査，職員による面接調査）

標本飼養者を任意系統抽出法により抽出。

８．統計の表章

全国，全国農業地域別，都道府県別，飼養頭羽数規模別（出荷羽数規模別）飼養戸数，頭羽

数

経営部門別（酪農，肉用牛，養豚，採卵鶏），農業地域別，都道府県別

公表

畜産基本調査は，農業センサス年次は休止。

秘密保護上統計数値を公表できないものはx表示
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畜産統計（昭和59年２月１「1現在）昭和59年５月31日公表（速報）

畜産統計一家畜飼養の概況－（１１【{和59年２月］日現在）ｌ１ｌ１和59年12月予定（報告書）

傭考

主要家畜の総飼養頭羽数を畜稲別に正確にとらえることを主な目的として設計されている。

本洲査結果は推計値をそのまま褐戦しているが，頭羽数規模別，地域別比較をはじめ，各緬比

率の算出を通じて経営構造を把握することを目的としており,絶体値の推計を目指しているも

のではないので，その旨を了知し利用する必要がある。

蝋､iiirWl

MliWTi總魎|…Ⅲ
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鰈'胴…鶯獅ごと｡…(猟蕾W寵久Ｗ……拝
肉用牛：肉用牛飼養頭数，肉用種子牛生産頭数

（震鶉轍議､’川……べん…
豚：

鶏ひな：毎月ふ化ｲｨ数，出荷羽数（採卵用めす，ブロイラー用，種鶏），え付け羽数

（採卵用めす，ブロイラー用），向う３か月の出荷の見通し（採卵用めす，ブ

ロイラー用）

公表

，uM…動脚ＩｉＨ鱒；:鰯

蝿川…醐陶|:臘綱重

…1i撰鞘三J
題ひなふ化羽数毎月調査翌月下旬公表

畜産統計（参意として「家畜生藤異動頭羽数」を掲載）

昭和57年鶏卵食鳥流通統計（併載鶏ひなふ化羽数統計）１１(｛和58年８月（肝

臓考

鶏ひなふ化羽数調査（鶏卵生産量予察調査）

採卵鶏の飼養羽数，産卵量及びブロイラー生産量の動向を予測する資料とする。

牛乳乳製品統計調査

｜・調査の目的

牛乳及び乳製品の生産に関する実態を明らかにする。

２．調査の種類と対象

基礎調査：すべての乳製品工場，牛乳処理場

月別調査：大臣が定める方法によって抽出した牛乳処理場及び大臣が定める乳製品工場

３．調査事項

基礎調誉注):乳製品工場,牛乳処理場の経営組織,製造設備の設置状況,受乳送乳圏及び

飲用牛乳・乳製品の生産量等

月別調査：毎月月間の受乳・送乳量，用途別処理量及び飲用牛乳等乳製品生産量等

（注）母集団の確定，月別調査を実施しない牛乳処理上の推計を行うために必要な母数

の把握及び乳製品工場，牛乳処理場の処理能力の現状を明らかにする。

４．調査の組織
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統計情報部→事務所→出張所

|謡鶇馴麗Ｗ製蕊）
６．調査方法（全数調査，ただし月別調査は］部標本調査）

Ｉ蕊礎調査!''繼所職員が毎年１月に調査員に面接又は電話でＢｉきとる
｜月別凋査翌月上旬に調査員がとりまとめる。

醗陶liWiW:::蠕・
７．調査期間１月～12月

８．統計の表章

全国，全国農業地域別，都道府県別

生乳生産量，生乳移出量，生乳移入量，生乳移出人量

生乳処理量（飲出牛乳等向け，乳製品向け）

飲用牛乳生産量（乳用牛乳，牛乳，加工乳）

乳飲料生藤量

乳酸菌飲料生産量

はっ酵乳生産量

飲用牛乳の容器容量別生産量

乳製品工場数及び牛乳処理場数

公表

牛乳乳製品統計毎月（毎翌月末日まで）公表

昭和58年牛乳乳製品統計（年計）昭和59年５月 (調査年の翌年の３)]31日まで）

…'１灘警…
４．調査事項
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生産量，集荷量，仕向先別出荷量，自給量，種卵用，その他

５．調査組織

統計情報部→事務所→出張所

６．調査期間のⅡ寺期

１月から12川を４半期に分け各期末月の翌月に当該４半期を月別に淵森する。

７．iilM沓方法（lMIIllIとして属地調査）

集出荷機関のＩＲＩ係資料の閲覧及び代表者に対する職員のI1ii接調査

調査客体の選定：原Illjとして調査する客体の出荷量（県内集荷分）累計が事務所管内総出荷

鰍の60～80％となるよう選定する。

８．統計の表章

全国，都道府県別，生産量，出荷量，入荷量（産地直送，転送）

月別生産蛍・出荷量，出荷府県・入荷府県交流表（年計）

公表・

鶏卵流通統計（59年１月～３月分）昭和59年５月22日公表

（鶏卵の生魔と出荷）

” （59年４月～６月分）”８月中旬予定

" （′′７～９月分）′’１１月中旬予定

" （〃］～12月分）昭和60年２月末予定

鶏卵食烏流通統計翌年８月予定

鶏卵卸売市場調査（鶏卵流通統計調査）

1．調査の範囲

札幌市，東京都，各古屋，大阪府，広島市，福岡市の６都市

２．調査の対象

上記都市の鶏卵市場（荷受機関）のすべて。

３．調査事項

産地別入荷量，仕向先別，用途別卸売量，規格別卸売量，卸売価格

４．調査組織

統計情報部→事務所→出張所

５．調査期間と時期

１月～12月について，毎月の結果を翌月に調査。

６．調査方法

職員が鶏卵市場（荷受機関）の関係諸帳簿を閲覧するほか，代表者職員が鶏卵市場（荷受機関）の関係諸帳簿を閲覧するほか，代表者に面接。

７．統計の表章

主要都市の鶏卵市場における産地府県別鶏卵入荷量（産地直送，転送），月別鶏卵人荷量，

月別，仕向先別卸売（販売）数量
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月別・鶏卵規格別卸売量，鶏卵規格別１ｋｇ当たり卸売価格

公表

鶏卵市場流通統計毎月（調査月の翌月末）公表

鶏卵食鳥流通統計翌年８)]予定

食鳥処理場調査（食鳥流通統計調査）

１．調査の範ｌｊｌ１

全国

２．調査対象

食鳥処理場

３．調査事項

食用に供される肉用若鶏，成鶏及びその他の食鳥（あひる，七面鳥，うずら等の家きん）に

ついて

集荷量，処理量，仕向先別出荷量，集荷計画

４．調査組織

統計情報部→事務所→出張所

５．調査期MlIと時期

肉用若鶏：１月～12月について毎月結果を翌月に調査

成鶏及びその他の食鳥：１月～12月について年１回調査（翌年]）]に)]別の結果を調査）

６．調査方法

関係資料の閲覧及び代表者に対する面接

調査客体の選定：原則として肉用若鶏の処理量（生産重量）累計が轍務所管内総処理量の６０

～80％となるよう選定

７．統計の表章

全国，都道府県別，ブロイラー，成鶏の出荷羽数，出荷重量（生体），処理羽数と重量，月

別，県別ブロイラー（生体）の出荷府県，処理府県交流表（羽数，重Iliの年計），県別・月

別仕向量（と体・'１｣ぬき，解体品），入荷量（と体・中ぬき，解体品）

公表

ブロイラー流通統計毎月（調査月の翌月末）

鶏卵食.鳥流通統計翌年８月予定

食鳥価格調査（食鳥流通統計調査）

1．調査の範l＃｜

東京都，名古屋市，大阪市，福岡市

２．調査の対象

食鳥卸売事業所（年間取扱量の多い事業所）
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３．調査事項

肉用若鶏（ブロイラー）及び成鶏のと体解体品の１ｋｇ当たり月平均卸売l1Ii格

４．調査組織

統計情報部一事務所→出張所

５．調査期Hllと時期

１月～12)ｌ毎Ⅱ結果を翌月に調査

６．調査方法

有意選定

卸売事業所の代表者に対する電話調査

７．統計の表章

県別・月別，食溺（ブロイラー，成鶏）出荷羽数，出荷重量，処理羽数，処理重量（生体），

仕向量，入荷量

ブロイラー（生体）の出荷府県，処理府県交流表（年計）（羽数，重量）及び仕向府県，人

荷府県交流表（年計）

都市別（４）月別食鶏（と体・解体品）１ｋ9当たり卸売価格

公表

ブロイラー流通統計毎月調査月の翌月末公表

鶏卵食鳥流通統計翌年１０月中旬年報

(ブロイラー）肉用若鶏基本調査（食鳥流通統計調査）

1．調査の範囲

全国

２．調査の対象

食鳥処理場，農協等集出荷団体，集出荷業者，大規模飼養者，精通者等

３．調査項目

食鳥処理場の年間処理量

肉用若鶏の飼養戸数，羽数（２月１日現在）

４．調査組織

統計情報部→事務所→出張所

５．調査期間と時期

２月］日現在

６．調査方法

面接調査

７．統計の表章

ブロイラーの飼養戸数・羽数，年間出荷羽数規模別出荷戸（羽）数１ブロイラーの都道府県

別飼養戸・羽数など。
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公表

畜産統計

鶏卵食鳥流通統計

調査年の５月下旬公表（速報）

翌年10中旬（年報）

家畜市場調査（食肉流通統計調査）

肥育１Ｍ子豚及び肉)Hもと牛の主要供給市場における取引頭数及びⅢi格に関する情報を収集作

（手露:lIi鰯
３．調査の範附及び対象

|鷺::Mi::(F:篭繋二:鰯:Wii::剛二
(鶉：

取引頭数，価格，１頭当たり取引価格など

５．調査組織

統計情報８１吟ｼ事務所→出張所→調査補助員≦

６．調査の期日

７．調査の方法

家畜市場代表者への面接調査と電話調査

８．統計の表章

家畜市場別，取引頭数，１頭当たり価格（安値，高値，平均）・

生体１ｋｇ来たり価格，子豚，子牛の大きさ（平均日令，見積体重）

市況概況

公表

烹､排…-J…
食肉流通統計月報（家畜市場における子畜の取引状況）毎月

食肉流通統計（年報） ，翌年９月
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枝肉取引調査（と畜場調査）

（食肉流通統計調査）

１．調査の目的

肉畜の産地邦道府uTL別出荷頭数，と畜頭数及び食肉生産量の動向を明らかにする統計を作成

２．渦111範囲と対象

と畜場法に基づいて設置されたすべてのと畜場（豚，牛（成/:'二，子牛）馬，めん羊，やぎ）

３．と畜場の区分

｛:!:篝：
４．調査事項

と畜頭数，枝肉重量，乳Ⅲめす牛年齢別と畜頭数

５．調査組織

統計情報部→事務所→出張所→調査補助員

６．調査方法

と畜代表者に対する面接及び電話

７．調査の期日

第１種と畜場：と畜作業が行なわれた当日

第２種と畜場：毎月末日現在

８．統計の表竜

産地府県凶出荷頭数

と畜府県別枝肉取引頭数（ﾉ】別）

府県別枝肉生産量

肉豚，肉用牛と畜頭数規模別と畜場数，と畜頭数など

公表

と畜情報当日の午後（流通情報室を通じてユーザーに配信）

食肉流通統計毎月翌月末

食肉流通統計（年報）翌年９月

食肉市場調査（食肉流通統計調査）

１．調査の目的

食肉市場及び日本食肉流通センター部分センターにおける食肉の取引数量及び取引価格の動

向を明らかにする統計を作成する。

|議騰;；
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３．調査の範囲と対象０１内の数字は市場数）

①全国の食肉中央卸売市場及び食肉地方卸市場のうち別に定める市場

（１報）（２報）

（鯨轤iiWfi）
②全国の食肉中央卸売市場及び部分肉センター

前日値当日値

（鱒：謡:）
③全国の食肉中央卸売市場，指定市場及び部分肉センター

①当日の取り|状況（併設と畜場のと畜頭教，枝肉取引状況，枝肉の気配価格）

②前日の取引状況（と畜頭数，上場頭数，搬入枝肉頭数，規格別取引成立頭数，

③（上と同じ，その他副産物売上額，と畜場経費，市場手数料，

輸入肉の重量，価格）

５．調査期日

①市場が開催された日

②同上

③確報調査実施市場は市場か開催された日，その他の市場は毎月末日現在

出張所職員が市場の代表者に面接

７．統計（情報）表章

①②とも市場別，項目は上記４参照

③牛・豚別，市場別Ⅲ入場頭数，枝肉取引実績（上場,成立頭数，重量，価格）

市場別月別取引頭数とIⅡi格

`ｗｌ:!:|鴨:……

ｗ川壌
食肉流通統計毎月 翌月の末日に公表

食肉流通統計年報 翌年８月

規格別取引

枝肉歩留，
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畜産物流通構造調査

１．調査の目的

ァ．食鳥食鳥処理場の実態を把握して食鳥流通形態及び流通圏の変化等を明らかにする。

イー鶏卵鶏卵の集出荷機関及び荷受機関について経営組織別機関数，取扱量を把握し，

その機能を明らかにする。

ウ．肉豚集出荷段階における肉豚の集出荷状況及びと畜場における枝肉流通の実態を明

エ．肉用牛集出荷段階における肉用牛の集出荷状況及びと畜場における枝肉流通の実態を

２．調査の機構

統計情報部→事務所→出張所

３．調査の種類

↑について騨(鑿::鵲鰯。

，に…|麓鵜川艤瀝

…橿鰯:…
４．調査の対象

ア．食鳥年間処理（解体）羽数5000羽以上の食鯨処理場，食鳥解体業者

イ．鶏卵年間取扱数量50t以上の集出荷団体，集出荷業者，直接出荷する生産経営体

ウ．肉豚過去１年間に肉豚の集出荷業務を行なったすべての集出荷団体，並びにすべて

のと畜場

エ．肉用牛過去１年間に集出荷業務を行なったすべての集出荷団体，並びにすべての家畜

市場１すべてのと畜場

５．調査事項

アについては経営概況，出荷状況，出荷状況

イについては経営概況，取引状況，選別荷造り及び設備状況集出荷先との関係，仕向先別

仕向け数量，取引の範囲

ウについては集荷先別集荷頭数，送荷先別送荷頭数，出荷先別出荷頭数，と畜場搬入頭数，

枝肉の搬出頭数

工については集荷先別集荷頭数，送荷先別送荷頭数，出荷先別出荷頭数Ⅲ市場搬入頭数，

搬出頭数，と畜場搬入頭数，枝肉搬出頭数

６．調査期間と期日

アについては１月～12月について，６～７月に調査
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イについては１月～12月及び６月１日現在についてⅢ６～７月に調査

ウについては１月～12月について，６～７月に調査

エについては１月～12月について，６～８月に調査

７．調査方法

アイウエとも体表者等に対する職員の面接

公表

昭和55年食鳥流通構造調査報告５５年12月下旬

昭和56年鶏卵〃５７年１月下旬

昭和57年肉豚〃５８年１月下旬

昭和58年肉用牛〃５９年９月下旬予定

長
羅
籍

営
跨
都
市
そ
山
等

》》｜」』｜
舗
嚇
鰄
朧
朧
朧
似

馳
調
繼
調
麺
調
鴎
鐺

及び林業生産者団体

４．調査期日

毎年]２月末日現在

５．調査期間

調査日過去１年間（］月１日～12月31日）

６．調査事項

①森林伐採面積

②造林面積

③素材生産量及び用材立木処分量（国営，公営のみ）

④しいたけ用ほだ木原木生産量等

７．調査の組織

統計情報部→事務所→出張所→林業統計報告員→林業報告補助員
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８．調査方法

(1)私営調査補助員が調査し報告員に提出

(2)市区町村営・財産区営調査報告員が調査

(3),Ii,営及び１，M道府県営調査あらかじめ機関の長に調査票を配布しておき職員が調査

９．統計の表竃

造林IIiIlli地域別●県別,人工更新，天然更新別’樹種別

（国営’森林開発公団，公営（県市区町村財産区）,私営別）

森林伐採iii積

（主伐，’'１１伐）

素材生産量地域別，郁道府県別，用途別，樹種別,所有山林形態別

公表

林業属地基本調査結果（速報）年１回翌年の７月下旬

（造林，森林伐採Ihi積）

林業生産統計年報毎年翌年12月下旬

…,に)三Y二WiLiW::iiDW:i…………

林野面積調査

］・調査の｢1的

林野[Hi砿を中心に林業に関する基本事項を調査し，林業行政等の基礎資料を作成する。

２．調査の種類

ア．ljl有及び郁道府1A↓有調査

イ．市町村有・財産区有調査

ウ．私有調査
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３．調の査の機構

上記イ，ウ

統計情報

鴎ii溌;:､ｗ
蒲諾……Ⅲ
林業動態調査

1．調査の目的

林家及び素材生産業者の事業活動と山林の保有・利用状況並びに労働力とその就労の実態等，

経営構造を把握する。

２．調査の種類

ア．林家調査

イ．素材生産業者調査

３．調査の対象

アについては保有山林面積５ｍ以上の林家
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イについては年間素材隼瀧量50㎡以上の素材生産業者

４．調査の客体

アについては保有山林500h０以上の林家については全数，その他は抽出標本

イについては抽出標本

５．調査の機構

統計情報部→事務所→出張所

６．調査期日

６月］日現在

７．調査事項

アについては山林面積（所有，借入保有）

保有山林のうちわけ，人工林の樹齢別面積

植林，保存，販売，保有山林の立木主伐面積

所有山林の異動，経営耕地面積，世帯員，労働

林業用機械など

イについては経営の概要（経営形態など）

生産形態（直営，請負，素材生産量，伐採方法）

労働（雇用労働など）

素材生産用機械Ⅲ素材生産量など

８．調査方法

アについては郵送調査及び出張所職員による面接調査

イについては出張所職員による面接調査

９．統計表章

地域別，都道府県別（林家調査のみ）

林家調査所有山林・保有山林面積，保有山林の樹林地面積及び人工林の林齢別林家数と面

積’人工林面積規模別林家数，植林をした林家数と面積，販売金額規模別林家数

など

素材生産調査素材生産者数，素材生産量，生産素材の用途別素材生産業者数，雇業労働者

数，素材生産用機械の利用業者数及び所有台数など

公表

林業動態調査報告書

木材需給二調査（木材生産流通調査）

１．調査の目的

素材消費段階における素材入荷量，消費量並びに製品の生産及び出荷状況等を調査し，県別，

樹種別素材生産量及び木材需給動向を明らかにする。

２．調査の種類
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ア．製材工場基礎調査

イ．木材チップエ場調査

ウ．合単板材調査

エ．電柱材調査

オ．特定部門調査

力．床板工場基礎調査

３．調査の機構

統計情報部→統計情報事務所→出張所→統計調査員

４．調査の期日及び期間

１２月31日現在で１月１日から12月31までの期間

ア．イ．ウは毎年，エ，オ，力は周期年

５．調査の客体

アについては製材工場（動力出力数7.5ｋＷ以上）

イについては木材チップエ場

ウについては合単板工場

エについては木材防腐工場

オについては市町村木材精通者

力については床板工場

６．調査事項

アについては製材に用いる動力出力数，製材用機械設置状況，従業者数，素材入荷量，消

費量，製材品の仕向状況

イについては他の木材加工業との兼営の状況，木林チップ機械の設置状況，従業者数，チッ

プ用素材の入荷量，木材チップの生産量，出荷量

ウについては合単板用機械の設置状況Ⅲ従業者数，合単板用素材の入荷量，普通合板，特

殊合板の製造量

エについては電柱素材入荷量

オについては足場丸太用素材生産費，くい丸太用素材能産費，木製はき物など特定部門素

材消費量

力については床板の製造:量，出荷量，床板用機械の設置状況

７．調査の方法

出張所職員又は統計調査員による工場の代表者に対する面接（ただし特定部門調査は市町村

内木材精通者に対する出張所職員による面接，聞き取りの方法による）

８．統計の表章

(1)素材需要量（製材用，パルプ用，合板用，木材チップ用）

部門別自県・他県・外材別素材入荷量（県別）

用途別素材交流表（県別）
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(2)素材生産量

用途別，主要樹種別，山林所有形態別素材生産量（県別）

(3)製材業の概要（県別）

製材用素材の入荷工場数及び入荷量，出荷量など

’4)合板製造業の概要（県別）

(5)木材チップ製造業の概要（県別）

公表

製材基礎統計（速報）翌年５月

木材チップ統計（速報）翌年５１］

合板・床板統計（速報）翌年５）］

素材需給戯統計（速報）翌年５月

木材需給報告書毎年翌年１２月

林業生箙統計年数毎年 同上

木材製品生産動態調査（木材生産流通調査）

１．調街の｢Ｉ的

製材工場,合単板工場及び床板工場における素材の入荷量，消費量（仕向量）及び在荷量並

びに製砧の生産量，出荷量，在荷鐵等を月別に調査し，木材需給の短期的動向及び木材関連

産業の実態を把握する。

２．調査の種類

ア・標本製材工場調査

イ・合蝋板工場調査

ウ・床板工場調査

３.調査の機構

統計情報部j→事務所一諺出張所→統計洲査員

４.調査の期日及び期間

毎月末日現在で過去lか月の期間

５．調奇の客体

アについては製材工場（動力出力数7.5ｋＷ以上）

イについては合単板工場

ウについては床板工場

６．調査嘱項

アについては製材に用いる動力出力数，素材の人荷及び消費量，製材品の生産量，出荷量，

素材及び製材品の在荷量

イについては合単板用素材の入荷'7(，仕向鼠,接着剤消費量，Iuf通合板及び特殊合板の製

造量，出荷量，在荷瞳

ウについては床板の製造量，出荷量，在荷量
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７．調査の方法

工場代表者に事前に調査票を配布して行う自計申告調査，出張所職員による工場代表者に対

する面接

公表

製材統計毎月翌)]末

製材用素材の入荷獄，消費量，在荷量（県別）

製材品の生産量，出荷量，在荷量（県別）

国産材，外材別製材用素材入荷量

合板・床板統計毎月翌月末

合板単板製造用素材の入荷量，仕向量，在荷量

普通合板の製造量，出荷量，在荷量

〃種類別，厚さ別製造量

特殊合板の製造量，出荷量，在荷量

特珠合板の品目別製造量

床板人工乾燥床板の製造量，出荷量，在荷量

" 樹種B11製造量

天然乾燥板の製造量，出荷量，在荷量

木材価格調査（木材生産流通調査）

１．調査の目的

素材，木材製品及び木材チップのうち価格指標として重要度の高い品目について県別，流通

段階別に毎月の取引価格を調査して価格水準及びその変動を明らかにする。

２．調査の種類

ア．素材価格調査

イ．木材製品価格調査（卸売価格調査，小売価格調査）

ウ．木材チップ価格調査

３．調査の機構

統計情報部→事務所→出張所

４．調査の期日及び期間

毎月15日現在で１月から12月までの各月

５．調査の客体

アについては製材工場，合単板工場，パルプエ場

イについて燧欄臘辮塗は鰹嗣:鰯一…“
ウについては木材チップエ場
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６．調査事項

アについては素材購入価格と価格変動の要因

‘…‘{IiI雛Ｉ二1鰯蹴鰯雲㈱
ウについては木材チップ工場におけるパルプ向け木材チップの工場渡し価格

と変動要因

７．調査の方法

郵送調査ただし素材価格調査のパルプＴ場についてはパルプ材協議会を通じて行なう。

公表

木材価格毎月１５日現在翌月上旬

素材価格（製材用，合単板用，パルプ用，県別）

木材製品価格（品目，規格別）

卸売価格（県別）

小売価格（県別）

木材チップ価格（針葉樹，広葉樹別，県別）

木材需給報告書毎年翌年12月

傭考

素材価格については，全国素材消費量（パルプ用素材は生産量）のおおむね80％をカバーする

県，製品卸売価格は木材流通上主要な県，製品小売価格は全国の製品取扱量のおおむね80％を

カバーする県において実施。

木材販売構造調査

１．.調査のＦ１的

製材工場，合板工場，木材流通関係業者を対象にその販売活動の実態や，木材の流れ等を調

査する。

２．調査の種類

ア．工場関係調査（木材需給量調査と同時に実施）

イ．流通業者関係調査

３．調査の対象

アについては製材工場及び合板工場

"F…|{磯
４．調査客体

製材工場動力出力数22.5ｋＷ以上は全数，それ未満は標本抽出

合板工場全数
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鯆籔」…
木材販売業者年間販売額５億以上は全数，それ未満は標本抽出

５．調査の期日及び期間（周期年調査）

アについては１２月31日現在で過去１年間

イについては９月30日〃

６．調査の機構

統計情報部→事務所→出張所→統計調査員

７．調査事項

アについて経営の組織，素材仕人量，製材品合板の販売量，年間販売額，製

販売量割合

イについて経営の組織，木材市売市場及び木材センターにおける問屋数，買

．業者数，素材仕人量，製材品，合板の販売量，販売金額など

８．調査の方法

アについては出張所職員又は統計調査員による事業所の代表者に対する面接

イについては出張所職員による事業所の代表者に対するIHI接

９．統計の表章客体別，県別

事業所数（経営組織別，販売金額規模別，従業者規模別）

素材の仕入れ（国産材・外材別仕入先別事業所数，仕入量など）

製材品の販売（国産材・外材別販売先別事業所数．販売量など）

木材流通業者の性格（販売金額|順位別事業所数など）

公表

昭和55年

木材流通構造報告書昭和57年３月

製材品の樹種別

買方業者数，従

林家経済調査

林家経済の実態を把握するとともに育林に要する費用などをとりまとめる。

慨!:ご…
統計情報部→事務所→出張所→標本農家

毎月４月１日から翌年３月31日までの１か年間

－１４６－
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保有山林，苗畑及び，経営耕地面積，労働力，林業用資産及び負債，林業経営収支（粗収益，

林業経営賀）租税公課諸負担，林業投下労働量，伐採更新状況，農業収支及び農業投下労働

状況，その他の収支，家計費，育林費

８．調査の方法

標本林家に一定の林業日誌を配布して記帳してもらう。

９．統計表章

地域別，保有|｣1体規模別

林家の概況，林業経営の収支，労働力，林業労働日数

鐸貢士地，林業用資産，林業所得など

公表

林家の林業経堂（速報）毎月翌年12月下旬

林家経済調査報告（年報）毎ﾉ］翌年度３月

しいたけ生産費調査

1．調査の目的

しいたけの生産費及びしいたけほだ木造成費を明らかにする。

２．調査の種類

ア．生しいたけ生産費調査

イ．乾燥しいたけ生産費調査

ウ．しいたけほだ木造成費調査

３．調査の機柵

統計情報部→事務所→出張所→標本林家

４．調査の期(]及び期間

１月１日～ｌ２Ｉｌ末日の１年間

５．調査客体

所有成熟はた゛木が3000本以上の林家のうちから有意選定

６．調査事項

作業別労働時間と使用資材

資材の投入と支払い料金

￣
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公表

しいたけ生産費調査報告（年数）毎年翌年11月

栽培きのこ類調査

１．調査の目的

栽培きのこ類（しいたけ，なめこ，えのきたけ，ひらたけ）の月別生産lilと出荷量等を明ら

かにする。

２．調査の機構

統計情報部→事務所→出張所

３．調査の範囲と対象

しいたけ全国の栽培者

その他主産県の生産者

（注：栽培者（生産者）とは個人及び組合，会社等の事業体をいう。）

４．調査方法

出張所職員による標本栽培者（生産者）に対する面接調査

５．調査事項，経営概要，品目別，月別生産量，出荷愚

６．調査期日

毎年３月，６月及び12月の各月の末日

７．統計の表章

農業地域別，県別

栽培きのこ類の月別生産量，出荷蚤

経営形態別，ほだ木保有本数規模別生産形態及び栽培方法別生産者数

出荷先別出荷量など
￣
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公表

栽培きのこ類生産出荷統計（速報）

１月～３月分６月公表

１月～６月分８月末公表

７月～12月分翌年３月公表

栽培きのこ類の経営概要（３月末日現在）

栽培きのこ類調査報告書（年報）

８月末公表

翌年６月

生産林業所得統計

１．目的

林業経営活動によって生み出された付加価値を推計（’月～'２月）

２．推計の方法

(1)推計の対象範囲

ァ．木材生産部門

イ．薪炭生産部門（まき，木炭）

ウ．栽培きのこ類生産部門

エ．林野副産物採取部門

(2)各部門の推計方法
＊１＊２

アについては素材生産量×素材単価＝木材*Ⅱ生藤額（樹種別）
＊３

木材粗生額×所得率＝木材生産所１３

壬１「木材需給量調査」による針葉樹，広葉樹別素材生産量

串２木材価格調査

幾３林家経済調査

イについてはまき生産鼠×まき単位＝まき粗生産額

まき粗生産額×0.88＝まき生産所得

本炭牛産量×木炭単価＝木炭粗雄産額

木炭粗生産額ｘ0.77＝木炭生産所得

ウについては栽培きのこ類生産量ｘ単価＝栽培きのこ類粗生産額

栽培きのこ類粗生産額×所得率＝栽培きのこ類生産所得

エについては林野副産物採取量×単価＝副産物粗生産額

林野副産物採取所得＝林野副産物採取所得

３．統計表章

全国，農業地域別，県別

部門別，主要品目別，粗生産額，生産林業所得

公表

生産林業所得統計報告書毎年翌年12月

￣
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